f ) マニュアルのほいかた 


まむしてお使いいただ<ために 

♦パソコンをお取り扱いになるときに守っていただきたいこと 

ご使用の前に必ずお読みください。 - 


巧むしてお巧いいただくために I 


取扱説明書（本書） 

参 Windows のセットアップ 
♦本体の機能 

♦システム構成の変更やパスワード 
♦パソコンの取り扱い 
参再セットアップ 
参困ったとさの Q&A 

@パソコン画面上で見るとさは 

■=!> 「巨章1オンラインマニュアルについて」 



U リース情き良 

♦本製品を使用するうえでの注意事項など 

必ずお読みください。 

本製品の電源を入れた状態で次のよラに操作すると、表示されます。 
[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[はじめに]- [ UU — ス情報]をクリック 

EPi 

[スタート]-[はじめに]- [ UU —ス情報]をクリック 
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€) はじめに 


このたびは、本製品をお買いホめいたださ、まことにありびとうございます。 

本書は本製品の基本的な取り扱いかたを説明しています。 

本製品はご購入のモデルにより、システム （0 S ) び異なります。ご購入のモデルに巧 

応した部分をお読みください。 

本製品をまむしてお使いいただくために重要な事項び添付の冊子『まわしてお使いいた 

だくために』に記載されています。よくお読みください。 

Q 記載について 

•記載内容によっては一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、該当 
する項目に「****モデルのみ」とま記します。モデルについては「用語につし、 

て」を参考にしてください。 

•本書で使用している DynaBook のイラストは、]4インチディスプレイ、 CD-ROM 
ドライブ、フ□ッピーディスクドライブ、モデム、無線 LAN カード内蔵モデルです。 
実際の仕様はご購入のモデルによって異なります。 

•本書に記載している画励ま、表示例です。実際に表示される画面と異なる場合びあり 
ます。 

〇 Trademarks 

• Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows 、 WindowsNT 、 日 00 kshelf は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

Bookshelf Basic は、なの書類を基に制作されました。『新英和中辞典』第已版 （ c ) 
研究社1967,1994,1998、『新和英中辞典』第4版わ）研究社1993,1995,1998、 
『新明賴国語辞典』第已版 （ C ) H 省堂1972,1974,1981,1989,1997 

- PS /2 は、ホ国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

- SoundBlaster は米国 Creative Technology 社の商標です。 

■ Intel 、 インテル、 Pentium 、 Celeron は、アメ U 力合衆国およびその他の国におけ 
る Intel Corporation またはその子会社の商標または登録商標です。 

- Ethernet、Fast Ethernet は冨±ゼ□ックス株式会社の登録商標または商標です。 

- ConfigFree はけ朱）ま芝の商標です。 

- Adobe、Adobe A 巳 robat は Adobe System Incorporated (ア化システムズ 
社）の商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 

合びありまず。 
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〇プ□セツサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力は次のよラな条件によって違いび 
現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用している場合 
- AC アダプタを接続せずにバッテ1」駆動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高瞄りンピュータび必要に設計され 
ているデザイン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目まとして、標高1,000 メートル （3,280 フィート）じ(上をお考えください。 

■目まとして、気温已 ° C 〜3 已 °C (高所の場合2已 ° C ) の範囲を超えるよラな外気温の状 
態で本製品を使用する場合 

また、あるが況下においては、本製品は自動的にシャットダウンずる場合びあります。 
これは、当社び巧奨ずる設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場 
合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常 
の保護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定 
期的にデータを外部記憶機器にて保存してください。また、プ□セッサび最適の処理能 
力を発揮するよラ、当社び巧奨ずる状態にて本製品をご使用ください。 

この他の使用制限事項につをましては本書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC ダイヤル〇已 70-00-3 ] 00にお問い合わせくださし、。 

Q 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ■プ□グラム、データベースなどは着作権法により、その善 
作ちおよび著作権ちの権利び保護されています。こラした着作物を複製することは、個 
人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行うことびでさます。上記の目的を超えて、 
権利ちの了解なくこれを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネット 
ワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」 r 著作者人格権侵害」として損害賠償の 
請まや刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して複製などをなされる場合に 
は、著作権法を遵守のうえ、適切なご使用をむびけていただきますよラ、お願いいたし 
ます。 
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Q ぉ願ぃ 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス!-ールされているシステム （0 S )、 アプ U ケー 
シヨン LU 外をインス!-ールした場合の動作保証はいたしかねます。 

■無線 LAN 内蔵モデルで、無線 LAN の使用によるデータの盗聴、およびそれによる被 
害に関してはな証でをません。 

■内蔵八ードディスクにインス!ルされているシステム （0 S ) は、本製品でのみご 
利用いただけます。 

-ご購入時に定められた条件じ(がでの、製品およびソフトウェアの複製をしくはコピー 
をすることは禁じられています。お取り扱いにはごを意願います。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてく 
ださい。バスワードを忘れてしまって、バスワードを削除できなくなった場合は、お 
使いの機種を確認後、お近くの保守サービスにご依頼ください。パスワードの解除を 
保守サービスにご依頼される場合は、有償です。またそのとさ、身分証明書（お客様 
ご自身を確認でをる物）の提示び必要となります。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしておりま 

す。本体同捆の「お客様登録カード」またはインターネット経由で登録できます。 

詳細についてり「1章 2-4 ユーヴ登録をする」 

保証書は記入内容を確認のラえ、大切に保管してくださし、。 






〇本書の読みかた 


本書は、なのさまりに従って書かれています。 

〇記号の意味 


A を険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことびあ 
り、その切迫の度合いび高いこと’’をおします。 

A 警告 

1’取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷 （*1) を負ラことが想 
定されなことをします。 

A 注意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想定されること’’を示します。 

/£) 

お原‘目し、 

データの消失や、故障や性能低下をおこさないために守ってほしいこ 
と、仕様や機能に関して知っておいてほしいことです。 

y 亡 

巧っておくと便利なことを説明しています。 

poool 

本書は 、 Windows XP . Windows 2日日日モデルに共通の取扱説明書で 
す。それぞれの固有の操作や機能名称を示ずとさは巧のマークを使用し 
ています。 

ご購入の製品に応じた部分をお読み<ださい。 

rxp 

Windows XP モデル固有の操作や機能名称などを示します。 


Windows 2000モデル固有の操作や機旨銘称などを示します。 

臨 

この取扱説明書や他の説明書への参照先を示しています。 

この取扱説明書への参照の場合……「」 

他の説明書への参照の場合 . 『』 

姓） 

補足説明をしています。 


* ] :重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残 

るをのおよび治療に入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 :傷書とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが•やけど•感電などをさします。 

* 3 :物的損害とは、 家屋- 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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o 画面の表しかた 


画面の全部、または一部を表しまず。 


WJ 】 


Total 二 XX 

XX KB 


-このよラに画面上または本文中の文字を X で表している場 

合は実際にはさまざまな数字や記号び入ります。 


Q 入力するキーの表現 

操作で入力するキーを本文中で表すとさには、説明に必要な部分だけを□で囲んで書い 
ています。 

囚キーを押す 一を押して<ださい。 

田キーを押す 一[めを押して<ださい。 

Space キーを巧す一に_ ]] ( Space キー）を巧してください。 


Q 操作の表しかた 

操作や作業は、次のよラに示します。 

【例】 

•操作び1つで済む場合は、次のよラに示します。 

のキーを 巧す 

•キーを「+」でつないで書いてあるとさは、前のキーを押したまま離さずに次のキー 
を巧して < ださい。 

[FFil+ llnsI キーを押す 

この場合は、尼团キーを巧したまま面司キーを巧します。 


9 


































Q 用語について 

本書では、次のように定義します。 


システム . 特に説明びない場合は、ご使用になるオペレーティン 

グシステム （0 S ) を示します。 

アプ1」ケーシヨンまたはアプ1」ケーシヨンソフト 

. アプ U ケーシヨンソフトウ王アを示します。 

Windows XP Pro . Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 

system 日本語版をおします。 

Windows XP Home . Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

operating system 日本語版を示しまず。 

Windows 2000 . Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 

operating system 日本語版を示します。 

Windows . Windows XP、Windows 2000をおします。 

MS-IME . Microsoft ® IME スタンダード2002、 Microsoft ® 

IME 2000を示します。 

ドライブ . CD - ROM ドライブ / CD - R / RW ドライブ/マルチドラ 

イブを示します。内蔵されているドライブは、モデルに 
よって異なります。 

CD - ROM モデル . CD - ROM ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

CD - R / RW モデル . CD - R / RW ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

マルチドライブモデル . CD - R / RW ドライブと DVD - ROM ドライブ両方の機能 

を持ったマルチドライブび内蔵されているモデルを示 
します。 

Office 搭載モデル . Microsoft ® Office XP Professional または 

Microsoft ® Office XP Personal びプレインストー 
ルされているモデルを示します。 
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セットアップ 

本章では、 Windows を使うために必要な 
「 Windows セットアップ」について説明します。 


1 パソコンの準備 . 12 

2 初めて電源を入れる . 14 




めパソコンの準備 

皆電源に接続する 


Q 接続方法 

ノてソコン本体に電源を供給するときは、ノくッテ I 」バックを必ず取り付けておいてくださし、。 
AC アダプタ、電源コードの接続は次の図の①イをイ試り順に行しなす。はずすときは逆の 
③-②- >0) の順で行います。 



電源コードを接続したら 、 DC IN *2 LED び緑色 、 Battery CD LED びオレンジ色に 
点なするのをお認してください。 


(^ディスプレィを開ける 



ディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、 
ディスプレイを静かに起こす② 

両手を使ってゆっくり起こしてください。 



广 を意 
V . 


-ディスプレイを閉じる場含は静かに閉じてくださし、。 

しよ3けさ 



強く閉じると、衝擊で八ードディスクドライブやディスプレイなどが故障ずるおそれ 
があ0ます。 

ノ v — ドディスクの磁性面に傷びついて、使えなくなることがあります。磁性面につい 
た傷の修理はできません。 
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次のシステムインジケータの図で矢印の付いているをのび、電源に関する表示です。 


システムインジケータ 



=•2 6 □ S 日 /® 


それぞれの意はは次のとおりです。 



LED の状態 

バソコン本体の巧態 

DC IN LED 

緑 

AC アダプタを接続している 


オレンジの点滅 

亞苗藝化 

AC アダプタ、バッテ1」、またはパソコン 
本体の異萬 


消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power (!) LED 

緑 

電源 ON 


オレンジの点滅 

スタンバイ中 


消灯 

電源 OFF 



® 電源に関する表示 



セットアップ 
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電源に接続する 

ディスプレイを開ける 

Power の LED び緑色に点灯するまで、 
電源スイッチを押す 



パソコン本体の電源を初めて入れるとさは、 Windows わ'、使えるようにするために、 
「 Wind 日 WS セットアップ」という操作び必要です。 

] 度 Windows のセットアップをすれば、(降は、電源を入れるとすぐに Windows を 
使用することびでさます。 

本製品には、次のモデルがあります。 

- Windows XP モデル 
- Windows 2 日日日モデル 

セットアップの方法はシステムによって異なります。ご購入のモデルを確認のラえ、シ 
ステムに応じたセットアップ手順をご覧ください。 

Q セットアップをするとをのま意 

参セットアップび完了するまで周辺機器は接続しないでください。 

セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続した状態で行ってください。 

参途中で電源を切らないでください。 

セットアップの途中で電源スイッチを巧したり電源コードを抜くと、故障の原因にな 
ります。 

参操作は時間をあけないでください。 

30分(上タッチバッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見え 
なくなりますび、故障ではありません。 

をう]度表示するには、匿向巧キーを巧ずか、タッチバッドをさわってください。 


墳 初めて電源を入れる 

® 電源を入れる 
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o セットアップに化要な操作 

セットアップには、タッチパッドとキーボードの操作び必要です。 

画面上に表示される矢印（お）を「ポインタ」といいます。 

タッチバッドに指を置いて上下左ちに動かすと、指の動さに合わせて画面上のポインタ 
び移動します。 

ポインタを目的の位置にあわせて、タッチパッド手前の左ボタンを]回巧ずことを「ク 
1」ック」といいます。 



キーボードの詳細り「3章3キーボード」 















@ Windows XP のセットアップ 

Windows XP のセットアップでは、次のことを行います。 

セットアップは約] 0分で終了します（作業時間は、人によって多少異なりまず)。 


参マイク□ソフト使用許諾契約書 （ Windows のライセンス）への同意 

マイク□ソフト使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意するかしな 
いかを選択してください。なお、[同意します]を選択しないと、 Windows を使用 
することはでさません。 


位 

お關し、 


- Product Key はパソコン本体に貼5れているラベルに印刷されています。 

このラベルは、絶対になくさないでください。再発巧はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か5の保守サービスび受け5れなくなります。 


ネットワークに接続する設定は、セットアップ完了後に行えますので、ここでは省略し 
た場合の手順を説明します。 

ネットワークの設定を行う場合は、必ずネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〇七ットアップの操作手順 

なの手順に従ってセットアップを行ってくださし、。 

巧]めて電源を入れると 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され、音楽び 
流れます。 


タタ Windows 

TOSHIBA 

Microsoft Windows へようこそ 

TOSHIBA の** OW が, Wr かい P am ,.1 - 巧.- «-• ‘ ，r •バ J ti.1T. 

こ Wl . ピユ - WC ， げ， か ホ.*•， 


卜か..リぃ 1 -，1 K, _ 

③ 

. ••一••む-一ぶ ここ そ 
パ内.り*づ!》 し。 «<、 


，れ <が 间 


■ Windows セットアップのヘルプを表示するには、画面ち下の0ボタンをク U ックするか 
f メ E 正五キーを巧します。 

•セットアップ中に流れる音楽の音量は、ボ IJ ユームダイヤルで調節ずることびでさます。 

ボ1」ュームダイヤルについて〇「3章4サウンド」 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


1[巧へ]ボタンをクリックする 

[使用許諾契約]画面び表示されます。 

(を）画面は Windows XP Pr □の表示例です。 



2画面下部の[同意します]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックする 

契約の内容を必ずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、ボタンをク U ックして画面をスク□一 J レさせてくだ 
さい。 

なお、契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできません。 

' [同意しません]を逞択した場合は、巧にパソコンを起動したとき、最初からセットアップを 
■メ t や0直す必要びありまず。 

[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されまず。 
















3 [このコンピュータの名前]にコンピュータ名を入力し、[次へ]ボタンをク 
リックする 

半角英数字で任意の文字列を入力してください。このとさ、同じネットワークに接続ずるコ 
ンピュータとは別の名前にする必要びあります。 

ネットワーク管理者に問い合わせてください。 

炊へ]ボタンをク U ックすると Windows XP Home の場合は、[インターネット接続が選 
択されませんでした]または[インターネットに接続するち法を指定してください]画面が表 
示されます。手順7に進んでください。 

Windows XP Pro の場合は、[管理者パスワードを設定してください]画面が表示されます。 



4 [管理ちパスワード]にパスワードを入力する 

Administrat □「と呼ばれる管理者のユーヴアカウントでは、コンピュータにフルアクセスでき 
ます。 

パスワードには半角の英数文字および記号を使用することびでをます。 

-バスワードは大文字とル又字び区別されますのでを意してください。 

ST 例えば 「PASSWORD」 と 「password」 は別のパスワ-ドとして識別されます。 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


5 [パスワードの確認入力]にもう1度パスワードを入力し、[次へ]ボタン 
をクリックする 

[このコンピュータをドメインに参加させますか？]画面び表示されまず。 


*0 Viilndows' 


このコンピュータをドタインに參加させますか？ 


.'が‘1..11..か I り〇 I 


に. 1.') つ t 
、-バ：？， . 


i ’ l ザ巧づぶ巧.む.;.:' -1 •— ;.. t かけけ^バ％, .^ s けレ.：けサ I 


0,1* ..10/む'-巧'.1 '1* け tfl ,.’. 


i . j-.-A 一， r ." :'，..口 

’か！い-'け.い T ,む‘ 


■ .—*♦« ，お：！ 

マが.り♦-が I -. ツ 


6 


ドメインの設定を選択し、[次へ]ボタンをクリックする 

ドメインの設定び必要な場合は、[はい、このコンピュータをなのドメインのメンバにします] 
をチェックし、ボックスにドメイン名を入力してください。 

[インターネット接続び選択されませんでした]または[インターネットに接続するち 
法を指定してください]画面び表示されます。 


タタ Windows' 


インター ネット巧巧が虽巧 されませんでした 


〕で i ■>り.|り1:が|'ご： . W ド！ VWI がが-山リ.巧-嘶，ド.一*て，--«む-..卜 ... f .: •.て—.々任 

' «|1み1だ,：：^--一44«.1こ：1."*^*マ‘そ？マむツ U 夕—りじ i -- itX 40 - ♦け尸 マ.さむ,-'【»» 

トリ-化イン*-♦»>«>ぃ、 W — ム4•，トリ — W <0 小親香才7け 《♦* トウ-ウ一一 


，- .一5が<托；‘：1..:.:け.， •• 
マミサ."いち!,..： 巧.\ 


4•か ■ か W 院 










7 [省略]ボタンをクリックする 

インターネットに接続する設定は、セットアップ完了後に行えますので、ここでは省略した場 
含について説明します。 

[ Microsoft にユーヴー登録する準備はでさましたか？]画面び表示されます。 



-[今すぐインターネットアクセスのセットアップを巧いまずか？]画面び表示された場含は、 
f メ亡 [いいえ、今回はインターネットに接続しません]をチェックし、[次へ]ボタンをクリック 

して < ださい。 

[このコンピュータを使ラユーザを指定してください]画面び表示されまず。 

手順目へ進んでください。 

8 [いいえ、今回はユーザー登録しません]をチェックし、[巧へ]ボタンをク 
リックする 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、セットアップ完了後に行えますので、ここでは省略した 
場合について説明します。 

[このコンピュータを使ラユーザーを指定してください]画面び表示されます。 


Windows'P 


TOSHIBA 


この〕ンピュ ータを 使う ユー ザーを 巧定して〈ださい 


ホユ.ド1 - 巧ホ*« ] -1 イ1も1りし : J - 

け* をよ"でいド； 4 巧*.な t 1-- 


- I ピ 


7机！*..〇か nj » • 



2 t .' C - 

こ-づ - が 
2-* f - 
:-ィ- .,,1’ 

こ n ..- i をわがけ*,',- >}:,•; t - tM. ; icfu よ"お卜’。- w . : 

如 ■い" <№5 口.，; V ち T,ti こミー：パスウ巧.が6ユ -ヴ-•で 化] が 巧 そ 《か.が. 2-ヴ - f 
rr 1も价 |.ッ|?:•■が U *- 卜いこ！-.*. tt / ho - A/uw む', 口-ザ- jc がント1*:., 


同ぉ'巧 


© 

,••-ろ1,1 .•.ご子..， 

'れ <が巧 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


9 [ユーザー 1] 欄に使う人の名前を入力する 

Windows XP では複数（巳人まで）のユーヴを設定し、それぞれのユーヴごとに別々の環境 
を構築できまずび、ここでは1人の名前だけ入力した場合について説明しまず。 

「 I 」（カーソル）び表示されている位置から文字などを入力でをます。 


メち 


ひ5びなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場含 
1四]困因 m 困とキーを押ず 

"なかた"と表示されます。入カミスをした場合は 、I Backspace I キーを押して入力 
ミスした文字を削除します。 

2 ひ5がなのままでよい場合は 、 I Enter I キーを押す 
"なかた"で確定されます。 

漢字に変換ずる場合は I Space I キーを押し、目的の漢字が表示された5、 [ E 西キー 
を押ず 

I Space I キーを押すたびに、漢字の候補び表示されます。尼亞13キーを巧すと、選択 
した漢字で確定します。 


10 [次へ]ボタンをクリックする 

[設定び完了しました]画面び表示されまず。 


タタ Windows り 



11[完了]ボタンをクリックする 

Wind 日 WS のセットアップび終了してパソコンが再起動し、デスクトップ画面が表示さ 
れます。 


メち 


次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されています。 
C ドライブ： NTFS システム 

東芝とマイク□ソフト社へのユーヴ登録を行ってください。 

ユー ヴ登録 ■=：> 「本節4 ユー ヴ登録をする」 





















〔〇 Windows の使いかた ) 

Windows の使いかたについては 、 Windows XP Pro / Home にそれぞれ付属の 
『ファーストステップガイド』、または[スタート]-[ヘルプとサポート]をクリックし 
て、 『 Windows のヘルプ』をご覧ください。 

® Windows 2000のセットアップ 

Windows 2000のセットアップでは、次のことを行います。 

セットアップは約] 0分で終了しまず（作業時間は、人によって多少異なります)。 

♦マイク□ソフト使用許諾舆約書 （ Windows のライセンス）への同意 

マイク□ソフト使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意するかしな 
いかを還択してください。なお、[同意します]を還択しないと、 Windows を使用 
することはでさません。 

• ユーザ情報の登録 

名前、会社名または組織名（省略可能）を登録します。 

♦コンピュータ名の指定 

使用するコンピュータ名と Administrator のパスワードを入力します。 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更することもでをます。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、必ずネットワーク管理をにお問い合わせくだ 
さい。 

• 曰付と時刻の設定 

[日付と時刻の設定]画面でパソコンの日付と時刻を設定します。セットアップ後に 
変更することび巧能です。 

♦ネットワークの設定 

ワークグループまたはドメイン名の設定を巧いまず。 

ネットワークの設定は、必ずネットワーク管理者にお問い合わせください。 

j - Product Key はバソコン本体に貼6れているラベルに印) a されていまず。 

ST このラベルは、絶対になくさないでくださし、。再発巧はできません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か6のな守ヴービスび受け！5れなくなりまず。 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


0セットアップの操作手順 

次の手順に従つてセットアップを行つてください。 

巧めて電源を入れると 、 [Windows 2000セットアップウイヴードの開始]画面び表 
示されます。 



1[次へ]ボタンをクリックする 

[ライセンス契約]画面び表示されます。 

契約の内容を必ずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをク IJ ックして画面をスク□ールさせてくだ 
さい。なお、契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできません。 








































2 画面下部の[同意します]をチェックして[次へ]ボタンをクリックする 

1 ^) -[同意しません]を選択した場含は、次にパソコンを起動したとさ、最初か5セットアップを 
f メ亡 や0直す必要びあります。 


[ソフトウェアの個人用設定]画面が表示されます。 



3名前と組織名を入力する 

名前は必ず入力してください。組織名は省略できます。組織名を入力するには、名前の入力後 
^キーを 巧します。 





曰本語入カシステムび起動していまず。 

ひ5びなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、□ーマ字入力です。 

例："なかた"または"中田"と入力する場合 
1 ® 困阻因 m 囲とキーを押ず 

"なかた"と表示されます。入カミスをした場合は、 I 目 ackSpacel キー对甲して入 
力 S スした文字を削除します。 

2 ひ5がなのままでよい場 S ま、 I Enter I キーを巧す 
"なかた"で確定されます。 

漢字に変換する場合は I Space I キーを押し、目的の漢字が表示された5、正西13 
キーを f 甲す 

I Space I キーを押ずたびに、漢字の候補び表示されます。 I Enter I キーを押すと、 
選択した漢字で確定します。 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


4 [次へ]ボタンをクリックする 

[コンピュータ名と Administrator のパスワー円画面び表示されまず。 



S コンピュータ名と Administrate ) 「のパスワードを入力する 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更する場合は、半角英数字で1已字しソ内の名前を 
入力して < ださい。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

Administrat 加と呼ばれるユーヴ名を作成します。コンピュータにフルアクセスする場合に 
使用します。パスワードには、半角の英数文字および記号を使用ずることびでさます。 

I - バスワードは大文字とル又字び区別されますのでを意してください。 

So 例えば、 「 PASSWORD 」 と rpasswordj は別のバスワ-ドとして識別されまず。 

6 [巧へ]ボタンをクリックする 

[曰付と時刻の設定]画面び表示されます。 























7 [日付と時刻]の設定をする 

曰付と時刻を確認します。 

タイムゾーンで r ( GMT +09:00) 大阪、化幌、ま京」び選択されていることを確認します。 
「( GMT +09:00) 大阪、ホし幌、ま尉び選択されていない場合は▼ボタンをク U ックし、一 
覧から逞択してください。 

8 [次へ]ボタンをクリックする 

[ネットワークの設定]画面び表示されます。 



9ネットワークの設定をする 

ネットワークの設定はネットワーク管理ちにお問い合わせください。 

標準設定またはカスタム設定のどちらかを逞択してください。 

I -お使いのネットワーク環境によって設定び異なりますので、ネットワークの設定は必ずネッ 
ST トワ-ク管醋にお問い合ねせください。 

10 [次へ]ボタンをクリックする 

[ワークグループまたはドメイン名]画面び表示されまず。 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


11ワークグループまたはドメイン名の設定をする 

ワークグループまたはドメイン名の設定はネットワーク管理をにお問い合わせください。 
ワークグループまたはドメインのどちらかを選択してください。 

選択後、[ワークグループまたはドメイン名]にワークグループ（ドメイン）名を入力してく 
ださい。 

•お使いのネットワーク環境によって設定、およびワークグループ（ドメイン）名び異な0ま 
So ぶ、ずネットワ-ク管理ちにお問い合わせください。 

12 [巧へ]ボタンをクリックする 

設定を保存を、再起動します。再起動後に[ネットワーク識別ウィヴードの開始]画面び表 
示されます。 

ここで、コンピュータをネットワークに接続する手続ををします。 



13 [巧へ]ボタンをクリックする 

[このコンピュータのユーヴー]画面が表示されます。 
























14 ユーザの設定をする 

このコンピュータで使用ずるユーヴを指定しまず。 

• [ユーヴーはこのコンピュータを使用するとを、ユーヴー名とパスワードを入力する必要 
びある] 

'''指定したユーヴでパスワードを入力してから□グオンします。 

• [常になのユーヴーびこのコンピュータに□グオンすると仮定する] 

'''指定したユーヴで自動的に□グオンします。 

ここで指定できるユーヴは手順3で入力した名前、あるいは Administrator です。 
▼ボタンをク U ックして選択してください。 

15 [巧へ]ボタンをクリックする 

[ネットワーク識別ウイヴードの終了]画面び表示されます。 



16 [完了]ボタンをクリックする 

Windows 2日日日のセツトアップを完了しました。 


手順14で[ユーヴーはこのコンピュータを使用ずるとき…]を選択した場含 、 [Windows 
への□グオン]画面が表示されます。 Administrator パスワードを入力して、に K ] ボタン 
をクリックすると、 Administrator で□グオンし 、 [Windows 2日日0の紹介]画面が表示 
されます。 

手順14で[常になのユーヴーがこのコンピュータに…]を選択した場含、指定されたユー 
ヴ （ AdminisUa 化「または例：中田）で自動的に□グオンし、 [ Wind 曰 ws 2日00の紹介] 
画面が表示されます。 



Windows 2000 について 


Windows じついて 
インターネゥトじ巧おに) 


Windows 2000 Professional はほいやすく、昔巧が 
容易で、互巧'【まの音いな力ねブラットフォームです。 
[Windows 2000 Professional 【こついて]では、その 
高度ね巧碟おについて站介しています。 


口 


盜卜阳ブ時に。麻をま 


[巧了巧 )I 
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1 章- 2 初めて電源を入れる 


- [Windows 2 日 0 日の 紹介] の 下部にあるチェックボックス（スタートアップ時に この 画面 
f メ： E を表示）をク U ックしてチェックを解除すると、次に Windows 2 日日日び 起動したときは 

[Windows 2 日日日の 紹介]は表示されません。 

^ [Windows 200日の紹介]画面を再表示するち法 

〇 [スタート]-[プ□グラム]-[アクセサ U ]- [システムツール]-[はじめに]を 
ク U ックする 

•次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されています。 

C ドライブ： NTFS システム 

-東芝とマイク□ソフト社へのユーザ登録を巧ってください。 

ユー ヴ登録〇「本節4 ユー ヴ登録をする」 


(Q Windows の使いかた） 

Windows の使いかたにつしでは 、 『Microsoft Windows 2000 Professional クイック 
スタートガイド』、または[スタート]-[ヘルプ]をク1」ックして 、 『Windows のへ ル 
プ』をご覧くださし、。 









® ユーザ登録をする 

本製品をお使いになるにあたって、ま芝とマイク□ソフト社へのユーザ登録は必ず行っ 
てください。登録はそれぞれ行ラぶ、要びあります。登録を行わないと、今後のサポート 
を受けられない場合びあります。いずれもインターネットを使って登録する場合は、モ 
デムなどが必要です。 

LAN を使ってインターネットに接続する場合は、ネットワーク管理ちにごお認ください。 

fo 東芝へのユーザ登録^ 

同栖されている登録はびさ、またはインターネットに接続して登録でをます。 

なのいずれかのち法で行ってください。 

[東芝 PC お客様登録]で登録する 

インターネットに接続するための設定を行った後、なのよラに登録します。 

① デスクトップの[ま芝 PC お客様登録]アイコン（^)をダブルク1」ックする 

② 内容を読んで[なへ]ボタンをク U ックする 
表示される内容に従って操作を続けてください。 

• [インターネットプ□バイダと未契約の方]を選択した場合 

インターネットプ□バイダ 「 infoPepper 」 への入会とバソコンのユーヴ登録を1度 
に行ラことびでをます。初期登録料と接続時間に応じた料をびかかりますので、あら 
かじめご了承くださし、。 

rinfoPepperJ LU がのプ□バイダへの入会を希望される場合は、プ□バイダに入会し 
てバソコンを設定した後、[インターネットプ□バイダと契約済みのち、ちしくは 
LAN 経由でインターネットに接続されている方]を還択してください。 

• [インターネットプ□バイダと契約済みの方、ちしくは LAN 経由でインターネット接 
続されているち]を選択した場合 

インターネットに接続してユーヴ登録できます。 

• [インターネット経由で登録を希望しない方]を選択した場合 

はびをでユーヴ登録するメッセージび表示されまず。 

東芝ホームページか5登録する 

インターネット接続の設定を行った後、なのアドレスのページから登録してください。 

http://dynabook.com/tpmc/userj / 

はびきで登録する 

本製品に同捆されている登録はびさに必要事項を記入し、送付してください。 
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1 章- 2 巧めて電源を入れる 


マイク□ソフト社へのユーザ登録） 

Windows XP の場合、インターネットで登録をわ■います。 

Windows 吕000の場合は、同巧されているはびきまたはインターネットで登録でを 
ます。 

インターネットで登録する 

インターネットに接続するための設定を行った後、なのよラに登録します。 

• Windows XP の場合 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

② [名前]に [regwiz / r ] と入力し、 [0 K ] ボタンをク U ックする 

• Windows 2000の場合 

① [スタート]-[プ□グラム]-[アクセヴ U ]- [システムツール]-[はじめに]を 
ク U ックする 

② [今すぐ登録]をク U ックする 

はがきで登録する （Windows 2000) 

本製品に同捆されている登録はびさに必要事項を記入し、送付してください。 
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2 

電源を入れる/切る 

電源を入れて、パソコンびシステムを組み込むまでを、 

「パソコンの起動」といいます。 

本章では、2回目 L ソ降のパソコンの起動と 
電源を切って終了するち法について説明します。 

1 電源を入れる . 34 

2 電源を切る . 3已 

3 パソコンの使用を中断する . 38 

4 簡単に電源を切る 

/パソコンの使用を中断する . 42 






ここでは、 Windows のセットアップを終えた後、電源を入れる方法について説明しまず。 

周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を入れる 

Power の LED が緑色に点!口するまで、 

電源スイッチを押す 

パソコンの設定によっては、メッセージび表示 
されます。 



スタンバイ、休止状態を実行した場合は、電源を切る直前の状態び再現されます。 
■スタンバイ、休止状態。 r 本章3バソコンの使用を中断する」 


〇パスワードを設定している場合 


パスワードを設定している場合は、電源を入れると次のツセージが表示されます。 


Password 二 


設定したノてスワードを入力し、 lEnterl キーを巧してくださし、。 


而' 

メち 


スタンバイ、休止状態を実巧している場をは、電源を入れた直後に表示されます。 
パスワードの入カミスを3回繰り返した場含は、自動的に電源び切れます。 

腐^パスワードについて战「4章3パスワードセキュ U ティ」 


〇メッセージび表おされる場合 


不明なメッセージについては、「7章 2-2 -不明なメッセージび出た！」をご覧ください。 


め電源を入れる 
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Q 起動するドライブを密更する場を 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。 

起動するドライブを変更したい場合、次の方法で変更でをます。 

方法1-アイコンか5選択する） 

電源を入れたとさに表示される已種類のアイコンから、超動するドライブを還択でさま 
す。 

1 [FT 司 キーを巧しなが!5電源スイッチを巧す 

アイコンの下に遲択カーソルび表示されます。 



アイコンは左から、次の順に表示されます。 

HDD / CD - ROM ドライブ/ FDD / ネットワーク/ PC カード 

2 0キーまたは0キーで起動したいドライブを還択し、 [ i 亞 ia キ-を押す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 

(Q 方法2 -優先順位を変える) 

r ま芝 HW セットアップ」または「日 IOS セットアップ」で起動ドライブの優先順位を 
変更でさます。 

■ま芝 HW セットアップでの変更。「4章 1-0 S の起動」 

防 BIOS セットアップでの変更〇「4章 2-4 -⑥ BOOT PRIORITY 」 


















& 電源、を切る 


正しい手順で切らないとパソコンび故障したり、データび壊れる原因になりますので、 
必ず正しい手順で操作してください。 

Q 電源を切る前に 

♦必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消'失しまず。 

• 起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

• Disk 〇 LED や FDD / CD - ROM 己/思） LED び点巧中は、電源を切らないでくだ 
さい。保存されていないデータは消失します。 

〇 Windows XP の場を 

1[スタート]①-[終了オプション]⑨をクリックする 




0 Windows 2000の場台 

1[スタート]①-[シャットダウン]⑨をクリックする 


巧 

自 

ぷ）なまに） ► 

爲ヘルプ妙 

乃イルるを指定して実行■(段... 

因 

シャットダウン(ぶ 

la 顯 r お 

||袋巧::^ 1 

J 


36 



































2 二 J ボタンをクリックし①、[シャットダウン]を選択する② 



3 [0K] ボタンをクリックする 

Q 電源を切つたをは 

• 周辺機器の電源はパソコンの電源を切った後に切ってください。 

♦ディスプレイは静かに開じてください。強く開じると衝撃でパソコン本体び故障する 
場合びあります。 

♦パソコン本体や周辺機器の電源は、切った後、すぐに入れないでください。動作び不 
ま定になる場合びあります。 





















感パソコンの使用を中断する 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止が態にすると、バソ 
コンの使用を中断したとさの状態び保存されます。 

パソコンの使用を中断したとをのが態をメモ1」に保存するのが「スタンバイ」、八ード 
ディスクに保存するのび「休止が態」です。 

再び処理を行う（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、バソコンの使用 
を中断した時の状態び巧現されます。 

) -スタンバイ中や休止巧態では、バッテ1」や増設メモ1」の取 D 付け/取りはずしは行わないで 
Su ください。デ-夕の;'肖失や感電、故歐 )33 それびあ D ます。 

•スタンバイまたは休止;！犬態を利用しない場合は、データを保存し、アプ1」ケーシヨンをすべ 
て終了させてか5、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 

-スタンバイまたは休止状態を実行ずる前にデータを保をすることをおすすめしまず。 


® スタンバイ 

作業を中断したときの状態をメモ1」に保存する機能です。なに電源を入れると、状態を 
再現することびできます。 

電源を入れたとを、すばやく状態び再現されますび、休止状態にしたとをよりもバッテ 
U を消耗します。バッテ U を使いさったり、交換するとデータは消失しますので、スタ 
ンバイを実行する場合は、 AC アダプタを取り付けてお使いになることをおすすめしま 
す。 

スタンバイ実行中は、 Power の LED びオレンジ点滅になります。 


警告 

•パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場含、スタンバイを使用しないで、必ず電源 
を切ってください。スタンバイげ態のまま持ち込むと、パソコンの電波により、計器 
や医療機器に影響をちえる場含があります。 ^ 


で^を言、 

•スタンバイ中は、増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないでください。スタン 
パイ中は電源が入っていますので、増設メモリの取り付け/取りはずしを行うと、感 
電、故障のおそれがあります。 ^ 


〇 Windows XP の場を 

1[スタート]①-[終了オプション]⑨をクリックする 
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2 [スタンバイ]をクリックする 

スタンバイを実行して終了します。 



9 Windows 2000の場合 

1[スタート]①-[シャットダウン]⑨をクリックする 


僅 

W なまに） ► 

身ヘルプが 

3^ファイルるを；旨ミして実巧(段... 

回 

シャットダウン(ぶ 

細裁二'引 

j 袋な:: ^ 1 

J 


2二 J ボタンをクリックし①、[スタンバイ]を選択する② 



3 [0K] ボタンをクリックする 

スタンバイを実行して終了します。 






































休止が態 


作業を中断したとさの状態を八ードディスクにイ呆存します。次に電源を入れると、状態 
を再現することびでをます。 

購入時の設定では、バッテ U び消耗すると、ノくソコン本体は自動的に休止状態になりま 
す。休止状態び無効の場合にはそのまま電源び切れるため、作業中のデータびミ肖失する 
おそれびあります。パソコンをバッテ1」駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使用 
する場合は、休止状態の設定をすることをおすずめします。 

ご購入時は、休止状態は有効に設定されています。無効にした場合は、なの方法で有効に 
して < ださい。 

① P1B 

[スタート]-[コント□ールパネル]をクリック-[パフォーマンスとメンテナン 
ス]をクリック-[ま芝省電力]をクリックする 

[スタート]-嚴赶-[コント□-ルパネル]をクリック-[ま芝省電力]をダブ 
ルク1」ックする 

③[休止状態]タブで[休止状態をサポートする]をチェックする 
③ [0 ロボタンをク U ックする 
休止状態び有効になりまず。 


イ\ま意 •休止状態中は、増設メモ U の取0付け/取 D はずしを行ねないでぐださい。 

V _増設メモリの取り付け/取りはずしを行うと、感電、巧障のおそれびあります。 



〇 Windows XP の場を 

1[スタート]①-[終了オプション]⑨をクリックする 
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2 章- 3 パソコンの使用を中断する 


2 巧向田 キーを押しなび!5、[休止げ態]をクリックする 

臣丘 H キーを巧している間は、[スタンバイ]び[休止状態]にをわります。 
体止状態を実行して終了しまず。 



Disk 〇 LED び点灯中は、バッテリバックを取りはずさないでください。 

9 Windows 2000の場合 

1[スタート]①-[シャットダウン]⑨をクリックする 



2二 J ボタンをクリックし①、[休止げ態]を選択する② 



3 [0K] ボタンをクリックする 

イ木止状態を実行して終了します。 

Disk 〇 LED び点な中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 








































0 簡単に動旋切る/パソコンの f 就を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを巧したとをやディスプレイを開 
じたときに、電源を切る（電源オフ）、スタンバイ、または休止状態にすることびでを 
ます。 


休止状態にするとさは、あらかじめ設定び必要です。 

ご購入時は有効に設定されています。無効にした場合は、なの方法で有効にしてくだ 
さい。 

① C1B 

[スタート]-[コント□—ルパネル]をクリック-[パフオーマンスとメンテナン 
ス]をク U ック-[東芝省電力]をクリックする 

EH 

[スタート] - 嚴赶-[コント□—ルパネル]をクリック-[ま芝省電力]をダブ 
ルク U ックずる 

③[休止状態]タブで[休止状態をサポートする]をチェックする 
③ [0 ロボタンをク U ックする 
休止状態び有効になります。 

Q 電源スイッチを押す 

1電源スイッチを巧したときの動作を設定する 

① OB 

[スタート]-[コントロールパネル]をクリック-[パフオーマンスとメンテナンス]をク 
U ック-[ま芝省電力]をク U ックずる 

酬 g 

[スタート]-嚴赶-[コント□-ルパネル] をク U ック- [まち省電力]をダブルクリッ 
クずる 

② [電源設定]タブで利用する省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク U ックする 

③ [動作]タブの[電源ボタンを押したとき]で、表示されるメニューから実行したい動作 
を選択し、 [0 K ] ボタンをク U ックする 

■省電カ モー ドについて。「3章巳-已東芝省電カ ユーテイ U テイ」 

2電源スイッチを押す 

設定した動作び実行されます。 

Windows XP の場合、手順1の③で[入力をホめる]を選択したときは、[コンピユー 
夕の電源を切る] 画面び表示されます。 
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o ディスプレイを閉じる（パネルスイッチ機能) 


1ディスプレイを閉じたときの動作を設定する 

① 

[スタート]-[コントロールパネル]をクリック-[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
リック-[まち省電力]をク U ックする 

H 

[スタート]-巌赶-[コント□-ルパネル]をクリック-[まち省電力]をダブルクリッ 
クする 

② [電源設定]タブで利用する省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをクリックずる 

③ [動作]タブの[コンピュータを閉じたとを]で、表おされるメニューから実行したい動 
作を選がし、 [0 K ] ボタンをク U ックする 

省電カモードについて。「3章已-已東芝省電カユーティ U ティ」 

2ディスプレイを閉じる 

スタンバイまたは化止状態を実行して電源を切った場合、ディスプレイを再び開けると、自 
動的に電源び入り、ディスプレイを閉じる直前の状態を再現しまず。 
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3 

本化の機能 

本章では、本製品が備えている機能と、 

インタフェースへの周辺機器の接続について説明します。 

1各部の名称 . 46 

Z タッチパッド . 49 

3 キーボード . 已2 

4 サウンド . 60 

5 バッテリ . 61 

6 LAN 機能 . 73 

/ フ□ッピーディスクドライブ . 77 

8 ドライブ . 80 

9 PC 力ードス□ット . 87 

10 メモリの増設 . 91 

11イン タフ！ー スへの接続 . 94 













をる部の名祿 


ここでは、各部の名称と機能を簡単に説明します。ち部についての詳しい説明は、それ 
ぞれに関連する章で行います。周辺機器を取り付ける場所については、「本章]1イン 
タフ エースへの 接続」で説明します。 


ディスプレイ 開閉 ラッチ 



通風孔- 

パソコン本体内部に 
フアンびあり、熱を 
内部から外部に逃び 
ずための吹を出し □ 

です。 

团固 PC 力ードス□ツトー 

防「本章9 PC 力ードス□ット」 


ィスプレイ 

表示装置です。1 400 X 1 〇已〇ドットまたは 
1024 X 768 ドットのカラー液晶ディスプレイ 
です。ご購入のモデルによって異なります。 

^3電源 スイッチ 
-ボード 

r 本章3キーボー问 

^システムインジケータ 

スピーカ 

フ□ッピーディスクドライブ 

* フロッピーディスクドライブ内蔵 
モデルのみ 

r 本章7フ□ッピーディスク 
ドライブ」 

スピーカ 


(〇システムインジケータ） 

それぞれは、なの状態を示します。 


=•2 

DC IN LED 

電源コードの接続 ri 章 1 -3 電源に関する表示」 


Power LED 

電源の状態 ri 章 1 -3 電源に関する表示」 

口 

Battery LED 

バッテ1」の状態 

体章已 - 1バッテ1」充電量を確認する」 

e 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

巳/ ③ 

FDD / CD-ROM LED 

フ□ッピーディスクドライブかドライブにアクセス 
してし、る 
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ワイヤレスコ 5 ユニケーシヨンスイッチ 

* 無線 LAN 巧蔵モデルのみ 

無線通信機能のオン/オフを切り替えます。 

r 本章目-2ケーブルを使わない LAN 接続（無線 LAN ) 」 


〇 






巧 

叫 

□ 

C 

J 1 
) , 

( 

) 


卜"ホが線ポート 

赤外線ポートを使って、 l 「 DA ち式の赤外線ポートを 
持つ他の機器と通信び行えまず。 

ホが線通信を行ラ機器は、同じ通信用アプ U ケー 
シヨンを使用してください。 


—ワイヤレスコ S ユニケーシヨン LED 

* 無線 LAN 内蔵モデルのみ 


無線通信機能の使用状況を表しまず。 

「本章巨-2ケーフルを使わない LAN 接続（無線 LAN ) 」 


^ ボリュームダイヤル 

へッドホンやスピーカの音量を調節します。 

音量を大きくしたいときは奥に、ルさくしたいときは手前に回します。 
ts " 「本章4サウンド」 

\ _ / 













































バッテ U パックを充電すると、バッテ U 腿動 （ AC アダプタを 
接続しないが態）で使用でさます。 

防「本章日バッテ1」」 



電源つード」 

(国内専用、海外用は別売り） 
電源コンセントか 5 AC アダプタに 
電源を供給するケーブルです。 



本体に電源を供給しまず。 



モジュラーケープル 

* モデム内蔵モデルのみ 

電話回線と内蔵モデムを接続するケーブルです。 
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•©タッチパッド 


Windows 画面上に表おされる矢印 （ k ) を「ポインタ」といいます。タッチパッドと 
左ボタン/ちボタンを使って、ポインタを操作します。 



タッチバッドに指を置き、上下左ちに動かすと、ポインタび指の動をにあわせて移動し 
ます。 


クリック 

タッチバッドでポインタを合わせて、左ボタンまたはちボ 
タンを1回巧します。 

ダブルクリック 

タッチバッドでポインタを合わせて、左ボタンをすばやく 
2回続けて巧します。 

ドラッグアンド 
ド□ップ 

左ボタンを巧したまま、タッチパッドでポインタを移動し 
ます（ドラッグ）。 

ドラッグの操作の最後に、目的の場所でボタンから指を離 
します（ド□ップ）。 


0タッピング 

タッチバッドを指で軽くたたくことをタッピングといいます。 

タッピング機能を使うと、左ボタンを使わなくてち、次のような基本的な操作びでをまず。 


クリック 

タッチパッドを]回軽くたたきます。 

ダブルクリック 

タッチ)又、ソ ドを2回軽くたたきます。 

ドラッグアンド 
ド□ップ 

タッチバッドを続けて2回たたさ、2回目はタッチパッド 
から指を離さずに目的の位置まで移動し、おを離しまず。 

スク□ール 

タッチパッドのち端におを合わせて上下に動かします（上 
下スク □ ール）。 

タッチバッドの下端におを合わせて左ちに動かします（左 
ちスク□ール）。 


タッチバッドや左ボタン/ちボタンは[マウスのプ□パティ]で設定を変更でをます。 
























Q タッチパッドオン/オフ機能 

タッチパッドの機能を無効にすることで、キーボード入力時などに誤ってタッチパッド 
操作することを防止でさます。 

方法1 - En | + [ F 91 キーを巧す) 

1 [F?ii+rFgi キーを 巧す 

タッチパッドからの入力び一時的に無効になります。 

解除するには、をう]度臣团+臣哥キーを巧します。 

- 正团+正里キーでタッチバッドの操作を有効にした場合、タッチバッドの操作中に力ーソル 
f メ E の動きび不安定になることびありまず。そのような場合は、1度タッチバッドか5手を離し 

てください。しば5くずると、正南に操作できるよ5になります。 


( Q 方法2-マウス①プ□パティで設定する） 

1タスクバーの [Touch Pad ] (白）アイコンをダブルクリックする 

[マウスのプ□パティ]は、[コント□-ルパネル]の[マウス]からを表ホできます。 

2 [タッチパッド ON / OF 円タブで[無効]をチェックし、にのボタンをク 
リックする 



タッチパッドのち効/無効は、日 IOS セットアップからも設定できます。 

^ 日 IOS セットアップからの設定「4章 2-4 -Internal Pointin 呂 Device 」 
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Q タッチパッドと PS/2 マウスを巧う 

システム起動時に PS /2 マウスび接続されている場合は、 PS /2 マウスだけび使用でさ 
ます（内部/外部を自動還択)。タッチパッドと PS /2 マウスを同時使用する場合は、 
次の操作を行ってください。 

1 

[スタート]-[コント□ールパネル]をクリック-[プリンタとその他の 
八ードウェア]をクリック-[まち HW セットアップ]をクリックする 

raw 

[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリック-[東ち HW セッ 
トアップ]をダブルクリックする 

2 [ポインティング装置]タブで[内部/外部を同時使用]をチェックし、 
[0K] ボタンをクリックする 

同時使用は、 BIOS セットアップからを設定でさます。 

防 BIOS セットアップからの設定り「4章 2-4 - Pointing Devices 」 










をキーボード 


キーボードの使いかたはソフトウエアによって違ってをますび、ここでは基本的な使い 
かたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


Caps Lock 
(キヤプス□ツク ) LED 

文字入力の大文字□ック状態を示ず 


Esc (エスケープ)キ 

操作を取り消ずとさに使ラ 

半/全<漢字>キー 


フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行する 
ときなどに使う 


Tab (タスキ 


Caps Lock 

(キヤプス□ック煤数キー 



Shift (シフト)キー 

アルファべッ 卜の大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力ずる 
とさに便つ 

Fn (エフエヌ) キー 

オーバレイキーを使用するとさや 
ファンク ショ ンキーとの組み合わせに 
より、特殊機能を実行するときに使う 

Ctrl (コント〇— J レ)キ- 


Fn 

'• 

丫 '， 

Ctrl 

か 



1 - 


1 - 



他のキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとさに使う 

Win (ウインドウズ)キ- 


Windows のスタートメニューを表示ずる 
とさや他のキーと組み合わせて、ショート 
カツトとして便ラ 


Alt (オルト)キー 

他のキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとを 
に使ラ 

Space (スぺース)キ- 

空白文字を入力するとをや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するとさに便つ 


52 















































































































































































































































































— Arrow Mode (ア□—モード) LED 

文字入力のア□一状態を示す 

— Numeric Mode (ニユーメリックモード) LED 

文字入力の数字□ック状態を示す 

广 PrtSc (プリントスクリーン） 

く SysRq (システム U クエスト)>キー 


— Pause (ポーズ)< Break (ブレーク) > キー 



— Ins (ィンヴート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書さに 
切り替えるとさなどに使う 



Del (デリート)キー 

文字を削除するとさなどに使ラ 



一 Ctrl (コント □ —ル)キー 


Backspace 
(バックスぺース)キー 

Enter (エンター)キー 

作業を実行するときなどに使ラ 


才一 } くレイキー 


Shift (シフト)キー 


矢印キー 

カーソル移動などに使ラ 
また、 Fn (エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するとさに使ラ 


—アプ IJ ケーシヨンキー 

コント□ールボタンのちボタンやマウスのちボタンを 
巧すことと同じ動作を行いたいとさに使う 


— Alt (オルト）キー 
I — カタカナ/ひ5がなく □-マ字 > キー 
—変換キー 


* 1ご購入のモデルによっては印字されておりません。 
また、印字されているモデルでを機能はサポートして 
おりません。 






































































































































































































































































































































































o 文字キー 

文字キーは、文字や記号を入力するとさに使います。 

文字キーに印刷されている2〜日種類の文字や記号は、キーボードの文字入力の状態に 
よって変わります。 

防かな入力について〇 r 本節-日本語入カシステム （ MS - IME )」 

ア□一状態、数字□ック状態について。「本節- [ Fr 可キーを使った特殊機能キー」 


■左上- 

回山がキーを押しなびら押す 
と、記号やアルファベットの 
大文字び入力でさます。 


■左下- 

他のキーは使わず、その 
まま押すと、数字やアル 
ファべットのル文字び入 
力でさます。 

大文字□ック状態にす 
ると、大文字を入力で 
さます。 



■ち上 

かな入力びでさる状態で 
度 M 白キーを押しなびら押 
すと、記号、ひらびなの 
促音（ルさい「つ」）、技]音 
(ルさい「や、ゆ、よ」） 
び入力でをます。 

■ち下 

かな入力びでさる状態で押 
すと、ひらびなや記号び入 
力でさます。 


■前面左- 

ア□一 状態のとをに押すと、 
カーソル 制御 キーと して使え 
ます。 


^■前面ち 

数字□ック状態のとをに押すと、 
テンキーとして使えます。 
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3 章- 3 キーボード 


OLFnI キーを巧った特巧機能キー 


キー 

内容 

1 Fn 1+1 Esc 1 
<スピーカの 5 ュート〉 

内蔵スピーカやヘッドホンの音量を S ユート（消音）に 
します。元に戻すとさは、ちう]度圧团 +[1 ミ 巧 キーを巧 
します。 

圆+四 

〈インスタントセキュ U ティ機自目〉 

画面ち上 L カギアイコンか表术された後、画面表术か才 
フになります。 

パスワードによる保護を設定（[画面のプ□パ了ィ]の 
[スク U —ンセーバー]タブで、[パスワードによる保護] 
または[再開時にようこそ画面に戻る]をチェック）し 
ておくと、セキユ U ティを強化できまず。解除するには、 
なの操作を行ってくださし、。 

のち而而キーやで而キーを巧す、またはタッチパッド 
を操作する 

② ユーヴび複数の場合はユーザ名をク U ックする 

③ パスワード入力画面に Windows の□グオンバス 
ワードを入力し、 1 Enter 1 キーを巧す 

ノ（スワードによる保護を設をしてしなし、場合は 」 Shift 1 キー 
や 1 Ctrl 1 キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると解 
除でさます。 

圆+國 

〈省電カモードの設定〉 

| Fn |+| F 2 1 キーを押すと、設定されている「ま芝省電力 
ユーティリティ」の省電カモードび反転表示されます。 
巧。 キーを押したまま 、 [F 巧 キーを押すたびに省電カモー 
ドび切り替わります。 

圆+岡 

<スタンバイの実行〉 

曲 +| F 3| キーを巧し、表术される画面で[はい]ボタン 
をク U ックするとスタンバイび実行されます。 （ *1 ) 

圆+圆 

〈休止状態の実行〉 

[fOj+l F 41 キーを巧し、表术される画面で[はい]ボタン 
をク1」ックすると休止状態び実行されます。ぃ 

圆 + 岡 

〈表示装置の切り替え〉 

表示装置を切り替えます。 

^詳細について 

〇「本章] 1- CRT ディスプレイやテレビの接続」 

rFrn+lF6| 

くディスプレイの輝度を下げる〉 

^キーを押したまま、 尼 固キーを押すたびに内部あ晶 
ディスプレイの輝度び]段階ずつ下がります。 

表示されるのアイコンで輝度の状態を確認できます。 

圆 +IF7I 

〈ディスプレイの輝度を上げる〉 

Fn 1 キーを押したまま、 1 F 7 1 キーを押すたびに内部液晶 
ディスプレイの輝度び]段階ずつ上がります。 

表示されるのアイコンで輝度の状態を確認できます。 



巧 


























































キー 

内容 

巧 n + iF 9 i 

〈タッチバッドオン/オフ機能〉 

Fn |+| F 9 1 キーを巧すと、タッチバッドからの入力を無効 
にでをます。 

解除するには、ちう1度 fFrn + rmi キーを巧します。 

正因 +1 F 10 I (ア□一状態） 
〈オーバレイ機能〉 

オーバレイキーをキー前面左側に灰色で印刷されたとおり 
にカーソル制御キーとして使用でさまず。 

ア□一状態を解除する1しは、ちつ1度岡 + FTO 1 キー 
を巧します。 

Fn 1+1 F 1 1 1( 数字□ック状態） 
〈オーバレイ機能〉 

オーバレイキー前面ち側に映色で印刷された、数字など 
の文字を入力でをます。 

数字□ック状態を解除するには、をう1度 匠 3 +fTTl 
キーを押します。 

アプリケーション （Microsoft Excel など）によつては 
機能び異なる場合びあります。 

圆 +1 F 1 吕 

(スク□ール□ック状態） 

一部のアプ U ケーションで m 田 [ B 巨] キーを画面スク 
□ールとして使用でさます。 

□ック状態をお除するには、ちう]度圧团+ 圧 I 哥キーを 
巧します。 

圆+田 

(PgUp (ページアップ)〉 

Fn 1 キーを押したまま、 m キーを巧すと、前のページに 
移動でさます。 

圆+の 

(PgDn (ページダウン)〉 

IT 可キーを押したまま、 E キーを巧すと、次のページに 
移動でさまず。 

圆 + 回 

く Home (ホーム)> 

^キーを押したまま、[ヨキーを巧すと、カーソルび行 
または文書の最初に移動します。 

圆旧 

(End (エンド)〉 

Fn 1 キーを押したまま、 B ] キーを巧すと、カーソルび行 
または文書の最後に移動します。 

*1 表术される画面で[今後 

このメッセージを表示しない]をチェックすると、次回 


LU 降メ ツセー ジ画面は表示されません。 
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3 章- 3 キーボード 


〇 I かキーを巧ったシヨートカツトキー 


r タタ1キーと他のキーとの組み合わせにより、次のよラにショートカツトとして使用でさ 
ます。 

キー 操作 


巧 

+ 回 

[ファイル名を指定して実;了]画面を表术する 

歯 + 圆 

すべてを最小化する 

Shift 1+1 タタ1+ 圆 

ずべての最小化を元に戻す 

歯 個 

『 Windows のヘルプ』を起動する 

巧 

+ 回 

[マイコンピュータ]画面を表术する 

歯+ 回 

ファイルまたはフォルダを検索する 

に tri 1+1々1+回 

他のコンピュータを検索する 

か 1+1 Tab 1 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

か+1日旧 ak 

[システムのプ□パティ]画面を表示する 


(J 特巧機能キー 


キー 内容 


に trI 1+1 Shift 1+ めタカナひらびな 1 

カナ□ック状態になります。この状態で文字キーを 
巧すと、キートップち下に印刷されたひらびなを、 
カタカナで入力でさます（*1)。 


1 Shift 1+1 Caps L 日 ck 英数 1 

大文字□ック状態になります。この状態で文字キー 
を巧すと、キートップ左上に印刷された英字などの 
文字を、大文字で入力でをます（*1)。 

Ctrl l+l Alt l+l Del 

[ Windows のタスクマネージャ]幽回び表示されます。 

[ Windows のセキユリ： r ィ]画面が表 tjx されます。 

1 PrtSc 

現在表示中の全体画面をク1」ップボードにコピーし 
ます。 

lAltl+lPrtSc 

現在実 b 中のアク了ィブな画面をク U ップボード1し 
コピーします。 


*] カナ□ックや大文字□ック巧態を稱除するには、ちう]度同じキー操作をします。 
□ック状態の優先度は、カナ□ック状態 > 大文字□ック状態でず。 
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本体の機能 







































































Q 日本語人カシステム （ MS - IM 口 

日本語入カシステムとは、日本語を入力するためのソフトウエアです。 
本製品には、日本語入カシステム MS - IME び標準装備されています。 
MS - IME のバージヨンはお使いになるモデルによって異なります。 


MS - IME 2002 : Windows XP モデル、ずべてのシステムの Office 搭載モデル 
MS - IME 2000 : Windows 2000モデル 

起動したとさは、英数字の入力びでさるようになっています。 半/全 I キーを巧ずと日 
本語を入力でさるようになります。 

MS-IME 2002の場合 


言語バーは次のようになります。 



A 

お夕 9 

岛 

CAPS - 

KAMA ▼ 


一； W あ投夕 9 岛； 


* 画面は Windows 吕〇00の場合です。 


MS-IME 2000の場合 



(0 入カモード J 

□ーマ字入力び既定値になっています。 

□ーマ字入力とかな入力は胃+ 巧歹カナひらびな I キーで切り替えられます。 

この場合、パソコンを再起動すると□ーマ字入力に戻ります。 

南に同じ入カモードで使用する場合は、なのち法で設定します。 

MS-IME 吕〇02の場合 

① 言語バーの[ツール]アイコン（妥）または[入力ち式]アイコン（が）を 
ク U ックし、表示されたメニューから[プ□バティ]をク U ックする 

② [全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]の設定をする 

MS-IME 2000の場合 

① ツール八'—の[プ□パティ]アイコン（呈1 ) をク U ックする 

② [全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]の設定をする 

( Q 漢字変換) 

入力した文字を漢字変換するには、 IS 口 acel キーを巧します。 

目的の漢字ではない場合は、もラ1度 ISpacel キーを巧して、他の漢字を表示します。 
さらに ISpacel キーを巧すと、候補の一覧び表示されます。 
mm キーで選択し、 同巧品] キーを巧します。 


班 



































































3 章- 3 キーボード 


(〇 ヘルプの起動方ミ咬 

MS-IME 2002 の場合 

① 言語バーの[ヘルプ]アイコン（回）をク U ックずる 

② [ Micrasoft ( R ) IME スタンダード200 2]- [目;欠とキーワード]をク U ックする 

MS-IME 2000 の場合 


①ツールバーの[ヘルプ]アイコン （«_) をク U ックする 
③[目次とキーワード]をク1」ックする 












©サウンド 


本製品はヴウンド機能を搭載し、スピーカを内蔵しています。 

スピーカの音量の調整ち法について説明します。 

標準で音声、ヴウンド関係のアプ1」ケーションがインス I -ールされています。 

ヴウンド機能は Micros 日 ft Windows Sound System 、 および Sound Blaster Pro 
に適合しています。サウンドに関する設定については、あわせて 『 Windows のヘルプ』 
や『ボ U ュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 

•使用するアプ U ケーションによっては、外部マイクとスピーカで八ウ U ングを起こし、高く 
^><ち 大きな音び発生することがあ0ます。この場合は、次のよラにしてください。 

-本製品のボ I 」ュームダイヤルで音量を調整する 
-使用しているアプリケーションソフトの設定を変える 
-が部マイクをスピーカか5離す 


Q ボリュームダイヤルで調壁する 

本体左側面のボ U ュームダイヤ J レで調整します。 

音量を大きくしたいときには奥に、ルさくしたいときには手前に回します。 
ボ1」ュームダイヤル。「本章1各部の名称」 


Q ボリュームコント□ールで調壁する 

1 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメン 
卜]-[ボリュームコント□-ル]をクリックする 



[スタート]-[プ□グラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメント]-[ボ 
リュームコント□ール]をクリックする 

ボ U ュームコント□-ルび起動します。 



* 画面は Windows 2日00の場合です。 

2それぞれのつまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェックすると消音となり 
まず。 
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詳しくは、『ボ U ュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 























をバツテリ 


パソコン本体には、バッテ1」パックび取り付け5れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさ 
ます。バッテ U 駆動で使う場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してバッテ U の充電 
を完了（フル充電）させます。または、フル充電したバッテ U パックを取り付けます。 

ご購入時は、バッテ U はフル充電されていませんので、本製品を巧めてお使いになると 
さは、バッテ U を充電してからお使いください。 

バッテ U 駆動でお使いになる前に、『まむしてお使いいただくために』をよくお読みにな 
り、必ず指示をお守りくださし、。 

『まむしてお使いいただくためにバッテ U パックの取り扱いについて』 


を険 


バッテリパックは、必ず本製品に付属の製品を使用してください。また、寿命などで^ 
交換する場含は、東芝純正パッテリ （TOSH 旧 A バッテリパック： PABASOll) を 
お買いホめください。指定外の製品は、電圧や端子の極性び異なっていることがあ 
るため発煙、乂災のおそれがあります。 

户八警告 •別売りのバッテリパックをお買い上げ後、巧めて使用する場含にサビ、異臭、発熱な' 
どの異常と思われるときは使用しないでください。 

_お買いずめの販売店または、お近くの保守サ^ビスに点検を依頼してください。 

( /\注意 •バッテリパックの巧電温度範囲巧 （10 〜30で）で巧電してください。 ' 

充電温度節囲内で巧電しないと、液もれや発熱、性能や寿命が低下するおそれがあり 
ます。 

バッテリ駆動で使用しているときは、バッテリの残量に十分注意してください。バッ 
テリ（パ’ッテリパック、時計用バッテリ）を使いきってしまラと、スタンバイが効か 
なくなり、電源が切れて、メモリに記憶されていた巧容はすべて消えます。また、時 
刻や日付に誤差が生じます。このような場含は、一度全バッテリを充電するために、 
AC アダプタを接続して巧電してください。 

バッテリパックの取り付け/取りはずしをする場含は、必ず電源を切り、電源コード 
のプラグを抜いてか6作業を行ってください。スタンパイを実行している場合は、 

バッテリパックの取りはずしをしないでください。データび消失します。 

電極に手を触れないでください。故障の原因になります。 
























Q バッテリ巧■量をお認する 

バッテ1」駆動で使う場合、バッテ U 充電量をお認しておかないと使用中にバッテ U の 
充電量び減少し、途中で作業を中断したり、あわてて AC アダプタを接続することにな 
0ます。 

バッテ U 充電量をお認ずるには、次の方法びあります。 

〇 Battery □ LED で確認する 

なのシステムインジケータの図で矢印の付いているちのび、バッテ1」の状態を示す 
Battery CD LED です。 



=•2 ( 1 ) □ a 日 /® 

Battery CD LED は次の状態を示しています。 


緑 

充電完了 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消な 

-バッテ U び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ U 異萬 


〇アイコンで巧認する 

タスクバーの[省電力]アイコン [3 の上にポインタを置くと、バッテ U 充電量び表示 
されます。 


♦ AC アダプタを接続している場合 ♦ バッテ U 駆動で使用している場合 


。ルバワー巧り: lOOX AC を源オン I 

マ.イ 7 TWUZ 



P -マル巧 り： 100 XX B 調糾分 I 

《 画面は Windows 2 日日日の 場含です。 


このとさバッテリ充電量！;(外にち、現在使用している省電カモード名や、使用している 
電源の種類が表示されます。バッテ U 駆動で使用している場合には、バッテリ動作予想 
時間ち表示されます。 


•タスクバーに表示される[省電力]アイコンの絵は現在使用されている省電カモードにより 
メ亡 変わります。 

•「東芝省電カユーティリティ」の[電源設定]タブの設定によっては、タスクバーに[省電 
力]アイコンび表示されません。表示させたいときは、[電源設定]タブで[タスクバーに省 
電カモードの状態を表示する]をチェックしてください。 
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3 章-已バッテリ 


• 1ヶ月政上の長期間にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動 
So を柿ない場含には、パッテリ充電量びかしずつ減かします。このような状態でバッテリ充 
電量び減少、したときは、 Battery じコ LED やアイコンで充電量の減少び示されないことび 
あります。 ] ヶ月に]度は再充電することをおすすめします。 

再充電の方法について吃「本節4-バッテリを長持ちさせるには」 

Q バッテリ巧電量び減少したとを 

電源び入っている状態でバッテ U 充電量の減少び進むと、なのよラに警告します。 

• Battery Q LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の減少をおしています） 
♦警告音（ビープ音）び鳴る 

この場合はただちに AC アダプタを接続し、電源を供給してください。 

•長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音でも Battery 
ST CZILE □でち放電しきったことを巧ることはできません。長時間使用しなかったとさは、 

充電してか5使用してください。 

@バッテリを巧電する 


ここでは、充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

Q 巧電方法 

1パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセント 
に差し込む 

DCIN LED び緑色に点なして Battery CH LED びオレンジ色に点なすると、充電び 

開始されまず。 

) ':ソ コン 本体に A 巳アダプタを接続すると、電源の ON / OFF にかかわらず充電されます。 
電源の接続。 ri 章]-1電源に接続する」 

2 Battery □ l_ED び緑色になるまで通電する 

バッテリの充電中は Battery にコ LED びオレンジ色に点なします。 

DC IN *2 LED び消なしている場合は、電源び供給されていません。 A 巳アダプタ、電源 
コードの接続をお認してください。 

0®^ Battery G LED について。「本節]バッテ U 充電量を確認する」 











Q 巧電時間 

充電時間の目まは次のとおりです。 

バッテ U パックび3000 mAh の場合 


状態 

充電時間 

電源 ON 時 

約 3.4 〜7.已時間 

電源 OF 刊寺 

約 2.5 時間 


バッテ U パックび4已〇 Om Ah の場合 


状態 

充電時間 

電源 ON 時 

約4.目〜]1.2時間 

電源 OF 円寺 

約 2.8 時間 


(ま）周囲の温度びおいとさ、周辺機器を取り付けている場合など、パソコンの使用状況によってこ 
の時間よりち長くかかることびあります。 

Q 使用でをる時間 

バッテ1」での使用時間は、ノ（ソコン本体の使用環境によって異なります。 

なの時間は目まにしてください。 

• 充電完了の状態で使用した場合 


測定法 

バッテリパック 

駆動時間 

JEtA 測定法1 .0 

SOOOmAh 

約] .9 時間 

4已日日 mAh 

約 2.9 時間 


(〇 使っていないときの充電保持時間） 

パソコン本体を使用しないで放置していてを、バッテ U 充電量は少しずつ減少します。 

1ヶ月];^上の長期間にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用した場合で 
を、バッテリ充電量は少しずつ減少します。いずれの場合を放置環境などに左ちされま 
すので、な持時間は、目まにしてください。 

• フル巧電した状態で電源を切った場合 


バソコン本体の状態 

バッテリバック 

保持時間 

スタンバイ 

3000 mAh 

約2曰間 

4已〇日 mAh 

約3曰間 

電源切断（シャツトダウン） 
休止状態 

3000 mAh 

約3週間 

4已日日 mAh 

約]ヶ月間 


1 ^) ■スタンバイを実行したとさは、放電しさるまでの時間び短いため、バッテ IJ 駆動時は休止巧 
<メ^ 態にすることをおすすめしまず。 
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3 章-已バッテリ 


■バッテ U パックの取り付け/取りはずしのとをには、必ず電源を切0、電源コードのプラグ 
お願い を抜いてか5作業を行ってください。 

〇取りはずし/取り付け 

1 データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 

4バッテリラッチを横に巧し①、バッテリ 
力 A ’一 をスライドさせる② 



〇時計用バッテリ 


本製品には、取りはずしびでさるバッテ1」パックの他に、内蔵時計を動かすための時計 
用バッテ1」び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続しているとさに行われまず。普通に使用 
しているときは、あまり意識して行う必要はありません。ただし、あまり充電されてい 
ない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセー 
ジび出ます。 

充電完了までの時間は次のとおりですび、実際には充電完了まで待たなくてち使用でを 
ます。また、充電状態を巧ることはでさません。 



状態 

時計用バッテリ 

電源日 N ( P 日 wer ( I ) LED び緑色に点口） 

約8時間しソ上 

電源日 FF (Power LED が消灯） 

充電しない 


本体の機能 


る 

換 

交 

を 

ク 

ジ 


テ 

ジ 
















5 


バッテリカバーごと、バッテリパックを 
取り出す 



6 


バッテリカバーか 5 バッテリパックを取 
0出す 

バッテ U カバーのツメを左もに広げ①、バッテ U 
パックを取りはずします②。 



7 


交換するバッテリパックをバッテリカ 
バーに 取り付ける 

新しし、あるいは充電したバッテ U パックをを意 
して取り付けてください。 



8パッテリラッチが手前にずれていることを確認し、バッテリパックを〕ネク 
夕の位置に合わせ①、静かに差し込む② 
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3 章-己バッテ U 


パソコン本体の電源を切る 

パソコン本体か5 AC アダプタをはずし、パソコンの電源を入れる 

電源び入らない場合は手順4へ進んでください。 

已分程度バッテリ駆動を行う 

この間 、 Battery a LED び点滅するか、充電量びかなくなったなどの警告び表おされた 
場合は、すみやかに A 巳アダプタを接続し、手順4へ進みます。 
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@パッテリを節約する 

バッテ U を充電して、または充電したバッテ U パックを交換して、バッテ U 駆動 (AC 
アダプタを接続しないが態）で使ラことがでさます。 

バッテ U 駆動で長時間使用するには、次の方法びあります。 

♦バッテ U の充電を完了（フル充電）する 

♦バッテ U 駆動で使用したをは、 バッテリ を充電しておく 

♦スタンバイ、休止状態を活用し、こまめに電源を切る 

スタンバイや休止状態とは、電源を切った後、次に電源を入れると、直前の状態を再 
現することびできる機能でず。 

■スタンバイ、休止状態。「2章3パソコンの使用を中断する」 

♦パネルスイッチ機能をま用し、入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 

■パネルスイッチ機能。「2章4簡単に電源を切る/バソコンの使用を中がする」 
♦省電力機能を設定する 

省電力設定。「本節已ま芝省電カユーティ U ティ」 

Q バッテリを長持ちをせるには 

バッテ U を長持ちさせるには、いくつかのち法びあります。 

• AC アダプタをコンセントに接続したままで、パソコンを8時間じ(上ご使用にならな 
い場合は、 AC アダプタをコンセントからはずしてください。 

• 1ヶ月じ(上の長期間バッテ1」を使わないとさは、パソコン本体からバッテ U パックを 
はずして、風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• 1ヶ月に]度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンをお使いください。 
その際には、バソコンをお使いになる前に、次の手順で再充電してください。 
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本体の機能 









4 パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードをコンセントにつなぐ 

DC IN ^ LED が緑色に点灯して目 a け ery C コ LED がオレンジ色に点灯ずると、充電が開 
始されます。 

5 Battery □ l_ED が緑色になるまで充電する 

バッテ U 充電中は Battery C コ LED びオレンジ色に点巧しまず。 

DC IN *2 LED び消'巧している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、電 
源コードの接続をお認してください。 

® まち省電カユーテイリテイ 

使用目的や環境に合わせて省電力設定を行ラことによって、バソコン本体のバッテ1」消 
費電力を抑え、より長い時間お使いいただけます。 

Q 起動方法 

1 EUB 

[スタート]-[コント□-ルパネル]をクリック-[パフォーマンスとメン 
テナンス]をクリック-[東芝省電力]をクリックする 

m 

[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリック-[ま芝省電力] 
をダブルクリックする 

「まち省電カユーテイ U テイ」び起動します。 

タスクバーの[省電力]アイコン ( Q ) をダブルク U ックしてを起動できます。 



* 画面は Windows XP の場合です 
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3 章-已バッテ U 


( P 省電カモードの作成） 

1新しく作成する省電カモードのもとになる省電カモードをクリックする 

2 [コピ ー] ボタンをクリックする 

[〜のコピー]といラ省電カモードびでをます。 

6 その省電カモードの名前を変更する 
4必要に応じて省電力の設定を変更する 


货 


Q [電源設定]タブ 

使用目的や使用環境（モバイル、会社、家など）に合わせて、省電カモードを設定した 
り、複数の省電カモードを作成でさまず。環境び変化したとさに省電カモードを切り曽 
えるだけで、簡単にパソコンの電源設定を変更することびでさ、快適にご使用いただけ 
ます。 

また、現在の電源やノ（ッテ U 残量などの詳細情報ち表示します。 

(9 [電源に接続][バッテリを使用中]^ 

設定可能な省電カモードの一覧び表示されますので、ご使用になりたい省電カモードに 
設定します。[電源に接続][バッテ1」を使用中]は AC アダプタ接続/バッテリ駆動で 
の使用によって、自動的に切り替わります。 

ご購入時にはあらかじめ;欠の省電カモードびあります。 

これらの省電カモードは、電源の供給状態によって、設定でさるモードびあらかじめミ夫 
められています。 

また、すべての省電カモードを、使用環境やげ態に合わせて詳細設定したり、コピー、 
名前の変更などび行えます。また、新しい省電カモードを作成することもできます。 

省電カモードの詳細設定。「本項省電カモードの詳細設定」 


フルバワー 

最高性能で動作します。消'費電力び一番大をいモードです。 

ご購入時の初期状態では、[電源に接続] ( AC アダプタを 
使用するとを）びこのモードに設定されています。 

□ングライフ 

消費電力を優先して省電力制御を行います。 

ノー 7 ル 

性能と消'費電力を両立して省電力制御を行います。ご購入時 
の初期状態では、[バッテ U を使用中](バッテ U 駆動で使 
用するとを）びこのモードに設定されていまず。 

ノ、イノの一 

性能を優先して省電力制御を行います。 

□VD 再生 

性能と消費電力を両立して DVD の再生などに適した省電力 
制御を行います。 

プレゼン テーシヨ ン 

性能と消費電力を両立してプレゼンテーション用ソフトなど 
の使胤こ適した省電力制御を行しなす。 




















( o 省電カモードの削 

ご購入時に搭載されている省電カモードを削除することはでさません。 

1削除する省電カモードをクリックする 
2梢 ij 除]ボタンをクリックする 

[元に戻ず]ボタンをク U ックすると直前に行った削除をキャンセルすることびでさますび、 
[0 K ] ボタンをク U ックした後には元に戻すことはでをません。 

( Q タスクバーに省電カモードのが態を表示する） 

[タスクバーに省電カモードの状態を表示する]をチェックすると現在の省電カモード 
を示す[省電力]アイコン （[で） びタスクバーに表示されます。ここのチェックをは 
ずすとアイコンは表示されません。 

[省電力]アイコンをダブルク1」ックすると、 r 東芝省電カユーティ U ティ」を起動する 
ことびでをます。 


(〇 タスクバーに CPU 周波数の状態を表示する） 

モバイルインテル® Pentium ® 4プ□セツヴモデルのみ表示されます。 

[タスクバーに Intel 旧 ） SpeedStep ( TM ) Technolo 邑 y の状態を表示する]を 
チェックすると現在の CPU 周波数の状態を示すアイコンびタスクパーに表示されます。 
CPU 周波数アイコンをク U ックして表おされるメニューか5、 CPU 周波数を変更でき 
ます。 

Q [休止が態]タブ 

休止状態を使用するかしないかの設定を行います。 

使用する場合には、[休止状態をサポートする]をチェックします。 

■休止状態び有効（[東芝省電力]-[休止状態]タブの[休止状態をサポートする]びチェッ 
So クされている）の場合は、動作中にバッテ1」充電量び減少すると、休止状態を実行して電源 

を切0ます。休止状態び無効の場合、スタンバイを実行して電源び切れますので、休止状態 
を有効にしておくことをおすすめします。 
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3 章-已バッテ U 


〇省電カモードの詳細設定 


省電カモードに関する詳細設定を行います。 

Co 起動方法） 

1[電源設定]タブで利用したい省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク 
リックする 

次の画面び表示されます。 


フル/の一のプ im テイ 


をお I ちま力 I 拓 I 巧 I アラーム I 


が顆萬資堅藻徽靜経堀菊^顯！を抽 


Q E 


アイエぶま*恥 


を前姐）|フルバつ一 


ち巧日 B 弓 泌がX年々巧め但〇饥1:00 
フルバワーの!兄 B 月屯） 


Aqf 巧に巧巧してほ用する陪にェ/ビュ-夕のせ能を最语先してほ用するための 


法れするフ□クラムむ 


き蜡吸'. 


语宰設定し E ) 


J キ r ン t ル」 ち巧ら’ 


* 画面は Windows XP の場含です 

を [全般]タブつ 

省電カモードのアイコンを変更したり、その省電カモードを作成した目的や使用環境な 
どを記述でさます。また、ここで設定したプ□グラムびアクティブになったとさ、自動 
的にこの省電カモードに切り替わるよラに設定できます。 


を [省電力]タブ） 

省電力に関する設定を編集ずることびでさます。 

ディスプレイや八ードディスクの電源を切る時間、ディスプレイの輝度、 CPU の処理 
速度、 CPU の;令ま P ち式などを設定します。 

を 風作]タブつ 

ここでは、電源スイッチを押したとさやパソコンのディスプレイを閉じたとさの動作を 
設定します。 


メち 


ここに表示している動作設定を他の省電カモードにわ設定する場合には、[現在の設定をすべ 
てのモードで使用する]ボタンをク U ックします。 






































スタンパイ 

スタンバイを実行します。作業を中断したとさの状態をメモ1」に保存します。：欠に電源 
を入れると、じ(前の状態び再現されます。 

スタンバイについて。に章 3-1 スタンバイ」 

休止状態 

休止状態にします。作業を中断したとさのメモ U の内容を八ードディスクに保存しま 
す。次に電源を入れると、(前の状態を再現します。この機能はパソコン本体に対して 
の機能です。周辺機器には働をません。 

休止状態。「2章 3-2 休止状態」 

電源オフ 

Windows を終了して電源を切りまず。 

♦スタンバイおよび休止状態か5復帰ずるときにパスワードの入力をホめる 

ここにチェックを入れると、 Windows のパスワードを入力しないとスタンバイや休止 
状態から復までをないようになります。 

を [アラーム]タブ） 

バッテ1」残量び少なくなつたことをユーヴに通知するためのサウンドやメッセージおよ 
び実行する動作やプ□グラムを設定します。 

[アラーム]タブは[電源設定]タブで[バッテ1」を使用中]に登録された省電カモー 
ドを選択した場合に表示されます。 

Q ヘルプの起動方ま 

1[東芝省電カユーティリティ]を起動後、画面ち上のをクリックする 

ポインタび1：：：^ブにをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを 置き、 クリックする 
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& LAN 機能 


® ケーブルをおった LAN 接続（ち線 LAN ) 

本製品には、ブ□ー ドバンド対応の LAN 機能び内蔵されています。 

LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムを接続し、ブ□ー ドバンドでインター 
ネットに接続することびできます。ブ□ードバンドに必要なネットワーク機器や設定な 
どについて、詳しくは契約しているプ□ノ（イダに問い合わせてください。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Fast 曰 hernet (100 BASE - TX)、 Ethernet 
( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネット 
ワークに接続することびできます。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続すると 、 Fast 
曰 hernet /曰 hernet を自動的に検出して切り替えます。 

LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの 
部分を持って行ってください。また、はずすとさは、 
プラグの□ック部を巧しなびらはずしてください。 
ケーブルを引っ張らないでください。 


ネットワーク機器の接続先やネットワークの設定は、 『 Windows のヘルプ』を参照して 
ください。または、ネットワーク管理をに問い合わせてください。 

タケー ブルを使わない LAN 接続（無線 LAN ) 

* 無線 LAN 内蔵モデルのみ 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態で使用でさる、ワイヤレス 
の LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内で 
あればあらゆる場所からコンピュータを LAN システムに接続でをます。 

無線 LAN アクセスポイント（別売り）を使用することによって、複数のパソコンから 
ワイヤレスでブ□ー ドバンド環境を実現でをます。 

J ^) •無線 LAN は環境ま件によ D 、 実効転送レートび変化します。 

メモ 

無線 LAN の設定については、アプ U ケーシヨン CD - ROM の『無線 LAN について』を 
ご覧ください。 












O 無線 LAN 機能の起動方法 




N 



ワイヤレスコ5ユニケーシヨンスイッチ 

無線通信機能のオン/オフを切り替えます。 
オンのとをはち側に、オフのとをは左側に 
切り替えてください。 


—ワイヤレスコ S ユニケーシヨン LED 

無線通信機能の使用状況を表しまず。 
オレンジ点灯：無線 LAN び使用でをます。 
消灯 ：無線 LAN は使用でをません。 


警告 

V 


パソコンを航空機に持ち込む場含、ワイヤレスコミュニケーションスイッチをオフ \ 
(手前側）にし、必ずパソコン本体の電源を切ってください。ワイヤレスコミュニケー 
ションスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波により、計器に影響を 
ちえる場含びあります。 

また、航空機巧でのパソコンのご使用は、必ず航空を社の指示に従ってください。^ 
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3 章- 6 LAN 機能 


® ネットワーク設定に便利な機能 

Windows XP / 2000モデルの場合、 「 ConfigFree 」 びプレインス I ルされてし、 
ます。 

設定ち法については、「ソフトウェアのヘルプ」をご覧くださし、。 

〇 ConfigFree 

rConfigFreeJ には、ネットワークを診断して、問題びあればその原因や対応策を表示 
する機能びあります。またネットワークの設定やネットワークデバイスの切り替えをよ 
り簡単に行ラ機能びあります。 

無線 LAN 内蔵モデルの場合、 LAN ケーブルび抜かれたとさに、自動で無線 LAN に切 
り替える機能ち用意されています。 

無線 LAN の設定については、アプ U ケーシヨン CD - ROM の『無線 LAN について』を 
ご覧ください。 

「 Confi 邑 Free 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 

(〇に onfigl - ree 」 の起動方洁） 

標準では、 Windows を起動すると通巧領域 （Windows XP )、 またはタスクバー 
(Windows 2000) にアイコン（里）び表示されます。 
rConfigFreeJ を終了させた場合は、なの手順で起動してください。 

1 FXP 

[ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ConfigFree] ^ 

に onfigFree ] をクリックする 

gsi 

[ スタート ] 一 [ プ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ConfigFree ] 一 
に onfigFree ] をクリックする 

通な]領域 （Windows XP )、 またはタスクバー ( Windows 乙00 0) にアイコン（里）び 
表示され、 [ Confi 目 Free ] 画面び表示されます。 













( p ネットワークの診断を巧う） 

rConfigFreeJ では、ネットワークの状態を診断し、問題びあればその原因と対応策を 
表71^します。 

1 阿 P 

通知領域のに onfigFree ] アイコン（塞）をクリックする 

m 

タスクバーのに onfigFree ] アイコン（塞）をクリックする 

メニューび表示されます。 

2 [ネットワークドクター]をクリックする 


に onfigFree (ネットワークドクター)]画面び表示されます。 

に onfigFree (ネットワークドクター)]画面 


A は、問題び見つかつたデバイ 
スに表示されるマークです。 


A をク U ックずると、問題点と 
対応策が表示されます。 


また、画面上でネットワークデバイスのイラストにポインタを合わせると、それぞれの 
デノてイスの説明や IP アドレスなどの情報び表示されます。 

( Q ヘルプの起動方ミき； 

1 に0がおド「88」を起動して、表示された画面の[ヘルスボタンをクリッ 
クする 

に onfigFree ヘルス画面び表示されます。 


姓）画面は表示例です。 
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めフ□ッピーディスクドライブ 

* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

本製品は、モデルによってフ□ッピーディスクドライブを内蔵しています。 

® フ□ッピーディスク 

使用でさるフ□ッピーデイスクの種類と、保存でさる容量は次のとおりです。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚に保をできる 容量 

2 DD タイプ 

720 K 巨 

2 HD タイプ 

1.2 M 巨 

SHD タイプ 

1.44 M 巨 


Windows 用にフォーマットされていないフ□ッピーディスクを使用する場合は、 
フォーマツトび必要でず。 


Q ライトプ□テクトタブ 


フ□ッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを移動することにより、誤ってデータを 
消したりしないよラにすることびでさます。 


ラベル 



-ライトプ□テクトタブ 


表面 裏面 

ライトプ□テクトタブの状態で、次のよラになります。 




書 さ込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開いた状態にします。 

この状態のフ□ッピーディスクには、データの書を込みはでをま 
せん。 

データの読み取りはでさます。 

書 さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開じたげ態にします。 

この状態のフ□ッピーディスクには、データの書さ込みを読み取 
りをでをます。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて。「6章2-フ□ッピーディスク I 








































Q フ□ッピーディスクのフォーマット 

新品のフ□ッピーディスクを使うとさには、使用するシステム （0 S ) にあわせて 
「フォーマット」といラ作業び必要です。 

フォーマットとは、フ□ッピーディスクにトラックま号やへッド番号などの基本情報を 
書さ込み、フ□ッピーディスクを使えるよラにすることです。 

新品のフ□ッピーディスクには、システムの種類別にフォーマットされているをのと、 
フォーマットを行わずに販売されているをのびあります。新品のフ□ッピーディスクを 
使用する場合は、 「 Windows フォーマット済别かどうか牆忍してください。フォー 
マットされていないフ□ッピーディスクを使うとさは、必ずフォーマットを行ってくだ 
さい。 

他のシステム上でフォーマットされたフ□ッピーディスクも、 Windows 上でフォー 
マットすることにより、 Windows で使用することびできます。 

Windows での フォー マットち法については、 『 Windows のヘルプ』をご覧ください。 

■フォーマットを行5と、そのフ□ッピーディスクに保をされていた情報はすべて消えます。 
So -離用したフ□ッピ-ディスクをフォ -7 ットずる齡はま意してください。 

-他社のバソコンでフォーマットしたフ□ッピーディスクの中には使用でをないちのちあ D まず。 
f メ E • 2 H □フ□ッピーディスクを2□□タイプでフォーマットした D 、 またそのをでのフロッピー 

ディスクの使用はできません。正しくフォーマットされているフ□ッピーディスクを使用し 
てください。 

- Windows XP をお使いの場合、フォーマットできるフ□ッピーディスクは 2 HD タイプの 
み、容量は1 .44 MB のみにな0ます。 


^ フ□ッピーディスクのセットと取り出し 

フ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに挿入することを「フ□ッピーディ 
スクをセットする」といいます。 

〇フ□ッピーディスクのセット 

1フ□ッピーディスクの隅にかかれている 
矢印の向きに合わせて挿入する 

「カチッ」と音びするまで挿入します。正しく 
セツトされるとイジェクトボタンび出てさます。 
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3 章- 7 フ□ッピーディスクドライブ 


〇フ□ツピーディスクの取り出し 


• FDD / CD - ROM 巳 A ® LE □び点打している場合は、フ□ッピーディスクを取り出さな 
お願い いでください。フ□ッピーディスク内のデータび壊れることびありまず。 


イジェクトボタンを巧す 

フ□ッピーディスクび少し出てをます。そのまま 
手で取り出します。 












S ) ドライブ 


* ドライブ内蔵モデルのみ 

本製品には、ご購入のモデルによって CD-ROM ドライブ/ CD - R/RW ドライブ/マル 
チドライブび]台内蔵されています。 

CD/DVD をお使いになる前に、『まわしてお使いいただくために』をよくお読みにな 
り、必ず指示をお守りくださし、。 

B ®" 『まむしてお使いいただくために CD/DVD の取り扱いについて』 

注意-ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでぐださい。ドライブの故障の'、 
原因になります。 

- FDD / CD-ROM 巳/® LED およびディスクトレイ LED が庶口しているときは、イ 
ジェクトポタンを巧したり、 CD/DVD を取り出す操作をしないでください。 CD / 
DVD が傷ついたり、ドライブが壊れるおそれびあります。 

•電源が入っているときには、イジ I クトホールを巧さないでください。回転中の CD 
/ DVD のデータやドライブが壊れるおそれがあります。 

-ドライブのトレイを開けたときに、 CD/DVD が回転している場合には、停止するま 
_で CD/DVD に手を触れないでください。ケガのおそれがあります。_イ 

-ドライブに保守-修理び必要になった場合には、お近くの保守サービスにご相談ください。 

お願い 

CD 使用でをる CD 


読み込みできる CD ) 

① 音楽用 CD 

8 cm 、] 2 cm の音楽用 CD び聴けます。 

② フォト CD 

③ CD-ROM 

使用するシステムに適合する旧 □ 9己己0フォーマットのちのび使用でをます。 

④ CD エ クストラ 
⑥ CD-R 

⑥ CD-RW 

7^) - CD - R 、 CD - RW は、メディアの特性や書き込み時の特性によって、読み込めない場合もあり 
メ E まず。 
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書き込みできる CD ) 

* 巳 D - R / RW モデル、マルチドライブモデルの場合のみ 

① CD-RW 

CD - RW の書き込みま度は使用するメディアによって異なります。 

2/4倍速対応（マルチスピード） CD - RW メディアを使用した場合は最大4倍连で 
す。 High-Speed CD - RW 対応メディアを使用した場合は最大10倍速です。 

③ CD-R 

書さ込みは1回限りです。書を込まれたデータの削除-変更はでさません。 

CD - R の書さ込み速度は最大24倍速です。24倍速で書き込むためには24倍ま書 
き込みに対応した CD-R メディアをご使用ください。 

〇 CD-R / CD - RW への書き込みについて 

CD - R / RW モデル、マルチドライブモデルの場合、 CD - RW 、 CD - R にデータを書き込 
むことびでさます。 

書き込みを行うためのアプ U ケーションとして、「□旧 呂 ’n Drop CD + DVD 」 び添付さ 
れています。ご使用の際はアプ U ケーション CD - ROM からインス I ルしてください。 
CD - RW 、 CD - R に書き込みを行うときは、 「 Drag’n Drop CD + DVD 」 を使用してく 
ださい。 Windows 標準のライティング機能や市販のライティングソフトは使用しないで 
<ださい。 

CD - RW 、 CD - R に書き込みを行うときは、次のごを意をよくお読みのうえご使用ください。 
守らずにご使用になると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの 
ショックなど本体異甫や、メディアの状態によっては処理び正常に行えず、書を込みに 
失敗することびありまず。 

CD - R / RW ドライブ、マルチドライブは書き込みエラーを防ぐバッファーアンダーランエ 
ラー防止機能を内蔵していますび、霞原切断やドライブへのショックなどの本体異常れ記 
録メディアの巧態などによっては、処理び正常に行えずエラーとなる場合びあります。 
書き込みに失敗した CD - R の損害については、当社は一切その責任を負いません。 

また、記憶内容の変化-消失など、 CD - RW 、 CD - R に保存した内容の損害および内容 
の損失-消失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社は一切その 
責任を負いませんので、あらかじめご了をくださし、。 

書さ込む前に) 

• CD - R の書を込みは各ドライブごとに最大ま度び設定されています。ご購入のモデル 
の書を込み最大速度は「付録]製品仕様」でご確認ください。最大ま度で書を込む 
ためには最大ま度の書き込みに対応した CD-R メディアをご使用くださし、。 

• CD - RW の書き込みま度は使用するメディアによって異なります。 

2/4倍速対応（マルチスピード） CD - RW メディアと Hi 有 h-Speed CD - RW 対応 
メディアびあります。書さ込み最大速度は「付録]製品仕様」でごお認ください。 












• 次のメーカの CD-RW、CD-R をご使用になることをおすすめします。 

CD-RW (マルチスピード、 High-Speed) :=菱化学（株)、（株） U コー 
CD-R :太陽誘電（株)、兰井化学（株)、=菱化学（株)、（株）リコー、 

曰立マクセル（株） 

上記じ(外のメーカの CD-RW、CD-R をご使用になると、うまく書さ込みびでさない 
場合びあります。 

♦必ず AC アダプタを電源コンセントに接続してください。 

バッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、ノくッテ U の消'耗などにより書を込みに失 
敗するおそれびありまず。 

参書き込み用ソフトウェアしソ外のソフトウェアは終了させてください。 

♦スク U— ンセーバなど CPU に負担のかかるソフトウェアは動作しないよラに設定し 
て < ださし、。 

♦ウィルスチェックソフトを超動している場合は、終了させてください。 

参書さ込みを行ラ際は、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。 

省電力機能について。 r 本章已-已東芝省電カユーティ U ティ」 

♦常駐型のディスクユーティ U ティやディスクのアクセスを高速化するユーティ1」ティ 
などは、動作の不安定やデータの破損の原因となりますので使用しないことをおすず 
めします。 

♦ LAN を経由しての書を込みは行わないでください。 LAN を経由する場合は、データ 
をいったん本製品の八ードディスクに保存してから書を込みを行ってください。 

♦本製品に添付の「□旧 g’n Drop CD + DVD」 1；■(外の CD-R、CD-RW 書き込み用ソ 
フトウェアは動作保証しておりません。 

- CD-R に書き込みでさるのは1回限りです。書き込みに失敗した CD-R は再利用できません 
メ E び、 CD-RW は フォー マットずると巧利用できまず。 

( P 書き込み/削除を行うときは) 

参タッチパッドを操作する、ウィンドウを開くなど、パソコン本体の操作を行わないで 
<ださい。 

• モデムなど、通信アプ U ケーシヨンを起動しないでください。 

♦パソコン本体に衝撃や振動を与えないでくださし、。 

参次の機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

PC 力ード、 USB 対応機器、 CRT ディスプレイ、 PRT コネクタに接続する機器、 
PS/2 コネクタに接続する機器、 COMMS コネクタに接続する機器 
♦パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

♦重要なデータについては、必ずデータ書を込み終了後に、データび正しく書さ込まれ 
たことを確認してくださし、。 


82 






曾使用でまる DVD 


3章-8ドライブ 


( Jn 売み込みできる DVD ) 

* マルチドライブモデルの場合のみ 

① DVD-ROM 
③ DVD-Video 

映像再生用です。映画などび収録されています 

〇 DVD - Video の再生について 

DVD - Video の再生には、アプ U ケーシヨン CD - ROM から 「InterVideo WinDVD 」 

をインス!''ールして、お使い<ださい。 

「Windows Media PlayerJ やその他市販ソフトを使用して DVD - Video を再生する 
と、表示び乱れたり、再生できない場合びあります。このようなときは 、 rinterVideo 
WinDVD 」 を起動し、 DVD - Video を再生してください。 

♦ DVD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び働 
くと、スムーズな再生びでさない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場合は 
「ま芝ユーティ1」ティ」で 「 DVD 再生」モードに設定してくださし、。 

♦使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちしたり、マルチアングル 
シーンで一時停止でをない場合びあります。 

♦ DVD - Video を再生する刷こ、他のアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、 
再生中には他のアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 
再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびちらつく場合は、 
rinterVideo WinDVD 」 を最大表示にしてくださし、。 

rinterVideo WinDVD 」 の Readme ファイルをよくお読みのうえ、ご使用ください。 

■ DVD - Video 再生ソフト rinterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD , Audio CD のち生はサ 
メ t ポートしていません。 











バソコン本体の電源を入れる 


イジェクトボタンを押す 

イジェクトボタンを押したら、ボタンから手を離 
してください。ディスクトレイび少し出てさます 
(数秒かかることびあります)。 



® CD/DVD のセツトと取り出し 

CD / DVD は、電源び入っているときにセツト/取り出しびでさます。 

なの場合は、ディスクトレイはイジエクトボタンを巧してち出てこない、またはすぐに 
は出てさません。 

-電源を入れた直後 
- U セツトした直後 
-ディスクトレイを閉じた直後 
. FDD / CD - ROM 已/<5> LED び点灯しているとき 

これらの場合には、ディスクトレイ LED の点滅び終了したことを確認してから、イ 
ジエクトボタンを巧して<ださい。 

^^5) •バソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD 
/ DV □び入っていなし、ことを確認してくださ 
し、。入っている場合は取り出してください。 


* イジエクトボタンやディスクトレイ LED の位置は、ご購入のモデルによって異なります。 

〇 CD/DVD のセット 
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3 章- 8 ドライブ 


3 ディスクトレイを引を出す 

CD / DVD をのせる面びずべて出るまで、引き 
出します。 



4 


文字が書いてある面を上にして、 CD / 
DVD の穴の部分をディスクトレイの中 
央凸部分に合わせ、上か5押さえてセツ 
卜する 

「カチッ」と音びして、セットされていることを 
確認してください。 



5 


r カチッ」と音がするまで、ディスクト 
レイを押し戻す 



• CD / DV □をディスクトレイにセットするときは、無理な力をかけないでください。 

So - CD / DV □を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 


メち 


傷ついたり'汚れのひどい CD / DVD の場合は、挿入してか5再生び開始されるまで、時間 
びかかる場合びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合わあります。ミちれ 
をおきとってから再生してください。 

CD / DVD の特性や書走込み時の特性によって、読み込めない場合ちあります。 




















バソコン本体の電源を入れる 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てさます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせる面びずべて出るまで、引さ出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 

ディスクトレイから CD / DVD を取り出します。 

CD / DVD を取り出しにくいとさは、中央凸部をみし押してください。簡単に取り出せるよ 
うになります。 

r カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 

•電源を切っているときにイジェクトボタンを巧しても、ディスクトレイは出てさません。 
f メ亡 故障などで電源び入らない場合は、ドライブのイジェクトホールを、先の細い、丈夫なちの 

(例えば、ク IJ ップを伸ばしたちの）で巧して<ださい。ディスクトレイび出てさまず。 



^ } •電源を入れ、ドライブのディスクトレイ LED び点滅しなくなったことを確認してか5、ドラ 
ST イブのイジェクトボタンを巧してください。点滅しなくなったことを確認しないと、ディス 

クトレイび出てこない場合びありまず。 


〇 CD/DVD の取0出し 
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g ) PC カー ドス□ット 


本製品の PC 力ードス□ットでは 、 PC Card Standard 準拠の TYPE □ / El 対応の 
カード （ Card 目 us 対応カードち含む）を使用でさます。 

使用するタイプによって取り付け可能なス□ットは異なりますので、よくご確認くだ 
さい。 

ス□ット日に TYPE のの PC カードを取り付けたときは、ス□ット]に PC 力ードを 
取り付けることはでさません。 


使用ス□ット 

使用可能タイプ 

1 (上側） 

TYPE n 

0 (下側） 

TYPE n/m 


お使いの PC カードがホットインサーシヨン（電源を入れたままの取り付け/取りはず 
し）に対応しているか、詳しい使いかたなどについては 『 PC カードに付属の説明書』 
をご覽ください。 

-PC 力ード接続の八ードディスクドライブや CD-ROM ドライブなどの動作中に、通信または 
f メ ： E サウンド再生を行った場合、次の現象び発生することびあります。 

-通信回線の速度び遅くなる 
-通信回線び切断される 
-ダイヤルに失敗する 
-ヴウンド再生時に音飛びび発生する 

ま意-ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場含は、必ずパソコン、 
本体の電源を切ってか5取り付け/取りはずしを行ってください。 

•PC カードには、長い時間使用していると熱を帯びるものがあります。 PC カードを取 
りはずす際に、 PC カードが熱い場をは、少し時間をおき、冷めてか 5PC カードを 
取りはずしてください。 

• PC 力ー ドの使用停止は必ず行ってくださしV使用停止せずに PC カードを取りはず 
V すとシステムが致命的影響を受ける場含があります。 J 


〇取り付け 


PC 力ードにケーブルを付ける 

S 巳 SI カードなど、ケーブルの接続び必要なと 
きに巧いまず。 
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2 PC 力ード□ックを解除する 

図のように PC 力ードロックび左側（ん）にあることをお認してください。ち側 （ fl ) に 
ある場合は、左にスライドしてロックを解除してください。 




4 PC 力ード□ックをち側 （ a ) にする 

カードを接続した後、カードを使用でさるように設定されているかどラかをお認してく 
ださい。 

カードの接続および環境の設定ち法。 『 PC カードに付属の説明書』 


班 























3 章- 9 PC 力ードス□ット 


① 通知領域の[八ードウエアのま全な取りかし]アイコン [み )をクリックする 

② 表示されたメニューから [XXXX (取りはずす PC 力ード）を安全に取り外します] 

をク IJ ックする 

③ 「安全に取り外すことびでさまず」び表示されたら、[閉じる]ボタン し ’)をクリック 
する 

①タスクバーの[八ードウエアの取りがしまたは取り出し]アイコンをク U ッ 
クする 

③表示されたメニューから [XXXX (取りはずす PC カード）を停止します]をクリッ 
クする 

③「安全に取り外すことびできます」び表おされた5、 [0 K ] ボタンをク U ックする 

PC 力ード□ックを解除（左側）にする 

取りはずしたいカードのイジエクトボタ 
ンを巧す 

イジェクトボタンび出てさまず。 



〇取りはずし 


返） 

お願い 

PC 力ー ドの使用を停止する 


-取りはずすときは、 PC 力ードをアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確認 
お願い して < ださい。 


4をう1度イジェクトボタンを巧す 

「カチッ」と音びするまで押してください。 
力ードび少し出てきます。 




2 3 
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5 力ードをしっかりとつかみ、引を巧く 


•カードを引さ巧くとさは、ケーブルを引っ張5ないでください。巧障するおそれびあ D ます。 

お願い 

〇 PC 力ードをロックする 

PC カード□ックとセキュ U ティ □ ックを使用することで PC カードび取りはずせない 
ようにすることびでをます。 PC カードを取り付け後、この操作を行ってくださし、。 

またこの操作は必要なとをのみ行ってください。 

1 PC 力ード□ツクをち側 ( a ) にする 



- アンテナなど、力ードの一部びス□ットか5出るお巧の PC 力ードの場合、 PC 力ード□ッ 
ST クび使用できないことびあります。□ック部に無理に力を加えないでください。 PC 力-ド 

ロックまたは PC カードび壊れるおそれびあ0ます。 

別売りのセキュ U ティ□ック機器を使って、 PC カード□ックを固定でさます。 

0®= セキュ U テイ□ック。「本章1 1- セキュ U テイ□ック」 



PC カードの取り付け/取りはずし 

PC 力ード□ックのみち効 

でさない 

セキュリティ□ックのみち効 

でさる 

PC 力ード□ックと 
セキュリティ□ックの両方 

でをない 


PC カードの取り付け/取りはずしを行う場合は、セキュリティ〇ック^ドごカード 
□ックの順に解除してください。 






























©メモリの増設 


本製品には2つの増設メモ1」ス□ット（ス□ット A とス□ット B ) びあり、ス□ット A 
には] 28 MB 、 2已己 MB 、 已] 2 MB のいずれかのメモ U び取り付けられています。 
別売りのメモ U をス□ット B に取り付けたり、ス□ット A のメモ U を付け替えることに 
より最大] G 日（已] 2 MB + 己] 2 MB ) まで拡張することびできます。 

増設メモ U は本製品で動作び保証されている「タイプ X ( PC 2100 規格)」のちのをご 
使用ください。 

「タイプ X 」け外のメモリを増設するとシステムび起動しなくなったり、動作び不安定に 
なります。 

仕様に合わない増設メモ U を取り付けると、パソコン本体び超動せず、警告音（ビープ 
音）び鳴ります。ス□ット A に取り付けた場合は「ピー•ピッ」、ス□ット日に取り付 
けた場合は「ピー•ピッ-ピッ」と鳴ります。 


〇取り付け/取りはずしのごを意 


也 


警告-本で中で説明されている部分 L ソ外は絶対に分解しないでください。内部には高電圧部 
分が数をくあり、万一触ると盾険です。 . 


(於 ま意 


近) 

お願い 


ステ ー プル、クリップなどの金属や、 コーヒー などの液体を機器内部に入れないでく、 
ださい。シヨート、発煙のおそれがあります。万一、機器内部に入った場含は、パッ 
テリを取りはずし、電源を入れずに、お買い求めの販売店、またはお近くの保守サー 
ビスに点検を依頼してください。 

増設メモリの取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグを抜 
き、バッテリパックを取りはずしてか 5 作業を行ってください。電源を入れたまま取 
り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 

電源を切った直後はやけどするおそれがありますので増設メモリの取り付け/取りは 
ずしを巧わないでください。 

パソコン本体やメモリのコネクタに触 5 ないでください。コネクタにゴミが付着する 
と、メモリび正常に使用できなくなります。 


•増設メモリを強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

-スタンバイ/休止状態中に増設メモリの取り付け/取りはずしを巧わないでください。スタ 
ンバイ/休止状態び無効にな0ます。また、本体巧の記憶内容び変化し、消失することびあ 
ります。 

-ネジをはずす際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 


〔〇静電気につい。 

増設メモ1」は、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびありま 
す。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ U を取り付ける前に 
静電気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のをのに軽く指を軸れ 
るだけで、静電気を防ぐことびでさます。 

















o 取り付け 


データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

パソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

^ バッテ U バックの取りはずし。 r 本章已 -3 バッテ U バックを交換する」 

増設メモリカバーのネジをはずし、力 
バ’一をはずす 


増設メモリを増設メモリス□ットのコネ 
クタに斜めに挿入し①、固定するまで増 
設メモリを倒す② 

増設メモ U の切れ込みを、増設メモ1」スロットの 
コネクタのツメに合わせて、しっかり差し込みま 
す。フックびかかりにくいとさは、ペン先などで 
広げてください。 


増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジでとめる 
バッテリパックを取り付ける 

0®^ バッテリパックの取り付け。体章巳-3バッテ U パックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れたとを、合計のメモ U 量び自動的に認識されまず。合計のメ 
モ1」量び正しいかどラかを次のち法で確認してくださし、。 

① 酬 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[まちユーテイ U テイ]- [ P 巳診断ツール]をク 
1」ックする 

P 000 

[スタート]-[プ□グラム]-[ま芝ユーテイ U テイ]- [ P 巳診断ツール]をク U ックする 

② [基本情報の表示]ボタンをク U ックする 

③ [メモ U ] の数値を確認する 



2 3 4 


5 


6 7 
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3 章-10 メモ U の増設 


データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

パソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

^ バッテ U パックの取りはずし〇「本章已 -3 バッテ1」パックを交換する」 

増設メモリカバーのネジをはずし、カパーをはずす 

増設メモリを固定している左ちのフックをペン先などで開き①、増設メモリ 
をパソコン本体か！5取りはずす② 

増設メモ U を斜めに持ち上げて引さ抜さます。 


〇取りはずし 



6 増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジをとめる 
7バッテリパックを取り付ける 

^ バッテ U パックの取り付け。体章巳-3バッテ U パックを交換する」 



12 3 4 5 
























のインタフェースへの接続 


本製品の各インタフェースには、周辺機器を接続でをます。 

本章で説明していない周辺機器については、それぞれの周辺機器に付属の説明書を参考 
にしてください。 

取り付け/取りはずしの方法は周巧機器によつて違います。各節を読んでから作業をし 
て < ださし、。 



電源を入れた状態で機器の取り付け/取りはずしび認め5れていない周辺機器を接続 
する場合は、必ずパソコン本体の電源を切り、電源コードのプラグを抜き、バッテ U 
バックを取りはずしてか6作業を行ってください。 


返) 

お願い 


-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってわ、結露しないように急激な温度変化を与えないで 
<ださい。冬場は特にを意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあた5ない場所で作業をしてくださし、。 

• 極端に湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

• 静電気び発生しやすい環境では作業をしないでください。 

• 本書で説明している場所のネジま、取りはずさないでくださし、。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大きさに含ったちのを使用してください。 

•本製品を分解、改造すると、保証やその他のヴポートは受け5れません。 


Q パソコン本はへのケーブルの接続 

なの点にま意して、接続してください。 

♦パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさには、コネクタの上下や方向を 
合わせる 

♦ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続し 
た後、ケーブルびはずれないようにネジを締める 

•ケーブルなどを接続すると舌は、コネクタのあ状にま意して正しく差し込んでください。コ 
ST ネクタに無理な力び加わるとピン妍斤れたり、曲びったりしまず。 

周辺機器を使用するときは、この他に作業び必要なことびありまず。また、その必要な 
作業は、使用するシステムで異なることびあります。それぞれの周辺機器に付属の説明 
書をご覧ください。 
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o るインタ フエー スのち荷; 


广 


も 


モジュラージャック- 

ホモ デム内蔵モデルのみ 


モジュラーケーブルで本体を電話回線に 


接続し、モデム機能を使用しまず。 
B ®" 電話回線の接続 

。「本節-電話回線への接続」 



&マイク入力端モ- 

マイク□ホンを接続します。 

-モノラルマイクのみ使用でをます。 

. プラグは3.已 mm 03 極=ニジャックタイプ 
び利用でをます。 

3.已 mm 02 極ミニジャックタイプのマイクロ 
ホンでもマイク□ホン本体に/ f ッテ U などを 
内蔵し、電源供給を 
必要としないマイク 
□ホンであれば使用 
でをます。 


よ和 LINE IN 端モ- 

オーディオ機器を接続します。 

オーディオケーブルのプラグは3.日 mm 0 ステ 
レオーニジャックタイプを使用してください。 

居:。ビデオ出力端モ- 

映像データの出力端テです。 NTSC/PAL 
規格対応のテレビなどを接続します。 

^表示の切り替え 

〇 r 本節- CRT ディスプレイや 
テレビの接続」 


2禪ミニ_ 

つ-'、 

ジャッえべ 

嫁 

が‘ 

' 3極ミニ 
ジャック 


^ヘッドホン出力端モ 

ヘッドホンを接続します。音源はステレオ 
で出力されます。へッドホンはステレオミニ 
ジャックタイプ (3 .已 0) を使用してください。 

似' 巧のような場合にはへッドホンを使用しな 
いでください。雑音び発生する場合びあ 
D ます。 

•バソコン本体の電源を入れる/切るとを 
-へッドホンの取 D 付け/取りはずしをす 
るとさ 

p »^ USB コネクタ 

USB (Universal Serial Bus ) 規格の 
機器が取り付けられます。 

^ URGB コネクタ 

CRT ディスプレイを接続して使用 
でさます。 

防表おの切り替えり 

「本節-巳 RT ディスプレイや 
テレビの接続」 


胃 PRT コネクタ 

プ U ンタなどのバラレル 


11^/凸 PS /2 コネクタ- 

PS /2 対応のキーボードやマウスを 
取り付けられます。 

接続ずるとさは、パソ 
コン本体の電源をおず 
切って < ださい。 


圖◎鐵幢) 


〇 〇 〇 


IL 立じ 3 


每 


{ Ether ) LAN コネクタ- 

ネットワークケーブルを接続します。 
t ®- 詳細について 

〇 r 本章 6-1 ケーブルを使った LAN 接続（有線 LAN )」 


LAN アクティブ LED (憧) - 

データを送受信している 
ときに点打します。 


ンク LED (緑） 

ネットワークに正甫に接続され、 
使用可能なときに点打します。 


インタフェース機器を接 
続して使用します。 



^ {■■■} COMMS コネクタ 
RS -232 C 規格の機器を 
取り付けられます。 
マウスなどに RS -232 C 
規格のちのびありまず。 


V 


ソ 




































































* E 3 E セキュリティ□ック.ス□ッ I-1 

盗難防止用にチェーンなどを接続します。 


〇七キュ U テイ□ック 





お願い 


U ティ□ック-ス□ットに、チェーンなどを接続して盗難を防止します。 

-セキュI」ティ□ック用の機器については、本製品に対応のちのかどうかを販売店にご確認く 
ださい。 



セキュリティ□ック-ス□ットにセキュ 
リティロック用の機器（別売り）を接続 
する 



PC カード□ックを有効にした後セキュ1」ティ□ックをすると、 PC 力ードの取り付け 
/取りはずしはできなくなります。 PC カードの取り付け/取りはずしを行う場合は、 
セキュ U ティ□ックー PC 力ードの順に解除してください。 

防 PC 力ード□ック。「本章 9- PC 力ードを□ックする」 
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3 章- 11 インタフェースへの接続 


rxp 

[スタート]-[コント□-ルパネル]をクリック-[デスクトップの表示と 
テーマ]をクリック-[画面]をクリックする 

斷 00] 

[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリック-[画面]をダブ 
ルクリックする 

[設定]タブで[詳細]または[詳細設定]ボタンをクリックする 

[Intel ( R ) Extreame Graphics ] タブで[グラフィックのプ□パティ…] 
をクリックする 

[デバイス]タブで次のいずれかを選択する 

• PC モニタ . 巳 RT ディスプレイだけに表示 

• ノー トブック . パソコン本化のディスプレイだけに表示 

•テレビ . テレビだけに表示 

参 Intel ( R ) Dual Display Clone 

. パソコン本体のディスプレイ、巳 RT ディスプレイ、テレビの同 

時表示 

•拡張デスクトップ...パソコン本体のディスプレイと CRT ディスプレイの化張デスク 
トップ、をしくはパソコン本体のディスプレイとテレビの化張デ 
スクトップ 

[ Intel ( R ) Dual Display Clone ]. 弧張デスクトップ]を還択した場合は、[セカンダ U デ 
バイス]で [ PC モニタ]または[テレビ]から、表示させたい装置を選択し[適用]をク 
U ックしてください。[プライマ U デバイス]は常に[ノートブック]です。 


Q CRT ディスプレイやテレビの接続 

CRT ディスプレイを接続してパソコン本体の電源を入れると、本体は自動のにその 
CRT ディスプレイを認識します。 

テレビを接続した場合、表示装置を切り替えないと、テレビには表示されません。 
なのち法でテレビや CRT ディスプレイの表示装置を切り替えることびでをます。 

•次のよ5なとさには、表示方法を切り替えないでください。保をされていないデータは消失 
お願い します。 

-データの読み込みや書さ込みをしている間 
エラーになります。データのやり取りび完了するまで待ってください。 

■通信を行っている間 

エラーになります。通信び完了するまで待ってください。 

-CRT ディスプレイに表示する場含、表示位置や表示幅などび正常に表示されない場合びあ0 
f メ： E ます。この場含は、 CRT ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

- MS-D 日 S モードを選択している場合、パソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示はで 
をません。 


方法1-画面のプ□パティで設定する) 


2 3 4 



















方法 2 - [ Fnl + [F 司キーを使う） 

[ E 团キーを巧したまま、^キーを巧すたびに;欠の順序で切り替わります。 

LCD (バソコン本体のディスプレイだけに表示） 

丄 

LCD/CRT (バソコン本体のディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示） 

丄 

CRT に RT ディスプレイだけに表示） 

CRT ディスプレイを接続している/していないに関わらず、パソコン 
本体のディスプレイには何ち表示されません。 

LCD / TV (バソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示） 

丄 

TV (テレビだけに表示） 

- ' パソコン本体のディスプレイには何も表示されません。 

Windows び超動したとさの表示装置は、前回シャットダウンしたとさの表示装置にな 
ります。ただし CRT ディスプレイやテレビび接続されていない場合は、パソコン本体 
のディスプレイに表示されます。 

r ま芝 HW セットアップ」または「日 IOS セットアップ」で設定した表示装置び接続さ 
れていなかった場合、起動したとさに設定の表示装置と異なる場合びあります。 

東芝 HW セットアップからの設定。「4章 1- 起動時の表お装置」 

防日 IOS セットアップからの設定。「4章 2-4 ⑥ D 旧 PLAY 」 

Q 電話回線への接続 

* モデム内蔵モデルのみ 

内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケースレを使って2線式の電話回線に接続します。 
本装置の内蔵モデムは、次の地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、イギリス、 
イスラエル、イタ1」ア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、オーストラリア、 
オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、クウェート、 
サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、 
ス□バキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、 
曰本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガリー、バングラデシュ、 
フィリピン、フィンランド、フランス、スレガ U ア、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、 
香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、 
ルーマニア、ルクセンブルク、レバノン、□シア 

に003年3月現祖 

また、公衆回線網の通信規格はち地域により異なりまずので、ご使用になる地域に合わ 
せて設定び必要です。ご購入時は「曰本」に設定されています。 

6®= 「本項-地域設定を変更する」 

内蔵モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。 

通信先のプ□ノくイダが V .90 じ(外の場合は、最大 33.6 kbps で接続されます。 
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3 章- 11 インタフェースへの接続 


( P モジュラーケーブルの取り付け） 

) •モジュラーケーブルをはずしたり差し込むとさは、プ 
ぉ屈自ぃ ラグの部分を持って巧ってください。また、はずすと 

をは、 n ック部を巧しなびらはずしてください。ケー 
ブルを弓 I つ張日ないでください。 


1モジュラーケーブルのプラグの一方をパソコン本体のモジュラージャックに 
差し込む 

□ック部を手前に向けて差し込んでください。 

2ちう一方のモジュラープラグを電話機用モジュラージャックに差し込む 

に DN 回線に接続する場合は、ご使巧のターミナルアダプタ ( TA ) またはダイヤルアップ 

ルータのアナ□グポートなどに接続してください。 

モジュラーケーブルを取りはずすとさ 

モジュラープラグの□ック部をおさえながら抜さます。 

}iM ' 巧蔵モデムは使用でさる地域が限定されます。指定 LU 外の地域で内蔵モデムを使用す 
ると故障のおそれがあります。使用できる地域をよくご確認のラえ、ご使用ください。 

•内蔵モデムは一般電話回線（アナ□グ回線）に接続して使用してください。デジタル 
回線（旧 DN 回線など）には接続できません。デジタル回線対応の公お電話のデジタ 
ル側やデジタル式交換機 （ PBX ) へ接続すると、故障のおそれがあります。ホームテ 
V _レホンやビジネスホン用の電話回線には絶対に接続しないでくださし >。 J 

； ■モジュラープラグをモジュラージャックに接続するときは、 「カ チッ」と音びするまで確実に 
So 押し込んでください。 

-市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ通信や他の 
機器の動作に悪影響をちえる ことび あります。 

.回線切換器を使用する場含は、両切り式のわの（未使用機器か5回線を完全に切り離す構造 
のもの）を使用して<ださし、。 

-モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを引っ張った0、パソコン本体の移動をしないでください。モジュラージャックび 
破損するおそれびあります。 

AT コマンド） 

AT コマンドの説明については、アプ U ケーシヨン CD-ROM をセットして表おされる 

画面をご覧ください。 




















( Q 地域設定を変更する） 

内蔵されているモデムを、海外で使用する場合は、公衆回線網の通信規格び各地域によ 
り異なりますので、ご使用になる地域にあわせて「内蔵モデム用地域選択ユーティリ 
ティ」で内蔵モデムの地域設定を行ってください。ご購入時は、「曰本」に設定されて 
います。 


本製品を曰本で使用する場合は、必ず曰本モードでご使用ください。 

他地域のモードでご使用になると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となり 


ます。 


お括目し、 


•「内蔵モデム地域選択ユーティ U ティ」は Windows XP Pro、Windows 2 日日日の 場含、 
Administ 旧 tor グループ（コンピュータ管理ち）のユーザアカウントで起動してください。 
それ政がのユーヴび起動しよラとすると、エラーメッセージび表示され、起動できないこと 
びあります。 

•地域設定は「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」でのみ行ってください。 

「内蔵モデム用地域選択ユーティリティ」政がで地域設定の変更をした場合、正しく変更でを 
ない場含びあ0ます。 


1 E1B 

[スタート] - [すべてのプ□グラム]- [TOSHIBA Internal Modem ] - 
[Region Select Utility ] をクリックする 



[スタート] - [プログラム]- [TOSHIBA Internal Modem ] - [Region 
Select Utility ] をクリックする 

内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティび起動し、タスクバーに [Internal Modem Region 
Select Utility ] アイコン （ g ) び表示されます。 

2タスクバーの [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン（み） 
をクリックする 

内蔵モデムびサポートする地域のリストび表示され、地域名のサブメニューとして、[電話と 
モデムのオプション]の巧な地情報名び表示されます。 

現在設定されている化域設定と、所な地情報名にチェックマークびつさます。 

3使用する地域名、または所在地情報名を選択し、クリックする 

地域名を選択した場合、モデムの地域設定を行った後、新し<所在地情報び作成されます。 
この場合、現在の所在 i 也情報は新しく作成されたちのになりまず。 

所な地情報名を選択した場合、その所在地情報に設定されている地域でモデムの i 也域設定を 
行いまず。選択された所在 i 也情報び現在の所な地情報になります。 
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その他の設定 

1 タスクバーの [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン （[^ ) 
をもクリックし、表示されたメニューか！5項目を選択する 


♦設定 

チェックボックスをク U ックすると、なの設定を変更することびできまず。 


自動起動モード 

システム超動時に、自動的に「内蔵モデム用地域 
選択ユーティ U ティ」び超動し、モデムの地域選 
択び行われます。 

地域選択後に自動のにダイアル 
のプ□バテイを表示する 

地域選択後、[電話とモブ'ムのオプション]画面 
び表示されます。 

場所設定による地域選択 

[電話とモデムのオプションの所在地情報名び地 
域名のサブメニューに表示され、所在地情報名か 
ら地域選択びでさるようになります。 

モデムとテレフォニーの現在の 
場所設定の地域コードとが 違つ 
ている場合にダイア□グを表示 

モデムの地域設定と、[電話とモデムのオプショ 
ン]の現在の場所設定の地域コードび違っている 
場合に、メッセージ画面を表术します。 


• モデム選択 

COM ポート番号を選択する画面び表示されまず。内蔵モデムを使用する場合、通常 
は自動的に設定されまずので、変更の必要はありません。 

♦ダイアルのプ□バティ 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]び表示されます。 


3 章-11インタ フエー ス への接続 
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システム垣成とパスワ-ドセキュリティ 

本章では、パソコン本体のシステム構成の設定や、 

パスワードの登録/削除などについて説明します。 


1 東芝 HW セットアップ . 104 

2 巨 I 0 S セットアップ . 108 

3 パスワードセキュリティ 


122 





めまち HW セットアップ 


「ま芝 HW セットアップ」は、 BIOS セットアップと連動して八ードウエアの各種機能 
を設定するユーティ U ティです。 

Q 起動方法 

1 1 ^ 

[スタート]■[コント□—ルパネル]をクリック-[プリンタとその他の八一 
ドウエア]をクリック-[まち HW セットアップ]をクリックする 

画 

[スタート]■[設定]■[コント□-ルパネル]をクリック-[東芝 HW セッ 
トアップ]をダブルクリックする 

' r スーバーノ（イヴノロワード設定ツール」でユーヴ;くスワードモードを 「HW セットアップの 
f メ亡 起動禁止」に設定している状態で、バソコンの電源を入れたとさにユーヴバスワードを入力 

すると、 r 東ち HW セットアップ」は起動しません。 

B®" 「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
。「本章 3-2 スー バーバイヴバスワード」 


(P [全般]タブ） 

日 IOS セットアップのノ（ージョンなどを表示します。 

• [標準設定]ボタン 

ま芝 HW セットアップの設定をご購入時の状態に戻します。 

♦[バージョン情報]ボタン 

ま芝 HW セットアップのバージョンを表示します。 

(Q [パスワード ]夕み 

パソコンの電源を入れたとをに入力するユーヴパスワードの設定や削除を行います。 

0®^ ユーザパスワードについて。「本章3パスワードセキュ U ティ」 

(P [デバイスの設定]タブ) 

パソコンび起動したとさに BIOS セットアップが初期化ずる装置を指定します。 

デバイスの設定 

♦全デバイス設定 

すべての装置を初期化します。 

♦ OS による設定（標準値） 

システムを□ー ドするのに必要な装置のみ初期化します。それしソ外の装置はシステム 
び初期化します。通常はこちらに設定します。 
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(p [プリンタ]タブ) 

プリンタなど、パラレルポートに接続ずる機器の設定をします。ご使用になるプ1」ン 
夕、またはその他の機器にあわせて設定してください。 

プ IJ ンタポートモード 

• ECP (標準値） 

ECP 対応に設定します。大半のプ U ンタでは ECP に設定します。 

参双方向 

双方向に設定します。一部のプ U ンタ、またはプ U ンタ外のパラレルインタフエー 
ス機器を使用する場合に設定します。 

を [ポインティング装置]タブ） 

タッチバッドや PS /2 マウスに つし、 て設定しまず。 

ポインティング装置 
♦内部/外部を自動選択（標準値） 

システム起動時に、 PS /2 マウスび接続されている場合は、 PS /2 マウスだけび使用 
でさます。システム超動時に、 PS /2 マウスび接続されていない場合は、タッチバッ 
ドだけび使用でをます。 

参内部/外部を同時使用 

タッチパッドと PS /2 マウスを同時に使用できまず。 

• PS/2 マウスの仕様によっては、[内部/外部を同時使厢に設定しても、タッチパッドと同 
f メ t 時に使用できない場合びあります。その場合は、[内部/外部を自動逞択]に設定し、 PS/2 

マウスだけで使用してください。 


(P [ディスプレイ]タフ) 

表示する装置を選択します。 

起動時の表示装置 
♦内部/外部を自動選択（標準値） 

システム超動時に、外部 CRT ディスプレイび接続されてし巧場合は、外部 CRT 
ディスプレイだけに表示します。システム起動時に、外部 CRT ディスプレイが接続 
されていない場合は、本体のディスプレイに表示します。 

参内部 LCD /アナ□グ RGB 同時表示 

外部ディスプレイと本体のディスプレイの両方に表おします。 

表示の切り替えの詳細り「3章1 1- CRT ディスプレイやテレビの接続」 


〇 システム構成と 
I パスワ—ドセキュリティ 















(Q [ CPU ] タブ） 

モパイルインテル® Pentium® 4プ□セツヴ -M モデルのみ表示されます。 

CPU の操作について設定します。 

CPU 周波数の設定 

♦ダイナ5ツク切替モード（標準値） 

CPU の消'費電力、周波数切り替え機能を有効にし、パソコンを使用中、必要に応じ 
て自動的に切り替わるよラにします。 

• 常時高速モード 

CPU の消'費電力-周波数切り替え機能を無効にし、常時、高周波数で動作します。 

♦常時標準モード 

CPU の消'費電力-周波数切り替え機能を無効にし、常時、お消'費電力、ほ周波数で 
動作します。 


( p に5①起動]タブ） 

0S の起動について設定します。 

□ S の起動 

システムを起動するディスクドライブの順まを還択します。 

通常は [HDD - FDD - CD-ROM - LAN] に設定してください。 

HDD の起動 

コンピュータを八ードディスク装置か b 起動する場合の優先順位を指定しまず。 

通常は旧 uilt-in HDD 一 PC Car 出に設定してください。 

ネットワークブートプ □ トコル 

ネットワークか b の超動について説明します。 

• PXE (標準値） 

PXE プロトコルに設定しまず。 

参 RPL 

RPL：7n トコルに設定します。 

(〇 L -1 —ボート] 夕'ノ) 

キーボードについて設定します。 

外部キーボードの Fn キー割り当て 

PS/2 コネクタに接続した外部キーボードで、キーの代わりに使用でをるキーを設 
定します。 

f 可キーの割り当てをしない場合は、[無効]に設定します。 

キーボードによるスタンバイ復帰 

この機能を有効にすると、キーボードからの入力で、スタンバイから復帰でさます。 

•ち効にずる 
♦無効にする（標準値） 
















4 章- 1 まち HW セツトアップ 


フ□ッピーディスクドライフ内蔵モデルの場合、この項目は表示されません。 

USB フ□ッピーディスクのレガシーサポートを行うかどうかを設定します。 

♦有効にする（標準値） 

レガシーサポートを巧いまず。フ□ッピーディスクか b 超動する場合は、こちらに設 
定します。 

参無効にする 

レガシーヴポートを行いません。 

(〇 [ LAN ] タブ） 

LAN 機能につし)て設定します。 

LAN のウェイクアップ 

LAN のウェイクアップ機能とは、ネットワークで接続された管理者のバソコンからの呼 
び出しにより、自動的に電源を入れる機能です。 Wake-up on LAN 機能とを呼びます。 
LAN のウェイクアップ機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。 

♦使用する 

•使用しない（標準値） 

内蔵 LAN 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。通萬は[使用する]に設定し 
て < ださし、。 

♦使用する（標準値） 

♦使用しない 

〇ヘルプの起動方法 


1[東芝 HW セットアップ]を起動後、画面ち上の过をクリックする 

ポインタび1：：；^ブにをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを 置き、 ク U ックする 
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(〇 [ USB ] タブ） 

USB 対応機器につし)て設定しまず。 

USB キーボード/マウスレガシーサポート 

USB キーボードやマウスのレガシーヴポートを行ラかどうかを設定します。 

♦ち効にする（標準値） 

レガシーサポートを巧いまず。ドライバなしで USB キーボード、 USB マウスび使 
用でをます。 

参無効にする 

レ ガシーヴ ポー トを巧いません。 

USB フ□ッピーディスクレガシーサポート 



システム構成と 
パスワ—ドセキユリティ/ 
















♦© BIOS セットアップ 


日 lOS セットアップとは、バソコンのシステム構成を設定するプ□グラムのことです 

Q BIOS セットアップをご使用になる前に 

■通常、パソコン本体のシステム構成は、 Windows 上の r ま芝 HW セットアップ」、 
「ま芝省電カユーティ U ティ」、システムの「デバイスマネージャ」などでの設定をお 
すすめします。 

日 IOS セットアップと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の設定び優先 
されます。 

-ご使用のシステムによっては、システム構成を変更しても、変更び反映されない場合 
びあ0ます。 

.日 IOS セットアップで設定した内容は、内蔵バッテ U でな持するため、電源を切って 
も消えません。ただし、内敵くッテ U び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 

逆起動方法 


■「スーバーバイヴ八’スワード設定ツール」でユーザパスワードモードを 「 HW セットアップの 
f メ t 起動禁止」に設定している状態で、パソコンの電源を入れたと去にユーヴバスワードを入力 

した場合には、日 IOS セットアップは起動しません。 

が「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
〇 r 本章 3-2 スーバーバイヴバスワード」 

1尼 i 可 キーを巧しなが!5電源を入れる 

「Password =」と表おされた場合は、ユーザパスワードび登録されています。 

ユーヴパスワードを入力し、 尼な前 キーを巧してくださし、。 

0®^ ユーザパスワードについて。「本章3パスワードセキュ U ティ」 

|"Check system. Then press [FI] key」 と表示されます。 

2 [FH キーを押す 

BIOS セツトアップび起動します。 


@終了方法 


変更した内容を有効にして終了します。 

1 I Fn l + p ^ キ—を}甲す 

本製品では、正团+0び M キーの機能を持ちます。 
画面にメッセージび表示されます。 

2 キーを巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了しまず。 
変更した項目によっては、再起動されまず。 
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( O 己 lOS セットアップを途中で終了する方法^ 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。 
この場合は変更した内容はすべて無効になります。設定値は変更前の状態のままです。 

1 尼^ キーを 巧す 

画面にメッセージび表示されます。 

2 キーを 押す 

BIOS セットアップび終了します。 



システム構成と 
I パスワ—ドセキュリティ、 
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感 BIOS セットアップの画面 

日 IOS セットアップには;欠の2つの画面があります。 
(ま）画面は標準設定値の表示例です。 


-MEMORY- 


SYSTEM SETUP (1/2) 


XXXXXXKB 幸 1 


②- 


I - SYSTEM DATE/TIME - 

iDate (MM-DD-YYYY) = 函 -XX-XXX 
Time (HH:MM;SS) = XX:XX:XX 


(1/2) ACPI BIOS version = X.; 

11 - BOOT PRIORITY - 

Boot Priority = HDD-FDD-CD-ROM-LAN 
HDD Priority = HDD-PC Card 。 

I Network Boot Protocol = PXE 


-⑥ 


③- 


- BATTERY — 

Battery Save Mode 


- PASSWORD- 

Not Registered 


- DISPLAY — 

Power On Display 




=Full Power 


Auto-Selected 


- OTHERS - 

Power-up Mode = Boot 

CPU Cache = Enabled 

Level 2 Cache = Enabled 

Dynamic CPU Frequency Mode が 

=Dynamically Switchable 
Auto Power On = Disabled 


-⑦ 


NTSqJAPAN: 


\PAN) 


り ♦♦: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


I ~； - CONFIGURATION —— 

— Device Config. = 


SYSTEM SETUP (2/2) 


ACPI BIOS version = X. 


⑨- 


⑩- 


- I/O PORTS - 

Serial = COM1(3F8H/IRQ4) 

Parallel = LPT1(378H/IRQ7/CH3) 


- DRIVES I/O - 

HDD = Primary IDE(1F0H/IRQ14) 

CD-ROM *3 = SecondarylW(170H/IRQ15) 


- FLOPPY DISK I/O *4 - 

Floppy Disk = (3F2H/IRQ6/CH2) 


I - PC CARD - 

Controller Mode = Auto-Selected 


- PERIPHERAL - 

Pointing Devices = Auto-Selected 
Internal Pointing Device = Enabled 
Ext Keyboard "Fn" = Disabled 
Parallel Port Mode = ECP 
Hard Disk Mode = Enhanced IDE(Normal) 


I - LEGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 

USB-FDD Legacy Emulation * 已 =Enabled 


-⑩ 


-⑩ 



り ♦♦: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


1 数値はモデルによって異な 0 ます。 

2 モノ くイルインテル® Pentium® 4プ□セツサ- M モデルのみ表示されます。 

3 ドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

4 フ□ツピーディスクドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

己フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルの場含、表示されません。 


設定項目の詳細について吃 r 本節4設定項目」 
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4 章- 2 BIOS セツトアップ 


〇基本操作 

基本操作は次のとおりです。 

変更したい項目の選択方法 j 

BIOS セットアップ画面中、反転している部分び現在変更でをる項目です。 

変更する項目に移動するには、 m 、 m 、 E ]、0 キーを使いまず。 

項目の內容の変更方法） 

I Space I または I Backspace I 丰一をす甲す 
項目の内容が変わります。 

画面を切り替える方法 J 

臣团または臣因キーを巧す 

本製品では、巧 ii + m び [ p 呂己可 キー、^ + m び rai 瓦 キーの機能を持ちます。 
次の画面または前の画面に切り替わります。 

設定内容を標準値にずる方法 j 

I Fn | + |~*~| キーを巧す 

本製品では、 [ F 巧 + W び I Home I キーの機能を持ちます。 

次の項目は、この操作をしてを変更されません。 

- PASSWORD 
- Hard Disk Mode 
- Write Policy 
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® 設定頃目 


カーソルが移動しない項目は、参照のみで変更でさません。 
本項では、標準設定値を「標準値」と記述します。 


^_ メモリ容量を表示する 

▼ Total 

本体に取り付けられているメモ1」の総メモ U 容量び表示されます。 


)SYSTEM DATE/TIME 


日付と時刻の設定をする 


日付と時刻の設定は I Space I または I Backspace I キーで行います。 
時と分、月と曰の切り替えは、 mm キーで行います。 


▼ System Date 

曰付を設定します。 


▼ System Time 

時刻を設定します。 



▼ Battery Save Mode 


バッテリで長く使用するための設定をする 


バッテ U セーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開をます。 

「User Setting 」 を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のように表示されます。 


/- •Full Power (標準値）-^ 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 30Min. 

HDD Auto Off =30Min. 

System Auto Off = Disabled 
LCD Brightness = Bright パ 

Super-Bright *2 

Cooling Method = Maximum Performance 


r — .User Setting (設定例）一 n 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off =03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Semi-Bright 
Cooling Method = Battery Optimized 


/- •Low Power - s 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off =03Min. 

System Auto Off = SOM in. 

LCD Brightness = Semi-Bright バ 

Bright *2 

Cooling Method = Battery Optimized 


(注 ） System Auto 日 ff (システム自動停止時間）は、 「 Power-up Mode 」 が 
「日日が」のときは表示されません。 LCD 目 「 i 卽 tness (内部液晶ディスプレ 
イ輝度）の表示は次の状態で変わります。 

* 1バッテリ駆動時 
* 2 AC アダプタ使巧時 

次に「目 ATTER 丫 SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 
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4 章- 2 BIOS セツトアップ 


時間を設定すると、設定した時間必上キーを押さない場合（マウスやタッチパッド 
の操作を含む）にディスプレイを消灯して節電します。画面に表示されている内容 
が見えなくなりますび、これは故障ではありません。 

画面に表示するには、医面 H キーを巧すか、マウス、タッチパッドを操作してくだ 
さい。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は 「 OlMin 」 〜 「30 Min 」 から選択します。 

• HDD Auto Off (HDD 自動停止時間） 

設定した時間必上八ードディスクの読み書さをしない場合に、八ードディスクの回 
転を止めて節電します。 

自動停止時間の設定は「01 Min 」 〜 「30 Min 」 から選択します。 

7 ^) •八ードディスクドライブを保震するにめ、 「 Disable 山は設定でさません。 

メ E 

• System Auto Off ( システム自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間!;•(上システムを使用しない場合に、システムを止 
めて節電します。 

fPower-up Mode 」 が 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は riOMin 」 〜 「60 Min 」 から選択します。 

• LCD Brightness ( 内部液晶ディスプレイ輝度） 


画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 
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• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- High . 処理速度を高连に設定する 

- Low . 処理连度をほ连に設定する 

参 CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減します。 

- Enabled . 電力消'費をほ減する 

- Disabled . 電力消'費をほ減しない 

) •-部のアプ IJ ケーションソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処巧ま度び遅くなることびあ 

ぉ願ぃ ります。その場合は 「 Disable 山に設定してください。 

参 Display Auto Off ( 表示自動停止時間） 



システム構成と 
パスワ—ドセキュリティ j 

























• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を;ちますち式を選択します。 

- Maximum Performance ... CPU 温度び上昇したときに、本体内にあるファンを高 

连回転させて CPU に風を送り、をやします。 

.Performance . CPU び高温になったときに、本体内にあるファンび作 

動し CPU に風を送り、をやしまず。 

.Battery Optimized ..... CPU び高温になったときに、 CPU の処理速度を 

「 Low 」 にして温度を下げます。 「 Low 」 にしても、温 
度び上がる場合はファンを作動させます。 

1 ^} ■ CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。高熱状態び続く場合は、自動的にレジューム 

f メ E 機能を効かせた状態で電源を切り、バソコンを故障から守ります。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、田田キーを巧して還 
択項目をに 001 in 宜 Method 」 の外に移動します。 


④ PASSWORD 


ユーザ7なワードの論/削除をする 


ユーザバスワードの登録/削除の方法。 r 本章 3-1 ユーヴパスワード」 


▼ Not Registered 

ユーヴパスワードび設定されていないとさに表おされます（標準値)。 

▼ Registered 

ユーヴパスワードび設定されているとさに表示されます。 


_表示装置の設定をする 

▼ Power On Display 

表示装置を逞択します。 

- Auto-Selected (標準値） 

. システム起動時に外部 CRT ディスプレイを接続してい 

るときは外部 CRT ディスプレイだけに、接続していな 
いとさは本体のディスプレイだけに表示する 
- LCD + Analo 巨 RGB ....... 外部 CRT ディスプレイと本体のディスプレイに同時表 

示する 

• SVGA モードに対応していない外部 CRT ディスプレイを接続して、 「 LCD + Analo 呂 RGB 」 
f メ E を逞巧した場合、列部 CRT ディスプレイには画面び表示されません。 
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TV Type 

テレビ受信機を選択します。 

- NTSC ( JAPAN ) 鳩準値） ...... 日本仕様のテレビ受信機 

- NTSC ( US ). 米国仕様のテレビ受信機 

■ PAL . ヨー□ッパ仕様のテレビ受信機 


)BOOT PRIORITY 


Boot Priority 


プート優先順位を設定する 


システムを超動するディスクドライブの順番を設定します。 
- HDD - FDD - CD - ROM * 一 LAN (標準値） 

- FDD - HDD - CD - ROM *- LAN - 


LAN-FDD h 指定のドライブ順に超動する 
LAN-HDD 
HDD-FDD 
FDD-HDD — 

CD - ROM ^ LAN 」 に設定してください。 


- HDD 一 CD - R 匿 
- FDD - CD - ROM * 

- CD - ROM*-LAN 
- CD - ROM*-LAN 
通常は 「HDD 一 FDD 一 

* ドライブび内蔵されていない場合、 「 CD - ROM 」 は表示されません。 

電源を入れたとさや再超動時に、一時的に設定内容と違ラドライブから起動するこ 
とびでをます。 

詳細について。「2章 1- 起動するドライブを変更する場合」 

HDD Priority 

PC Card によって接続するデバイスび本体に取り付けられている場合に、 HDD と 
PC Card のデバイスの超動する順番を設定します。 

- HDD-PC Card 婚準値） 

■ PC Card-HDD 

Network Boot Protocol 


ネットワークからの起動につしで設定します。 

- PXE (標準値） . PXE プ□トコルに設定する 

- RPL . RPL プ□トコルに設定する 


その他の設定をする 


▼ Power-up Mode (レジューム機能） 


レジューム機能を設定します。 

- Boot (標準値） . レジューム機能を無効にずる 

- Resume . レジューム機能を有効にずる 
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▼ CPU Cache (キャッシュ） 

CPU 内のキャッシュメモ u を使用するかどうかの設定をします。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びありまず。 

- Disabled . キャッシュメモ U を使用しない 

- Enabled (標準勧 ....... キャッシュメモ U を使用ずる 

▼ Level 2 Cache 

吕 次キャッシュを使用するかどうかの設定をします。 

に PU Cache 」 び 「 Disabled 」 に設定されている場合は表示されません。 

- Enabled (標準値） 2次キャッシュを使用する 

- Disabled . 2次キャッシュを使用しない 

▼ Dynamic CPU Frequency Mode 

モバイルインテル® Pentium ® 4プ□セッヴ - M モデルのみ表示されます。 

- Dynamically Switchable (標準値） 


. CPU の消'費電力-周波数切り替え機能を有効にし、パ 

ソコンを使用中、必要に応じて自動的に切り替わるよラ 
にします。 

' Always High . CPU の消'費電力.周波数切り替え機能を無効にし、常 

時、高周波数で動作します。 

' Always Low . CPU の消'費電力.周波数切り替え機能を無効にし、甫 

時、低消'費電力-ほ周波数で動作します。 


▼ Auto Power On (タイマ.オン機能） 

■ タイマ-オン機能は1回のみ有効です。起動後は設定びお除されます。 

メ E 

タイマ.オン機能、 Wake-up on LAN 機能の設定状態を示します。 

- Disabled (標準値） ...... タイマ-オン機能、 Wake-up on LAN 機能とも設定さ 

れていない 

- Enabled . タイマ.オン機能、 Wake-up on LAN 機能び設定され 

ている 

タイマ-オン機能、 Wake-up on LAN 機能の設定は 「 OPTIONS 」 ウィンドウで 
行います。 

次に 「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は 巧品5^ または 巧 ackSpacel キーで行います。時と分、 
月と曰の切り替えは mm キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 
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参 Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月曰を設定します。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

参 Ring Indicator 

電話回線からの呼び出し信号により、自動的に電源を入れます。 

|" Power-up Mode 」 が 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

また、この機能は PC カードタイプのモデムで使用でをません。 

- Disabled 鳩準値） ...... U ングインジケータ機能を使用しない 

- Enabled . U ングインジケータ機能を使用する 

• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理をのパソコンからの呼び出しにより、自動的に電源 
を入れます。 

「 Built-in LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合に設定できます。 

Wake-up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。 


- Enabled . Wake-up on LAN 機能を使用する 

- Disabled . Wake-up on LAN 機能を使用しない 


▼ Panel Power On/Off (パネルスイッチ機能） 

ディスプレイの開閉による電源の入/切を設定しまず。 
「 Power-up Mode 」 が 「 Resume 」 の場合に表示されます。 

- Enabled . バネルスイッチ機能を使用する 

- Disabled (標準値） ...... パネルスイッチ機能を使用しない 


)CONFIGURATION 


▼ Device Conrig . t ァ八イス-コンフィワ j 

ブート時に BIOS が初期化するデバイスを指定する 

- Setup by OS (標準値）.. . OS を□ー ドするのに必要なデノ（イスのみあ]期化する 

それ！;•(外のデノ（イスは 0 S び初期化しまず。この場合、 
「 PC 力ード」内の設定は 「 Auto - Selected 」 固定とな 
り、変更でさません。 

■ All Devices . すべてのデバイスを初期化する 


メ亡 


プレインス I ルされている日 S を使用する場含は 、 「Setup by 日 S 」 を選択することをお 
すすめします。ただし r®PC CARD - Cmt 「 olle 「 Mode 」 を 「 Auto - Selected 」 州こ設 
定ずる場含は 「All Devices 」 に設定してください。 
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I / O ポートの設定をする 


シ U アルポートの割り当てを設定します。 

.Not Used . シ U アルポートを割り当てない 

■ COM ] (標準値)一 

- COM 2 一 指定のポートを割り当てる 

- COM 3 

- COM 4 — 


▼ Parallel 

バラレルポートの割り当てを設定します。 

「Not Used 」 じ(外を選択すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 
「 OPTION 」 ウィンドウの項目について次に説明します。 

• DMA 

DM A チャネルを設定します。 

「Parallel Port Mode 」 び 「 ECP 」 の場合に設定できます。 



▼ HDD 


HDD やドライブの設定 


八ードディスクドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。 
変更はでさません。 


▼ CD-ROM 

* ドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。 

変更はでさません。 

■内蔵されているドライブび CD - ROM ドライブではない場合ち、すべて [ CD - ROM ] と表示 
f メ t されます。 


▼ PC Card 

PC 力ードタイプ （TYPE n または田）のノ V — ドディスク（別売り）からシステム 
を起動させた場合のみ表示されます。 

システムを超動でさる PC カードのタイプ （TYPE n または TYPE の）の八ード 
ディスク（別売り）を PC 力ードス□ットに接続したときのアドレス、割り込みレ 
ベルの設定を表示します。変更はできません。 
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Dde 

PC カードのモードを選択します。 

- Auto-Selected (標準値） 

. プラグアンドプレイに対応した 0 S を使用している場 

合、還択します。 

- CardBus/ 1 6-bit.Auto-Selected で正南に動作しない CardBus 対応の 

PC カードを使用する場合に選択します。 

- PC に Compatible.Auto-Selected や CardBus/ 1己 - bit で正萬に動作しな 

し 、1日- bit PC 力ードを使用する場合に還択します。 


HDD やが部装置の設定をする 


▼ Pointing Devices (ポインティンク装置） 

タッチパッドを使用するか、外部 PS/2 マウスを使用するかを設定します。 

- Auto-Selected (標準値） 

. タッチパッドまたは PS/2 マウスどちらか1つを使用 

する 

PS/2 マウスを接続している場合は、 PS/2 マウスだけ 
び使用でさまず。 PS/2 マウスを接続していない場合 
は、タッチバッドび使用でをます。 

- Simultaneous. タッチパッドと PS/2 マウスを同時に使用する 

▼ Internal Pointing Device 

タッチパッドからの入力を使用するかどうかを設定します。 

- Enabled (標準値） ....... 使用する 

- Disabled. ■(吏用しなし） 
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▼ Floppy Disk 


* フロッピーディスクドライブび内蔵されていない場合、表示されません。 

フ□ッピーディスクドライブのアドレス、割り込みレベル、チャネルの設定を表示 
します。変更はでをません。 


▼ PCI Bus 


PCI バスの割り込みレベルを表示する 


PCI バスの割り込みレベルを表示します。 
変更はでさません。 


PC 力ードのモードを選択する 




▼ Controller 


PERIPHERAL 


FLOPPY D SK /〇 


システム構成と 
パスワ—ドセキュリティ 























▼ Ext Keyboard "Fn" 

外部キーボードの尼团キーの割り当てをします。 

- Enabled . 次のキーを尼丘]キーの代替えキーとして割り当てる 

- Left Ctrl+Left Alt 
- Ri 宫 ht Ctrl + Ri 宮 ht Alt 
- Left Alt+Left Shift 
- Ri 旨 ht Alt + Ri 呂 ht shift 
- Left Alt + CapsL 日 ck 

- Disabled (標準値） ...... IT 巧キーのげ替えキー割り当てをしない 

▼ Parallel Port Mode 

バラレルポートモードの設定をします。 

- ECP (標準値） . ECP 対応に設定する 

大半のプリンクでは、 ECP に設定します。 

- Std . Bi-Direct . 双ち向に設定する 

一部のプ U ンタおよび、プ U ンタ凶がのパラレル装置を 
使用する場合に設定しまず。 

- Windows を使用してしぶ場合は「東芝 HW セットアップ」の設定び有効になり 、 「Parallel 
f メ亡 Port Mode 」 の設定は無効になります。 

▼ Hard Disk Mode 

A - ドディスクのモードを設定しまず。 

項目を変更する場合は、パーティションの再設定を行ってください。 

- Enhanced IDE ( Normal ) (標準値） 

. 通南はこちらを選択する 

- Standard IDE . Enhanced IDE に対応していない OS を使用する場合 

に選択する 

この場合、已 28 M 日までび使用可能となり、残りの容 
量は使用でさません。 


)LEGACY EMULATION 


▼ US 己 KB/Mouse Legacy Emulation 


USB 対応機器の設定をする 


USB キーボードやマウスのレガシーヴポートを行うかどラかを設定しまず。 

- Enabled (標準値） レガシーヴポートを行う 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスび使用 
でをます。 

- Disabled . レガシーヴポートを行わない 


















4 章- 2 BIOS セツトアップ 


▼ US 己 - FDD Legacy Emulation 

フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルの場合、この項目は表示されません。 

US 日フ□ッピーディスクのレガシーサポートを行うかどうかを設定します。 

- Enabled (標準値） ....... レガシーヴポートを行う 

ドライバなしで USB フ□ッピーディスクドライブび使 
用でさます。 

フ□ッピーディスクから起動ずる場合は、こちらに設定 
します。 

- Disabled . レ ガシーヴポー トを行わない 


3^) - [ USB-FDD Le 旨 acy Emulation ] び [ Enabled ] に設定されてし、ても、⑥ BOOT 
'乂モ PRIORITY の [Boot Priority ] の設定値び標準値の 「HDD — FDD 一巳 D-ROM 一 LAN 」 
の場合は、標準八ードディスク占、6起動しまず。 



▼ Built-in LAN 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 


- Enabled (標準値） ....... 有効にする 

' Disabled . 無効にする 



パ X 

ス字 

?ム 

い畐 
と巧 
革と 


y 


VI 
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感パスワードセキュリティ 


本製品では、電源を入れたとを、スタンバイ状態や休止状態から復帰するとさにパス 
ワードの入力を要巧するバスワードセキュ U ティ機能を設定でさます。 

パスワードには、ユーヴノてスワードとスーノ K-J (イヴノ（スワードびあります。 

通常はユーヴバスワードを登録してください。 

スーバーバイヴパスワードは、バソコン本体の環境設定を管理する人のためのちのです。 
スーパーバイヴパスワードを登録すると、スーパーバイヴパスワードを巧らないユーヴ 
は、日 IOS セットアップの設定を変更でをないようにする、などいくつかの制限を加え 
ることびでさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

ユーヴパスワードとスーパーバイヴパスワードに関して、：欠の表をご覧くださし、。 
本節では、ユーヴパスワードの設定方法、キーフ□ッピーディスク *1 の作成方法、スー 
パーノ（イヴノ（スワードの設定方法について説明します。 


ユーザパスワード 

スーバーバイヴ 
パスワード 

設定方法 

キーフ□ッピー 
ディスグ 1 の作成 

-東芝 HW セットアップ 
-日 IOS セットアップ 

《 r 藤 HW セットアップ」で設 
定することをおすすめします。 

BIOS 

セットアップ 

スーパー バイヴ 
バスワード設定 ツール 
陈=「本節2 スーパー 
バイヴバスワード」 


* 1ユーヴノ（スワードを忘れてしまった場合に使用しまず。 

■バスワードは、スーパーバイヴバスワードとユーヴバスワードでは、違5ちのを使用してく 
メ; E ださい。 

Q パスワードとして使用でをる文字 

パスワードに使用でをる文字は;欠のとおりです。 

パスワードは「* * * * (アスタリスク）」で表示されますので画面でお認できません。 
よく確認してから入力してください。 


使用でさるで字 

アルファベット（半角） 

A 目 CDEFGHIJ KLMN 
OPQRSTUVWXYZ 

数字（半角） 

日] 23456789 

記号（単独のキーで入 
力でさる文字の一部） 

-へ@ [] : :， . / (スぺース） 

使用でさないで字 

•全角文字にバイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】 漢字、カタカナ、ひ6がな、日本語入カシステム 
が供給する記号など 

-単巧のキーで入力でさない（入力するとをに IShiftl キー 
などを使用する）文字 

【例】 1 (バーチカルライン）、& (アンド）、 

~ (チルダ）など 

-¥ (エン） 

¥キーやて5キーを巧すと¥び入力されます。 


122 



























® ユーザパスワード 


〇ユーザパスワードの登録 

キーフ□ッピーディスクを作成したい場合は、 「 BIOS セットアップ」で登録してくださ 
し、その場合 フォー マット済みの 2 DD または 2 HD (1.44 MB ) フ□ッピーディスク 
び必要です。また、フ□ッピーディスクドライブび内蔵されていないモデルの場合は、 
US 日フ□ッピーディスクドライブ（別売り）を接続してください。 

東芝 HW セットアップでの登録） 

1 

[スタート]■[コント□—ルパネル]をクリック-[プリンタとその他の八一 
ドウェア]をクリック-[まち HW セットアップ]をクリックする 

EH 

[スタート]■[設定]-[コント□-ルパネル]をクリック-[東芝 HW セッ 
トアップ]をダブルクリックする 

2 [パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[登録]をチ:！;ックする 

バスワードび登録されている場合は、[登録]にチェックびついています。その場合は、パス 
ワードを削除してから登録してください。 

■ノ（スワードの削除。「本節1 - ユーヴノ（スワードの削除」 

3 [パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 ロボタンをクリックする 

4 [パスワードの確認]に同じパスワードを入力し、にのボタンをクリック 
する 

D 表示されるメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 
( Q 己 IOS セットアップでの登録） 

1 BIOS セットアップを起動する 

6®= 「本章 2-1 起動方法」 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORD 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

控 pace 」 または I Backspace 」 キーを巧す 

バスワード入力画面び表示されます。 

パスワードび登録されている場合は、 「 PASSWORD 」 に 「 Registered 」 と表示されまず。 
その場合は、バスワードを削除してから、登録してください。 

防ノ（スワードの削除ち法〇 r 本節1 - ユーヴノくスワードの削除」 

3 ユーザパスワードを入力する 

バスワードは10文字！;!内で入力します。入力すると]文字ごとに*び表示されます。 
入力でさる文字。「本節-バスワードとして使用でさる文字」 


a システム構成と 
I パスワ—ドセキュリティ 

















4 I Enter I キーを 押す 

1 回目のパスワードび確認され、パスワードの再入力画面び表示されまず。 

5 2回目のパスワードを入力する 

パスワードは手順 3 と同じパスワードを入力してくださし、入力すると 1 文字ごとに*び表 
示されます。 

6 I Enter I キーを 巧す 

ユーヴパスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、再度パスワードの入力画面び表示されます。手順 3 からやり直してください。 

7 パスワードの設定が終了した!5、岡+円キーを巧す 

本製品では、 「 F 瓦+円び ra キーの機能を持ちます。 

なのようなメッセージび表示されます。 

Are you sure ? (Y/N) 

The changes you made will cause the system to reboot. 

Insert password service disk if necessary. 

8 キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フ□ッピーディスクをセットし 
て团キーを巧す 

作成しないでそのまま終了する場合はフロッピーディスクをセットせずにのキーを押しま 
す。 BIOS セットアップの画面に戻るには四キーを巧します。 

手順 9 はキーフ□ッピーディスクを作成する場合の手順です。 

9 キーフ□ッピーディスクを作成する 

① フォーマット済みの吕 DD または 2 HD (1.44 MB ) フ□ッピーディスクをセットずる 

② のキーを巧ず 

次のメッセージび表示されます。 


Password Service Disk Type ?(1:2HD,2:2DD) 


③セットされているフ□ッピーディスクが吕 H □の場合はのキーを、 2 DD の場合は 
固キーを巧す 

フ□ッピーディスクへの書さ込みを開始しまず（フ□ッピーディスクびセットされて 
いない場合は、そのまま終了します)。 

フ□ッピーディスクへの書さ込みび終了すると、なのメッセージび表示されます。 


Remove the password service 曰 isk, then press any key. 


④フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧して終了する 

0®= キーフ □ッピーディスクの使いかた 

〇「本節 1- ユーヴバスワードを忘れてしまった場合」 


















4 章- 3 バスワードセキュ U テイ 


颐〇町 

[スタート]-驗定]-[コント□-ルパネル]をクリック-[東芝 HW セッ 
トアップ]をダブルクリックする 

[パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[未登録]をチェックする 

[パスワードの入力]に登録してあるパスワードを入力し、にのボタンを 
ク U ックする 

表示されるメッセージを確認し、 [ OK ] ボタンをクリックする 

1 ^) ' バスワードの入カエラーび3回続いた場合は、バスワード削除の操作びでさなくなりまず。 

f メ E この場合は、バソコン本体の電源を入れ直し、再度設定を行ってください。 


( P 己 IOS セットアップで①削除^ 

1 BIOS セットアップを起動する 

6®= 「本章 2-1 起動方法」 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORD 」 の 「 Registered 」 に合わせ 、| Space 1^ 
たはを ackSpace I キーを押す 

パスワード入力画面び表示されます。 

ゴ登録してあるユーザパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

4 I Enter I キーを 巧す 

ユーヴパスワードび削除されます。 

入力したユーヴパスワードび登録したユーヴパスワードと異なる場合は、ビープ音び鳴りエ 
ラーメッセージび表示されたを、パスワードの入力画面び表示されます。手順3からやり直 
して < ださい。 

•入カエラーび 3 回続いた場合は、(後バスワードの項目に力ーソルび移動できなくな D ま 
f メ t す。この場合には、パソコン本体の電源を入れ直し、再度設定を行ってください。 


9ユーザパスワードの削除 


( Q 東芝 HW セットアップで①削除） 

1 mg 

[スタート]-[コント□ールパネル]をクリック-[プリンタとその他の八一 
ドウエア]をクリック-[東芝 HW セットアップ]をクリックずる 


2 3 4 



システム構成と 
I パスワ—ドセキュリティ、 

















( Q ユーザパスワードを忘れてしまった場合) 

キーフ□ッピーディスクを使用して、登録したノ（スワードの解除と再設定びできます。 
また、再設定したパスワードのキーフ□ッピーディスクち作成でさまず。 

キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フォーマット済みの 2 DD または 2 HD 
(1.44 MB ) フ□ッピーディスクび必要です。また、フ□ッピーディスクドライブび内 
蔵されていないモデルの場合は、 USB フ□ッピーディスクドライブ（別売り）を接続 
してください。 

•キーフ□ッピーディスクは、スタンバイ実行時には使用できません。これらの機能を実行中 
■メ亡 に、バスワードをちれてしまった場合は、おおくの保守サービスにご相談ください。 

バスワードの解除を保守サービスに依頼される場合は、有償でず。またそのとさ、身分証日月 
書（お客様ご自身を確認でをる物）の提示び必要です。 

① rPassword = J と表示された5、キーフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクド 
ライブにセットして、 I Enter I キーを巧す 

ノてスワードび解除され、次のメッセージび表示されます。 


Set Password Again ? ( Y / N ) 


②ユーザパスワードを再設定する場合は、团キーを巧ず 

セットアップ画面び表示されます。「本節 1 -BIOS セットアップでの登録」の手順 2 
じ(降を行ってください。再設定後、システムび再起動します。 

ユーザパスワードを再設定しない場合は、四キーを巧ず 

ノ くスワードび解除され、次のメッセージび表示されます。 


Remove the Disk , then press any key 


フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを巧すと、システムび再起動します。 

〇ユーザパスワードの巧更 

ユーヴパスワードの削除を行ってから、登録を行ってください。 

防 r 本節1 - ユーヴノてスワードの削除」、 r 本節1 - ユーヴノくスワードの登録」 
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4 章- 3 バスワードセキュ U テイ 


[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

rc：¥Program Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool¥ 
SVPW 32. exe 」 と入力する 

[ OK ] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「 README . HTM 」 をご覧ください。 


[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

rc：¥Program Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool¥ 
README . HTM 」 と入力する 

[ OK ] ボタンをクリックする 


〇 fREADME.HTMJ の起動方法 


^スーパーバイザパスワード 


r スーバーバイヴバスワード設定ツール」で、 Windows 上からスーパーバイヴパスワー 
ドの設定や設定の変更びでさます。 


メち 


パスワードは、スーパーバイヴパスワードとユーザパスワードでは、違ラものを使用してく 
ださい。 


〇起動方法 


^3>パスワードの乂力 

ユーヴバスワードび設定されている場合、電源を入れると次のよラになりまず。 

•「 Password :」 と表示される 

• 画面び'消えた状態になる（タイマ-オン機能び設定されているとさ） 

この場合は、巧のよラにするとパソコン本体び超動します。 

1 設定したとおりにパスワードを入力し、医を^キーを巧す 

Arrow Mode 回 LED、Numeric Mode 面 LED は、パスワードを設定したときと同じ状 
態にしてください。 

ユーヴパスワードを忘れた場合は、キーフ□ッピーディスクを使用してください。 

0®^ キーフ□ッピー ディスクの使いかた 

〇「本節 1- ユーヴパスワードを忘れてしまった場合」 

•バスワードの入力5スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入れ直し 
メ亡 て < ださい。 


127 


12 3 


12 3 


a システム構成と 
I パスワ—ドセキュリティ/^ 













( Q 起動時にユーザパスワードを入力した場合) 

スタンバイまたは休止状態を実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を起動する 
には、ユーヴパスワードまたはスーパーパ'イヴパスワードを入力してください。 

1 ^) •スーパーバイヴパスワードで、ユーヴパスワードか5の起動による制限事項を設定している 
’メ亡 場含、ユーヴパスワードで起動すると制限を受けます。 

スーパーバイヴパスワードは「スーパーバイザパスワード語:定ツール」で設定します。 

^ 「スーパーバイヴパスワード設定ツール」について 
〇「本節2スーパーバイザパスワード」 

( P 起動時にスーパーバイザパスワードを入力した場合) 

スタンバイを実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を超動するにはスーパーバ 
イヴパスワードを入力してください。ユーヴパスワードの入力は受け付けません。 

休止状態を実行して電源を切った場合、再びパソコン本体を超動するには、ユーヴバス 
ワードまたはスーバーバイヴバスワードを入力してください。 

■スーバーバイヴバスワードで、ユーヴバスワードからの起動による制限事項を設定している 
■メ E 場合、ユーヴパスワードで起動すると制限を受けます。 

スーバーバイヴバスワードは「スーバーバイヴバスワード設定ツール」で設定します。 

「スーバーバイヴバスワード設定ツール」について 
〇「本節2スーバーバイヴパスワード」 
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再セットアップ 

本製品に同捆されているリカバリ CD-ROM を使って、 

システムやアプ U ケーシヨンをご購入時のが態に戻すことびでさます。 
本章では、 U カバ U CD-ROM の使いかたについて説明します。 

1 再セットアップとは . 130 

2 標準システムを復元する . 131 




够再セットアップとは 


システムやアプ U ケーシヨンをご購入時の状態に1」カバ U (復元）することを再セット 
アップといいます。 

Q 再セットアップび化要なとを 

なのようなときに、再セットアップしてください。 

• C ドライブをフォーマットしてしまった 
♦八ードディスク内のシステムファイルを削除してしまった 
♦電源を入れてち、システム （ Windows ) び起動しない 
参パソコンび正しく動作しない など 

Q 再セットアップする前に 

「7章困ったときは」に、し)ろいろなトラブル瓶夫ち法び書かれてしほす。そちらをご覧 
のうえ、おミ夫でさないとさに再セットアップしてください。再セットアップずると、八一 
ドディスク内に保存されていたデータは、すべて'消えてしまいまず。ご購入後に作成した 
ファイルなど、必要なデータは、あらかじめが部記憶メディアにイ呆存してください。 

また、 八ードウエアなどの設定は、すべてご購入時の状態に戻ります。再セットアップ 
後を現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

〇リカバリ CD - ROM / アプリケーシヨン CD-ROM について 

本製品には巧セットアップのとをに使用する U カバ1」 CD - ROM び同巧されています。 
6®= 「本章2標準システムを復元する」 

また、本製品にプレインス I -ールまたは添付されているアプ U ケーシヨンび入っている 
アプリケーシヨン CD - ROM ち同栖されています。 

アプ U ケーシヨンの一覧および概要、ま意事項とインス!-ール方法については、アプリ 
ケーシヨン CD - ROM をセットし、表示される画面をご覧ください。 

- U カバ U CD - ROM / アプ IJ ケーシヨン CD-ROM は絶対になくさないようにしてくださし、。 
f メ f 紛失した場合、再発行することはでさません。 








® 標準システムを復元ずる 


本製品にあらかじめインス!-ールされている Windows やアプ U ケーションを復元し、 

ご購入時の状態に戻します。 

•復元の途中、一定時間キーを巧さない（タッチバッドの操作を含む）場合、画面に表示され 
f メ E る内容び見えなくなりますび、故障ではありません。画面を表示するには、 [ Shif り牛一を巧ず 

か、タッチパッドをさわってください。 

Q が要なちの 

なのをのを使用します。 

• 1」カバ U CD-ROM 
♦取扱説明書（本書） 

ドライブび内蔵されていない場合、外付け CD - R / RW ドライブ狸ま： PACDR 002) 
などをご用意ください。 

Office 搭載モデルの場却ホ、上記に加えて製品に同おされている次のものを使用します。 

• Microsoft ® Office XP Professional または Microsoft ® Office XP Personal 
CD-ROM 

• Microsoft ® Bookshelf ® Basic CD-ROM または Microsoft ® Office XP ツール 
CD 

• アプリケーション CD-ROM 

「Microsoft Office XP , Microsoft Bookshelf 日 asic の修正モジュール OFCInNT 
(修正モジュール)」をインス!-ールします。 

防アプ U ケーシ ョン CD-ROM 

〇「本章]- U カバ U CD - ROM / アプ U ケーション CD - ROM について」 

Q 準備 

♦必要なデータを保存する 

システムを復元すると、八ードディスクの内容はすべて削除されます。必要なデータ 
は、フ□ッピーディスクなどにあらかじめバックアップをとって保存してください。 
♦パソコンを購入時の状態に戻す 

増設した外付け八ードディスクドライブやメモ U など、ご購入後に追加した周辺機器 
を取りはずしてください。 

周辺機器の取りはずし。「3章本体の機能」 











AC アダプタと電源コードを接続する 

r リカバリ CD-ROM Diskl 」 をセットして、パソコンの電源を切る 

参ドライブが内蔵されていない場合 

パソコンの電源を切り、外付け CD - R / RW ドライブなどを接続してから、「1」カバ I 」 
CD-ROM Diskl 」 をセットしてくださし、。 

キーボードの尼！！]キーを巧しなが!5、パソコンの電源を入れる 

日または因キーで CD のアイコン ) に力ーソルを合わせ 、I Enter I 
キーを巧す 

[初期インストールソフトウエアの復元]び表示されまず。 

購入時の:!犬態に復元する場合は田キーを、現在のパーティシヨン設定をそ 
のまま使用する場合は固キーを、パーティシヨン設定を指定する場合は国] 
キーを巧す 

团キーを押すと、八ードディスク上のデータはすべて消失します。詳細は、「本節八ード 
ディスクの内容をすべて消去ずる」を参照してください。 


巧期インストールソフトウ X アの巧元 


宙元モホさ置巧してくださ u 

ご巧入時のげ張にほ元 
ぶ J J トティシ3ンサイズをををせずIこ巧元 
过 J トティションサイズ対旨ちして巧元 
1ードディスク上のをデータの;'肖ま 


参田]キーを巧した場合 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」というメッセージび表示されます。 
手順巨に進んでください。 

参回キーを巧した場合 

「先頭パーティションのデータは、ずべて削除されまず！」といラメッセージび表おさ 
れます。 

手順己に進んでください。 

参固キーを巧した場合 

「八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」というメッセージび表ホされます。 

① 囚 キーを 押ず 

[ノ くーティションサイズの指定]画面び表示されます。 

② [ E ] または0キーを使ってバーティションのサイズを指をする 
ここでは八ードディスクに対する C ドライブのサイズを設定します。 

ディスク容量び残った場合は管理ツールで設定してくださし、。 

B ぞ設定ち法について〇 r 本節ノ くーティションを設定する」 

③ I Enter I キーを 押す 

「復元を開始します！」というメッセージび表示されます。 

手順7に進んでください。 


〇操作手順 


12 3 4 5 
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已章 -2 標準システムを復元する 


6 復元を行う場合はのキーを、行わない場合は四キーを押す 

のキーを巧すと、「復元を開始します！」といラメッセージび表示されます。 

7 復元を実行する場合はのキーを、復元を中止する場合は四キーを巧す 

復元中は、次の画面び表示されます。 



8 表示されるメッセージに従って復元を行う 

復元中に次のメッセージび表示された場合巳 D を入れ替え、 Enter I キーを巧してください。 
処理が続さます。 



復元が完了すると、終了画面が表示されます。 


巧!巧インストールソフトウェアのほ元 


r 巧巧インストールソフトウ1アの谋元 JI ま完了しました。 
CD - 防 M やフロッビーディスクを巧いてから、巧かキーを 
巧して、マシンを再起かしてくださし、。 


9 CD を取り出し、何かキーを押す 

外付け CD - R / RW ドライブなどを接続している場合は、電源スイッチを押してパソコンの電 
源を切りドライブを取りはずしてから、をラ1度電源スイッチを巧してください。 
システムび再起動します。 

10 Windows のセットアップを行う 

防 Windows のセットアップについて。 n 章 2-2 Windows XP のセットアップ」 

「1章 2-3 Windows 2000のセッ h アップ」 

ご購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちラ]度設定 
をやり直してください。また、周辺機器の接続、お客様ご自身で追加されたアプ U ケー 
シヨンのインス!ルも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続について。「3章11インタフェースへの接続」 





















































コンピュータの管理ちになっているユーザアカウントで□グオンする 

[コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クする 

[管理ツール]をクリックする 

[コンピュータの管理]をダブルクリックする 

[ディスクの管理]をクリックする 

設定していないバーティションは[未割り当て]と表示されます。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 
表示されるメニューか!5持 if しいパーティション]をクリックする 

[新しいパーティションウィヴード]び起動します。 

[次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

:欠の項目を設定します。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-フオー マット 
-ファイルシステム 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正南]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

ヘルプの起動 


Office 搭載モデルの場合) 

Microsoft Office りは、1；(下の手順では復元されます。 

Windows のセットアップび終了した後に、アプ1」ケーシヨンのパッケージに同捆され 
ている説明書を必ず参照のラえ、インス I -ールしてください。 

インス!ル終了後、アプ U ケーシヨン CD - ROM の 「Microsoft Office XP , 
Microsoft Bookshelf Basic の修正モジュール OFCInNT (修正モジ:！ール)」をイン 
ス I -ールしてくださし、。 

(*1 ) Microsoft ® Office XP Professional または Microsoft ® Office XP Personal 

O パーテイシヨンを設定する 

ノくーテイシヨンの設定を変更して標準システムを復元した場合は、復元後すみやかに次 
の設定を行ってください。 


12345678 9 


1 メニユーバーか!5 [ヘルプ]-[トピックの検索]をクリックする 









已章 -2 標準システムを復元する 


パソコン上のデータは、削除操作をしてを実際には残っています。普通の操作では読み 
取れないようになっていますび、特殊なち法を実行すると削除したデータでも再現でき 
てしまいます。そのようなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲渡する場合 
など、他人に見られたくないデータを読み取れないよラに、消去することびでをます。 
心「己章3廃棄.譲;度について」 

八ードディスクの内容をすべて消去するには、次のように行ってくださし、。 

AC アダプタと電源コードを接続する 

「リカバ U CD-ROM Diskl 」 をセットして、パソコンの電源を切る 

キーボードの [ EH ] キーを巧しなび！5、パソコンの電源を入れる 

日または^キーで CD のアイコン（〇)に力ーソルを合わせ、 [ Ent ^ 
キーを押す 

[初期インス I -ールソフトウエアの復元]画面び表示されまず。 



团キーを 押す 

r 八ードディスクの内容は、すべて削除されます！」といラメッセージび表示されます。 

のキーを巧す 

データの消まち法を選択する画面び表示されます。 

処理を中止ずる場合は、网キーを巧してください。 


巧巧インストールソフトウュアのほを 


ディスク上のをデータぞ巧モします。 
巧ちホホを适巧してください。 

Jj 情おデータの則巧 （20 GB で約30 9) 

ぶ]«密データの則巧 （20 GB で約8時間） 
(ホ国国枯おちモ巧 DoD 5220.22 - M ) 


目的にあわせて、田または图キーを巧す 

通常は、 m キーを押してください。データを読み取れなくなります。 

より確実にデータを消ちするためには、回キーを押してください。数時間かかりますび、 
データは 消去されます。 


〇 J \- ドディスクの内容をすべて消去する 


12 3 4 


5 6 


7 


















136 




6 

パソコンの取り扱い 

曰常のパソコンのお手入れやパソコンを廃棄する 
ときなどについて説明しています。 

1 オンラインマニュアルについて . 138 

2 日常の取り扱いとお手入れ . 139 

3 廃棄•譲渡について . 144 

4 アプリケーションのお問い合わせ先 ....... 147 






めオンライン7ニユアルについて 


Windows び起動しているときに、取扱説明書体書）をパソコン画面上で見ることび 
でさます。 

Windows 2000モデルの場合は 「Adobe Acrobat Reader 」 と「オンラインマニュ 
アル」それぞれのインス!-ールび必要です。 

① アプ U ケーシヨン CD - ROM をセットする 
CD - ROM は複数枚入っている場合びあります。 

② 表示されるメッセージに従ってインス!-ールを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[開く]ボタンをク U ックして 
<ださい。 

Q 起動方法 

1デスクトップの[オンラインマニュアル]アイコンをダブルクリックする 

また、次の方法でち起動でさます。 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[オンラインマニュアル]をクリック 

EHOI 

[スタート]-[オンラインマニュアル]をク1」ック 


「Adobe Acrobat Reader 」 と「オンラインマニュアル」び起動します。 


巧めて 「Adobe Acrobat Reader 」 を起動したときは、[ソフトウ王ア使用許諾契約 
書]画面び表示されまず。契約内容をお読みのラえ、[同意する]ボタンをク1」ックし 
てください。[同意する]ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Acrobat Reader 」 を 
ご使用になれません。また、「オンラインマニュアル」を見ることはでさません。 







&日常の取り扱いとお手入れ 


/ Vi \ ま意 


V 

曰萬の取り扱いでは、：欠のことを守ってください。 

〇パソコン本な： 

•機器のミちれは、柔らかい乾いた巧で拭いてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってからおをます。 

ベンジン、シンナーなどは使用しないでくださし、。 

•薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

♦ディスプレイは静かに閉じてくださし、。 

♦使用でさる環境は次のとおりです。 

温度已〜3已で、湿度20〜80% 

• 次のよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所 

非常に高温またはほ温になる場所 

急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため） 

強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く） 

ホコ U のをい場巧 
振動の激しい場所 
薬品の充満している場戸斤 
薬品に触れる場所 

♦使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。 

本体の動作状況により発熱しているだけで、故障ではありません。 

Q 電源コード 

電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、 
プラグにホコ U びたまることびありまず。定期的にホコ U をなさ取ってくださし、。 

〇キーボード 

乾いたやわらかい素材のされいな巧で巧いてくださし、。 

ミちれびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってなきます。 

キーのすさまにゴ5び入ったとさは、掃除機などで吸い出します。ゴ5び取れないとを 
は、お使いの機種をごお認後、お買いホめの販売店、または保守サービスにご連絡くだ 
さい。 

飲み物など液体をこぼしたとさは、電源を切り、 AC アダプタとバッテ U バックを取り 
はずしてからお買い巧めの販売店、または保守サービスに連絡し、交換を依頼してくだ 
さい（有償)。 


•お手入れの前には、必ずバソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、電源コードを^ 
AC 電源か6巧いてください。電源を切6ずにお手入れをはじめると、感電ずるおそ 
れがありまず。 

•機器に強い衝撃やか圧を与えないようにミ主意してください。 

製品には精密部品を使用しておりまずので、強い衝撃やが圧を加えると部品び故障ず 
るおそれびありまず。 J 















o タッチパッド 

乾いた柔らかい素材のきれいな巧でおいてください。 

ミちれびひどいときは、水かめるま湯に浸した巧を固くしぼってからなきます。 

〇液晶ディスプレイ 


(〇画面のお手入れ） 

• 画面の表面には偏向フィルムび貼られています。このフィルムは傷つをやすいので、 
むやみに軸れないでください。 

表面びミちれた場合は、柔らかくをれいな巧でなさ取ってください。水や中性洗剤、揮 
発性の有機溶剤、化ぎぞラさんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶表示素テは、ガラス板間に液晶を配向処理してを入してあります。そのため、圧 
力びかかると配向び乱れ、元に戻らなくなる場合びあります。 

(〇バックライト用堂光管について） 

液晶ディスプレイに表示されている内容を見るためにバックライト用堂光管び内蔵され 
ています。バックライト用堂光管は、ご使用になるにつれて発光量び徐々に減少し、表 
示画面び暗くなります。表示画面び見づらくなったときは、お使いの機種をご確認を、 
お買いホめの販売店、またはお近くの保守サービスにご相談ください。有償にて交換い 
たします。 


(〇 表示にっぃて） 

TFT カラー液晶ディスプレイは、非甫に高度な技術を駆使して作られていますび、ごく 
一部に非点な、甫時点ななどの表示び存在することがあります。故障ではありませんの 
であらかじめご了をください。 

〇持ち運ぶとを 

持ち運ぶとさは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを守ってください。 

• 電源は必ず切ってください。電源を入れた状態、またはスタンノ（イ状態で持ち運ばな 
いで < ださい。 

電源を切った後も、 Disk ® LED び点灯中は動かさないでください。 

• かばんなどにノくソコンを収納するときは、必ず電源び切れていることをごお認くださし、。 
参急激な温度変化廣し喔外から暖かし喔内への持ち込みなど）を与えないでください。 
やむなく急な温度変化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるよラ 
にしてくださし、。 

参外付けの装置やケーブルは取りはずしてくださし、。 

また、フ□ッピーディスクや CD / DVD びセットされている場合は、取り出してく 
ださい。 

















巨章- 2 曰常の取り扱いとお手入れ 


•落としたり、強いショックを与えないでください。また、曰の当たる自動車内に置か 
ないで < ださし、。 

故障の原因になります。 

♦ディスプレイを閉じてください。 

〇フロッピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱うときには、なのことを守ってくださし、。 

♦フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した場合 
に備えて、定期的に複製を作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負いま 
せんので、あらかじめご了承くださし、。 

•シャッター部を開けて磁性面を触らないでくださし、。 

ミちれると使用でをな<なります。 

♦スピーカなど強い磁気を発するちのに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびありまず。 

♦直射曰光に当てたり、高温のちのに近づけないでください。 

參本やノートなど重いちのを上に置かないでくださし、。 

♦使用場所、保管場所の温度は;欠のとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

已~3已 °C 

4〜已 3 °C 


♦ラベルは正しい位置に貼ってください。 

貼り替えるとさに重ね貼りをしないでください。 

♦ホコ U のをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

♦保管の際は、プラスチックケースに入れてくださし、。 

•食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないでくだ 
さい。 

♦ 3 .己型フ□ッピーディスクはソニー（株）製の3.已型フ□ッピーディスク （2 DD / 
2 HD ) を使用することを推奨します。 

他のフ□ッピーディスクは、規格外などで使用でをなかったり、フ□ッピーディスク 
ドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びあります。 

〇フロッピーディスクドライブ 

市販のク U — ニングディスクを使って、 ] ヶ月に1回を目まにフ□ッピーディスクドラ 
イブをク1」一ニングしてください。 















O CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、 
データを保護するためにち、次のことを必ず守ってお取り扱いください。 

参 CD / DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読 
み込むことびでをなくなります。 

♦ CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に 
置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでくださし、。 

♦ CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してくださし、。 

参 CD / DVD を持つとさは、外側の端か、中央 

の穴のところを持つようにしてください。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確 
にデータび読み取れなくなることびあります。 



参 CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでくださし、。 

参 CD / DVD びミちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧で拭き 
取ってください。 

円盤におって環状におくのではなく、円盤の中むからが側に向かって直線巧におくよ 
うにしてください。乾燥した巧では拭を取れない場合は、水か中性洗剤で湿 b せた巧 
を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでください。 

• CD / DVD のかたよった位置にシールなどを貼らないでください 。 CD / DVD び正 
常に回転しなくなり、 CD / DVD の損傷などの原因になります。 

Q データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ 又、ソウ了ッ プをとって保存してくださし、。 

バックアップとは八ードディスクやアプ U ケーシヨンの故障などでファイルび使用でを 
なくなったとをのために、あらかじめファイルをフ□ッピーディスクや CD - R 、 CD-RW 
などにコピーしておくことです。 

本製品は次のよラな場合、スタンバイまたは休止状態び無効になり、本体内の記憶内容 
び変化し、消'失するおそれびあります。 

♦誤った使いかたをしたとを 

♦静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

参長時間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) の充 
電量びなくなったとさ 
♦故障、修理、バッテ U 交換のとを 

♦バッテ U 駆動で使用しているときにバッテ U バックを取りはずしたとを 
参増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消'失など、八ードディスクやフ□ッピーディスク、 CD - R 、 CD-RW 
などに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらか 
じめご承知ください。 











巨章- 2 曰常の取り扱いとお手入れ 


〇巧守ヴービスについて 

保守サービスへのご相談は、『東芝 PC サポートのご案内』をご覧ください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて'消ちされます。 

保守-修理に出ず前に、必要なデータのバックアップをとってください。 

Q 消耗品について 

次の部品は消耗品です。 

•バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池） 

長時間の使用により消耗し、充電機能びほ下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ1」パックと交換してください。 

• 時計用バッテ U (交換は有償でず） 

〇巧守部品（補修用性能部品）の最低巧ち巧巧 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品のイ呆守部品の最低保有期間は、製品発表月から己年日ヶ月です。 










を廃棄 • 譲激こついて 


( P バッテリパックについて） 

不要になったノくッテ1」パックは、貴重な資源を守るために廃棄しないで充 
電式電池1」サイクル協力店へお持ちください。 

その場合、ショート防止のため電極にセ□八ンテープなどの絶縁テープを 
貼ってください。 

バッテリパック（充電式電池）の回収、リサイクルおよび IJ サイクル協力店に関するお問い合わせ先 

社団法人電池工業会 

TEL : 03-3434-0261 

ホームぺージ： http :// www . baj.orjp 

(〇パソコン本体について） 

本製品を廃棄するとをは、地ち自治体の条例または規則に従って処理してください。詳 
しくは、各地ち自治体にお問い合わせくださし、。 

(本製品は、プ U ント基板の製造に使用するはんだには鉛び、 LCD 表示部に使用してい 
る堂光灯には水銀び含まれています。） 

企業でパソコンをご使用のお客様へ 

本製品を廃棄するとさは、産業廃棄物として扱われます。 

ま芝は、廃棄品の回収と適切な巧使用-再利用処理を有償で実施しています。 

使用済みになった東芝製品については、ま芝の回収-処理システムをご利用いたださま 
すようお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 

ま芝パソコン U サイクルセンター 
TEL : 04已-已] 0-02 已已 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00吐•日-祝日-当社指定の休日を除く） 

FAX : 04巳-已〇日-7983 (受付日寺間：吕4日寺間） 

(〇パソコン本体の廃棄-譲渡時の八ードディスク上のデータ消去に関するご注意） 

最近、バソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってを 
ております。これらのパソコンの中の八ードディスクという記憶装置に、お客様の重要 
なデータが記録されています。 

したびって、そのパソコンを譲ミ度あるいは廃棄するとさには、これらの重要なデータ内 
容を消去するということび必要となります。 

ところび、この八ードディスク上に書さ込まれたデータを消去するといラのは、それほ 
ど簡単ではありません。 

「データを消去する」という場合、一般に 

♦データを「ごみ箱」に捨てる 
♦「削除」操作を行ラ 

♦ r ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 
♦ソフトで巧]期化（フォーマット）する 
♦ 付属のリカバ U CD - ROM を使い、ご購入時の状態に戻す 


镑 

Li-ion 











などの作業をすると思いますび、これらのことをしても、八ードディスク上に記録され 
たデータのファイル管理情報び変更されるだけで、実際はデータは見えなくなっている 
という状態なのです。 

つまり、一見消去されたよラに見えますび、 Windows などの 0 S のちとで、それらの 
データを 呼び出す処理びでさなくな っ ただけで、本来の データは 残っているといラ状態 
にあるのでず。 

したびって、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデータを 
読みとることび巧能な場合びあります。このため、悪意のある人により、パソコンの 
八ードディスク上の重要なデータび読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれび 
あります。 

パソコンユーザび、廃棄■譲ミ度などを行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータが流 
出するというトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、 
ユーヴの責任において消去することび非常に重要となります。 消去するためには、専用 
ソフトウ ェア あるいはサービス(共に有償)を利用するか、八ードディスク上のデータを 
金植や強磁気により物理的-磁気的に破壊して、読めなくすることを巧奨します。 

なお、八ードディスク上のソフトウェア （0 S 、 アプ U ケーシヨンソフトなど）を削除 
することなくバソコンを譲ミ度すると、ソフトウェアライセンス使用許諾舆約にお触する 
場合びあるため、十分な確認を行ラ必要があります。 

企業 ユーザ 様向け データ 消去 サービス に関して 

ま芝グループでは、重要データ.機密データの流出を防止ずるために次のサービスを提 
供しています。詳細はちホームページで確認してくださし、。 

【ホームぺージアドレス】 

ま芝パソコンシステム株式会社 

Service To Order 「データ消'モサービス」（有償） 

http :// www . toshiba - tops . co . jp / sto / sitaclori / sita _3 .html 

ま芝情報機器株式会社 

「データ消去サービス」（有償） 

http :// www . toshiba - tie . co . jp / support / clataeraser / index.html 

本製品ではパソコン上のデータをすべてミ肖ちすることびでをます。 

すべてのデータのミ肖去。「已章2-八ードディスクの内容をすべて消'去する」 

この機能は、 Windows などの 0 S によるデータの消去や初期化とは違い、八ードディ 
スクの全領域にデータを上書さするため、データび復元されにくくなります。 

ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でを、特殊な装置の使用によりデータ 
を復元される可能性はゼ□ではありませんので、あらかじめご了をください。 



データ消'去については、次のホームページち参照してくださし、。 
URL http :// dynabook . com / pc / eco / haiki.htm 









( Q お客様登録の削除について^ 

お客様登録されている製品を廃棄される場合は、「パソコンお客様ご登録係」までご連 
絡のうえ、登録の削除の手続きをお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 

バソコンお客様ご登録係 
TEL : 043 -278 -已997 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (± .日-祝日.特別休日を除く） 






© アプリケーンヨンのお問い合わせ巧 


本製品にインス!-ールされているアプリケーションのお問い合わせ先をご紹介します 
に003年3月現在)。 

インス!ルされているアプリケーシヨンは、ご購入のモデルにより異なります。 


Acrobat Reader / ConTigFree/Microso け® Internet Explorer / 

Microsoft ® 日 utl 日 c ) l <® Express / PC 診断 ツー ル/東芝省電カ ユーティ U ティ/ 

東芝 HW セットアップ/内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ 

東芝（東芝 PC ダイヤル） 

お問い含わせの隙には「お客様登録番号」をお伺いしております。あ6かじめ「お客様登録 
(ユーヴ登録）」を行っていただきますよラお願い申し上げます。 

ナビダイヤル 

TEL : 0己 70-00-3 100 (ヴポート料無料） 

受付時間：目:00〜1目:00 (年中無休） 

システムメンテナンスのため、ヴポートを休止させていただく場合がございます。 

なお、システム><ンテナンスの日程については、 dyriabook . com 上にてお知6せいたします。 

電話番号はお間違えのないよラ、お確かめのラえ、おかけいたださますよラお願いいたしま 
す。お客様からの電話は全国目箇所（千葉市、大阪市、名古屋市、福岡市、仙台市、札幌市）の 
最寄りの拠点に自動的に接続されます。 

拠点までの電話料金は有料となります。また海がからの電話、携帯電話などで上記電話番号 
に接続できないお客様、 NTT 喊外とマイラインプラスなどの回線契約をご利用のお客様は、 
043 -2 吕 8-878 日でお受けし てし、 ます。 

戸す章 

■ナビダイヤルでは、ダイヤル後に通話区間料金のアナウンスが流れます。これはお客様 
から全国日箇所の最寄りの拠点までの通常電話料金で、ヴポート料金ではありません。 
•ナビダイヤルでは、 NTT 喊外とマイラインプラスをご契約の場合でを、自動的に NTT 回 
線を使用することになりますので、あ6かじめご了承ください。 










Microsoft® 巳 ookshelf® 目 asic/Microsoft®Excel 2 日日 2/Micr 日 soft® 日 utlook® 2002 
Micrasoft®Word 2002 /Microsoft®P 曰 werPoint®2 日日 2/Mic 「 os 日 ft®Access 2002 


マイク□ソフト株式会社お問い合わせ各種窓 □ 


•無償サポート専用回線 


-セットアップ、インス!-ールに関するお問い合わせ 


TEL :東京： 03-5354-4500 

大阪： 0巨- 6347-4400 

受付時間 ：目:3日〜12:00、13:日〇〜19:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日） 

(マイク□ソフト株式爸社休業日、年未年始、祝祭日を除く) 
期間、回数：指定はございません。 


• 基本操作に関するお問いをわせ 
TEL :東京： 03-5354-4500 

大阪： 0巨- 6347-4400 
受付時間 ：日:3日〜12:日0、 13:00-19:00 
10:00-17:00 (±曜日） 

(マイク□ソフト株式含社休業曰、 
期間 ：指定はございません。 


回数 ：4件のご質問 


评日) 


年末年始、 


祝祭日、日曜日を除く) 


• 早急に回答が必要な場含 
サポートオンライン 

http;//www.micrasoft.com/japan/supp 曰 rt/ 

サポートオンラインではよく寄せ6れる質問の回答集を検索することがでさます。 

-情報交換しながら問題解決する 
ニュースヴループ 

http;//www.micrasoft.com/japan/support/news 旨 raup/o し news 旨. htm 
ニュースグループではマイク□ソフト製品に関して他の方や技術的な知識を持った方とコ 
ミュニケーションすることができます。製品情報やヒント、テクニックの交換の場として 
ご活用 < ださい。 

※ニュースグループに参加する際は、上記 URL 内にある「サービスの範囲とルール」を必ずご覧ください。 

ニュースを閱覽/巧稿する際には 、 OutloDk Express などのニュース U - ダーび必要です。 


•非技術的なお問い合わせ窓口 

(マニュアルの乱 T •落了、ディスク不良、欠品およびオフィシャルユーヴー登録/変更な 
どやご購入前の製品/これから発売される製品に関するお問い合わせ） 


マイク□ソフトカスタマーインフォ方ーシ ヨン センター 
TEL : 03-曰4己 4-2300 (技術ヴポート於外） 

受付時間 ： 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

(±曜日、日曜日、マイク□ソフト株式芸社休業日、年未年始祝祭日を除く） 

※ご購入前の製品やこれから発売される製品に関するお問い合わせは、お電話でのみ受け付けていまず。 

上記じ(がに聴覚-言語に障害びあるかたのための窓□ちご用意させていただいております。 







困つたとをは 

本章では、困ったときの対処方法を説明します。 
操作中、ラまく動作しないときにお読みください。 


1 トラブルを解消するまで . 1已〇 

Q & A 集 


2 


153 




をトラブルをお消ずるまで 


パソコンびラまく操作でさないとさ、動作がおかしいと感じたとさには、次の順番で解 
決へのアプ□ーチをたどってください。 


パソコンの状態を確認してください。 

-電源は入りますか？ 

-画面は表示されますか？ 

-タッチパッド、キーボードは操作できますか？ 


はい 


いい无 


本書の PDF ファイルがインス1-ールされている 

場合は、「本章日 &A 集」をご覧ください。 

V J 

r 


\ 


インターネットに接続できる場合 

インターネットに接続して rdynabook.comJ 
で調べてください。 rdynabook.com」 には、 
本製品の最新情報や「よくあるご質問 （FAQ) 」、 
技術情報などが掲載されています。 




r 本章 Q&A 集」をご覧ください。 




アプリケーションの 
トラブルの場合 

「已章4アプ IJ ケーション①お 
問い合わせ先」をご覧になり、 
各アプ IJ ケーシヨンのサポート 
先に問い合わせてください。 


周辺機器の 
トラブルの場合 

『周辺機器に付属の説明書』を 
ご覧になり、周辺機器のサポート 
窓□に問い合わせてください。 


どラしてち 
わからない場合 

き末のご案内を参照し、 r ま芝 PC 
ダイヤル」にご連絡ください。 











































(Jl サボート情報について） 

URL http :// dynabook . com / assistpc / inclex _ j.htm 

「 dynab 日日 k . c 日 m 」 のトップぺージ （ http ;// clynab 日日 k . c 日 m /) からは、[サポ ー H 青 
報]タブをク U ックすると表示されます。 


ファイルの涼まのま示がも'ちに入り姐ツ—ルのヘルプが な 

0戻る - 〇因画油户巧巧撫ぉ亂入りザがィで巧区-、:团，己田 

アドレス屯).扫 httD：//dvnabook.com/assislDc/index i.htm 、 巧れ _ リンウ >， 

~ : 

I 【サボ-卜 




盏 


Update 
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居巧田封 


サポートのご*巧 

»ち PO ザイヤル 

f. Tf 夕 PC ち中な奇ゎン々 

.FAXttSi サード3 

国内での}が巧拭ぶ3 

倍巧<§1创 t こちら 

占9 ロヴなどそ F«CS ち 
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3吾会わ？•十一 

材面巧 S 巧巧お由:口 

齿泣巧ミ田 n 西など 

>網企のこお*)はこちら 

f す POT 房 

-II W ぐ:■巧訂） 


ヴレードアップヴーピス 

S かホな向1がな 

な明8み巧 y のこ S 巧 


^ よ<あるご*巧 （FAQ) GO 

こ宜田の去いかかな Q& AD 巧|§はこちらです* 


li ダウンロード CO I 

デバイザライバで巧正がュ — ルなどはこちらです • 


Windows をアップグレード田適情拓 


日本語版 「Microsoft®! Windows® XPJ ヘアッブヴレード巧に‘と至な'芭幸目です。 


つ 


♦ イントネクト 


「よくあるご質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバや修正モジュールなどのダウン □- 
ド、 Windows 関連情報を提供しています。 

また、インターネットでのお客様登録を行うことびできます。 

ヴポート窓□や修理につし、ても案内してし、ます。 

パソコンの操作に困った5「よくあるご質問 （FAQ)」） 

URL http :// dynabook . com / assistpc / faq / index _ j.htm 

「 dynab 日日 k . c 日 m 」 のトップぺージ （ http ;// clynab 日日 k . c 日 m /) からは、[ヴポ ー H 青 
報]タブをク U ックし①、[よくあるご質問]ボタンをクリックする®と表示されます。 
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日頃、よく寄せ5れる質問について、サポートスタッフび、図や解説をまじえて解み方 
法を掲載しています。 

キーワードまたは普通の文章を入力して検索でさます。 



rclynabook . com 」 は、最新情報を掲載ずるため、内容を変更することびあります。 

























[スタート]ボタンをクリックする 
[設定]にポインタを合わせる 

[コント□-ルパネル]をクリックする 

[コントロールパネル]び開さます。 


® Q& A 集 

パソコン本体を使っていてうまく操作でさないとさ、動作びおかしいと感じたとさのヒ 
ントをご紹介します。 

Q&A 集を見る前こ 

設定のお認によく使ラ、[コント□ールバネル]の開をかたを説明します。 

Q Windows XP の場さ 

1[スタート]ボタンをクリックする 

2 [コント□-ルパネル]をクリックする 

[コント□ールパネル]び開さます。 

Q Windows 2000の場さ 

(^0 みる！一 L 义夕ート]メニューから開 J 


〔0方法2 -[マイコンピュータ]か5開く) 

1デスクトップの[マイコンピュータ]アイコンをダブルクリックする 

2 [コント□-ルパネル]アイコンをダブルクリックする 

[コント□ールパネル]び開さます。 

®Qsjm 


Q 電源を入れるとを/切るとを… 

9電源び入5ない/システムび起動しない . 1已已 

〇 自動的にプ□グラムび実行される . 1已巨 

9電源が切れる . 1已7 

9電源び切れない . 1已7 

Q 表示 *画面について 

9画面に何ち表示されない . 1已8 

〇画面び見にくい . 1已曰 
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困つたとをは 






















〇アプ ij ケーシヨンについて 

〇アプ IJ ケーシヨンび使えない . 160 

〇印刷について 

〇印刷でさない . 161 

〇キーボード/マウス/タッチパッドについて 

〇思ラよラに夕字び入力でをない . 163 

〇マウス/タッチパッドび使えない . 164 

Q 周辺機器についてのトラブル 

〇フ□ッピーディスク、フ□ッピーディスクドライブについて . 1巨已 

〇 CD/DVD、 ドライブについて . 166 

〇 PC 力ードについて . 168 

〇 LAN 機能び使えない . 169 

〇 USB 対応機器について . 169 

〇赤か線通信について . 170 

Q 音量について 

〇スピーカか5音び聞こえない . 171 

Q おかしな音び聞こえる . 172 

Q 調子びおかしい！ 

〇休止状態にな5ない . 172 

〇テレビ-ラジオに障害び出る . 173 

〇パソコンの動作びおかしい . 173 

〇 その他調子びおかしい . 17已 

Q 不明なメッセージび出た！ 

. 176 

Q 異常やが障の場合 

. 178 

Q まち PC サポートのご案内 

. 179 
































o 電源を入れるとを/切るとを… 


7 章 -2 Q&A 集 


( a 電源び入らない/システムび起動しなし0 

cik . パソコンの電源び入5ない 

1乂\電源スイッチを巧す時間が短い 

電源スイッチをしばらく巧し続けてください。 

一度電源び入りかけるび、すぐに切れる 
(Battery LED がオレンジ色に点滅している場合） 




バッテリの充電量が少ない 
次の操作を行ってくださし、。 

-本製品用の AC アダプタを接続する 
他製品用の A 巳アダプタは使用でさません。 

-巧電済みのパ'ッテ U バックを取り付ける 

OS ' バッテ U パックの取り付け。「3章己-3バッテ U パックを交換する」 


一度電源が入りかけるび、すぐに切れる 
(DC IN LED がオレンジ色に点滅している場合） 


電源の接軸び悪い 
なの操作を行ってくださし、。 

- AC アダプタを抜さ差しする 
-バッテ U パックを抜さ差しする 


保護機能が働いた 

ノ（ソコンを移動するなど、ノてソコンの内部温度び下びるのを待ってください。 
パソコン内部温度の上昇び一定じ I 上に達すると、保護機能び働さ、システ 
ムび自動停止します。使用でさる環境温度は已〜3已 ° C です。 

上の手順でちおみでさない場合は、お近くの保守ヴービスにご連絡くだ 
さし、。 














(& 自動的にプ□グラムび実行される 




Windows の起動と同時にプ□グラムが実行される 



[スタートアップ]にプ□グラムび登録されている 


[スタートアップ]に登録されていると、 Windows 超動と同時にプ□グラ 
ムび自動的に起動します。 

なの手順で設定を変更してください。 

瞬] 

① [スタート]ボタンをちク U ックする 

② 表おされるメニューか6 [開く]をク U ックする 
[スタートメニュー]画面び表示されます。 

③ [プ□グラム]アイコンをダブルク U ックする 

④ [スタートアップ]アイコンをダブルク U ックする 
[スタートアップ]画面び表示されます。 

⑥削除したいプ□グラムのアイコンをク U ックし、[ファイルとフォルダの夕 
スク]の[このファイルを削除する]をク U ックする 
[ファイルの削除の確認]画面び表示されまず。 

⑥ [はい]ボタンをク U ックする 

⑦ [スタートアップ]画面の[閉じる]ボタンをク U ックする 

网001 

① [スタート]-[設定]-[タスクバーと[スタート] メニュー...] をクリック 
する 

② [詳細]タブで[削除]ボタンをク U ックする 
[ショートカットやフォルダの削除]画面び表示されます。 

③ [スタートアップ]をダブルク U ックする 
[スタートアップ]の下にアイコンび表示されます。 

④ 削除したいプ□グラムのアイコンをク U ックし、悄 IJ 除]ボタンをクリック 
する 

確認メッセージび表示されまず。 

⑥[はい]ボタンをクリックする 
⑥[閉じる]ボタンをク U ックする 


心 Windows のタスクスケジューラで設定されている 

Windows のタスクスケジューラで[実行する]に設定されていると、設 
定したスケジュールに従ってタスクを実行します。次の手順で設定を変更 
してください。 

①墜 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[システムツール]- 
[タスク]をクリックする 
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PDOO 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセサ U ]- [システムツール]-[タスク] 
をク IJ ックずる 

② 設定されているタスクを夕’ブルク U ックする 

プ□グラムび実行された時間などを参考に還択してください。 

③ [タスク]タブで[実行する]のチェックをはずず 

④ [ OK ] ボタンをク U ックずる 


( a 電源び切れる) 

dk . パソコン使用中に電源び切れる 


〇 




保護機能が働いた 

ノ（ソコンを移動するなど、ノてソコンの内部温度び下びるのを待ってください。 
パソコンの内部温度の上昇び一定(上に達すると、な護機能び働き、シス 
テムを自動停止します。使用でをる環境温度は已〜 35° C でず。温度のほ 
い場所に移動してち、電源び切れる場合は、お近くの保守サービスにご連 
絡ください。 


警告音び鳴り、点滅していた Battery LED び消灯した 


バッテリの充電量が少なくなった 
弓 I さ続を使用する場合は、次の操作を行ってください。 

- AC アダプタを接続する 
-巧電済みのパ'ッテ U バックを取り付ける 

■バッテ U パックの交換り「3章巳-3バッテ U パックを交換する」 


電源び切れない 


電源スイッチを押してち電源び切れず、「ピッピッピッ…」と音び鳴り続 
ける 


次の操作を行ってください。 

-電源スイッチを4秒しソ上巧す 

- AC アダプタ^(ッテ U パックの順に取りはずし、バッテ U パックー AC ア 
ダプタの順に取り付ける 
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困つたとをは 












9 表巧 • 画面について 


( Q 画面に何も表示されない） 




画面に何ち表示されない 

(Power LED が点灯していない、またはオレンジ点滅している場合) 



電源が入っていない、またはスタンバイ状態になっている 


電源スイッチを巧してください。 




画面に何ち表示されない 
(Power LED が点灯している場ち) 


VA \ 表示自動停止機能が働いた 
次の操作を行ってください。 

-医团 g ] キーやに互！]キーを押ず 
-マウスやタッチパッドを操作ずる 

J ^) - CRT ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに10秒前後かかることびあり 
f メち ますび、故障ではあ0ません。 

1 止\インスタントセキュ U ティ機能が働いた 

インスタントセキュ U ティ機能については、「3章 3- [ E 团キーを使った特殊 
機能キー」をご覧ください。解除するには、次の操作を行ってください。 

-バスワードを設定していない場合 
巧而田 キーやで和1キーを巧ず、またはタッチバッドを操作する 
-バスワードを設定（[画面のプ□バティ]の[スクリーンセーバ ー] タブで 
[バスワードによる保謡または[再開時にようこそ画面に戻る]をチエッ 
ク）している場合 

① 巧向田 キーやで而1キーを押す、またはタッチバッドを操作ずる 

② ユーザが複数の場合はユーヴ名をクリックずる 

③ バスワード入力画面に Windows の□グオンバスワードを入力し、 

FEnterl キーを 押ず 

J ^) ■パスワードを忘れた場合は、お使いの機種をご確認後、おおくの保守サービスにご依頼くだ 
f メ亡 さい。パスワードの解除を保守ヴービスにご依頼される場合は、有償です。またそのとき、 

身分証明書（お客様ご自身を確認でをる物）の提示び必要とな0まず。 
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内部液晶ディスプレイの輝度が適切ではない 

次の手順で内部液晶ディスプレイの輝度を変更してください。 

の阿 P ' 

[コント□-ルバネル]を開き、[パフ ォー マンスとメンテナンス]をク1」ッ 
ク-[ま芝省電力]をク U ックする 

iWdo 

[コント□-ルパネル]を開き、[ま芝省電力]をダブルク1」ックずる 

② [電源設定]タブで利用したい省電カモードを選巧し、[詳細]ボタンをク 
IJ ックずる 

③ [省電力]タブで[モニタの輝度]を設定する 

④ [OK] ボタンをク U ックずる 




メ t 


バックライト用堂光管び消耗している 

お使いの機種をごお認後、お近くの保守サービスにご連絡ください。ち償 
にて交換いたします。 


ディスプレイに装着されているバックライト用壁光管は、ご使用になるにつれて発光量び 
徐々に減少し、表示画面び日音くなります。内部液晶ディスプレイの輝度を変更しても暗い場 
合は、長期間のご使用によりバックライト用堂光管び消耗していることび考え 5 れまず。 
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表示装置が適切に設定されていない 

尼因を巧したまま圧司キーを押して表示装置を切り替えてください。 

巧すごとに次の順で表示び切り替わります。 

r-LCD 一 LCD/CRT 一 CRT* 一 LCD/TV 一 TV*1 

* CRT ディスプレイやテレビを接続していなくてちこの状態に切り替わります。 
この場合は、バソコン本体の液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

■表示装置の切り替え 

。「3章1 1- CRT ディスプレイやテレビの接続」 


画面び見にくい） 

Qk . CRT デイスプレイで画面の色びにじんだよラに表示される 




他の電気製品の霖響を受けている 

テレビ、オーディオ機器のスピーカなど強力な磁気を発生する電気製品か 
5遠ざけてください。 


高圧電線のおくの建物の場合は、バソコン本体を置く位置を変えることによって、画像の乱 
れび直る場合ちありまず。 


メ亡 

SM 洲音い 




困つたとをは 





















色びミちい 


Ox 


少ない色数で設定されている 


なの手順で設定を変更してください。 

瞬] 

① [コント□—ルバネル]を開さ、[デスクトップの表示とテーマ]をクリック 
する 

② [画面]をク U ックする 

③ 隙赶タブの[画面の色]を廣高 （32 ビット)]に変更する 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

P000I 

①[コント□—ルバネル]を開さ、[画面]をダブルク U ックする 
③[設定]タブで[画面の色]を [Hi 呂 hColor ] や [ TrueColor ] に変更する 
③ [0 K ] ボタンをクリックする 


- 解像度によっては [ TrueColor ] に設定できません。 

メ亡 


〇アプ IJ ケーシヨンについて 

アプ U ケーシヨンの使いかたについては、『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』、または 
アプ U ケーシヨンのヘルプをご覧ください。 




ァプ U ケー 

ァブ 


シヨンび使えない） 

アプ IJ ケーシヨンび使えない 



正しくインス I ルしていない 


『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を読んで、正しくインス!''ールしてく 
ださい。 




アプリケーシヨンがシステムに対応していない 


アプ U ケーシヨンによっては、使用でさるシステム （0 S ) び限られている 
場合びあります。 

使用でさるシステムについては、『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』をご 
覧ください。 


^ メモ U が足りない 

アプ U ケーシヨンを超動するために必要なメモ1」容量びない場合は、その 
アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。必要なメモ U 容量は、『ア 
プ U ケーシヨンに付属の説明書』をご覧ください。 

メモ U の増設。「3章] 0 メモ1」の増設」 


160 
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泣 




システム構成を変更していない 

アプ U ケーシヨンによっては、システム構成の変更び必要です。 

『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を読んで、システム構成を変更してく 
ださい。 


アプ IJ ケーシヨンび操作でさなくなつた 


アプ U ケーシヨンを強制終了する 

この場合、保存していないデータは'消去されます。 

TW 


①に互 D+ 匹！ E +の豆]キーを巧す 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されまず。 
◎[アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプ U ケーシ; 
ンをク U ックする 

③ [タスクの終了]ボタンをク U ックずる 
アプリケーションび終了します。 

跡00 

① に互 D+ 匹！ E+CE 豆]キーを巧す 

[ Windows のセキュ U ティ]画面び表示されます。 

② [タスクマネージャ]ボタンをク U ックずる 
[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されまず。 

◎[アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプ U ケーシ; 
ンのタスクをク U ックする 

④ [タスクの終了]ボタンをク U ックずる 
アプ U ケーションび終了します。 

⑤ [ Windows タスクマネージヤ]画面を閉じる 


〇印刷について 

EP 刷でさない） 

Qk . 圆びできない 

化 


プリンタの電源が入っていない 


泣 


パソコン本体の電源をいったん切り、プ U ンタ、パソコン本体の順で電源 
を入れ直してください。 

正しく接続されていない 

接続ケーブルを正しく接続し直してください。 


161 



























ム接続しているプ u ンタと違ラプ u ンタを設定している 


プ1」ンタの設定をお認してください。 

の阿 P: 

[コント□ールバネル]を開さ、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[インスIルされているプ U ンタまたは FAX プ U ンタを表示ず 
る]をクリックする 

P000 

[スタート]-[設定]-[プリンク]をク U ックずる 

② 接続しているプ U ンタのアイコンをちクリックする 

③ 表おされたメニューの「通常使うプリンタに設定」をク U ックし、チェック 
をつける 




最後まで正し < 印刷でをない 


化 


ECP に対応していないプ U ンタを使用している 


プ U ンタのモードを双ち向に設定してください。 

の TO 

[コント□—ルパネル]を開さ、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[ま芝 HW セットアップ]をク1」ックずる 


画 

[コント□-ルバネル]を開さ、[ま芝 HW セットアップ]を夕'プルクリック 


する 

◎[プリンタ]タブで[プリンタポートモード]を[双方向]に設定ずる 
③ [0K] ボタンをクリックずる 


心 


プリンタドライバを更新する 


ドライバの入手ち法については、プ U ンタの製造元にごお認ください。 
Windows Update を行うと最新のドライバをダウン□—ドし、ドライバ 
を更新でさる場合びあります。 




上記のすべてを行ってち印刷でさない 



Windows を終了し、バソコンを再起動する 


0 \ 


プリンタのセルフテスト（印字テスト）を実行する 


セルフテストびでさないとさは、プ U ンタの故障び考えられます。プリン 
夕の製造元にご相談ください。 











9 キーボード/マウス/タッチパッドについて 

(9 思ラよラに义字び入力でさなし、) 

Ok. キーを押してち希望の夕字び入力でさない 


CL\ 


キーボードの文字入力の状態が合っていない 

キーボードの文字キーは、キーボードの入力の状態によって、入力される 
文字び異なります。次のキーを使ってキーボードを希望の状態にしてくだ 
さし、。 


IShiT 口+田 aps Lock 英数 J キー 


「Ctrl 1 + 1 Shift 1 + 巧タカナひ5がなI キ ー 
鬧 + 『の 1 キー 
画+正 IT キー 
防「3章3キーボード」 


キーに印刷された夕字と違ラタ字び入力されてしまラ 


キーボードドライバが正しく設定されていない 

なの手順で設定を変更してください。 

EE? 

① [コント□-ルパネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリツ 
クずる 

② [システム]をク U ツクする 

③ [八ードウエア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ツクずる 

④ [キーボード]を[日本語 PS/2 キーボード （106/109 キー Ctrl +英数)] 
に設定ずる 

⑥[デバイスマネージャ]を閉じる 

0000 

① [コント□-ルパネル]を開き、[システム]をダブルク U ツクする 

② [八ードウエア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ツクずる 

③ [キーボード]を[日本語 PS/2 キーボード （ 106/10日キ ーCtrl +英数)] 
に設定する 

④ [閉じる]ボタンをク U ックする 
⑥パソコンを再起動する 


どのキーを巧してち、反応しない 

設定は合っているび、希望の夕字び入力でさない 


内部処理が正しく行われなかった 
次の操作を行ってください。 

-パソコンを再起動する 

「その他調テびおかしい -A. 強制終了し、再起動する」 


7 章 -2 Q&A 集 





























(& マウス/タッチパッドび使えない） 

Ok. 7クスび使えない 



マウスび認識されていない 


なの操作を行ってくださし、。 

-マウスを接続した状態で、電源を入れ直す 

-バソコン本体の電源を切ってマウスを巧き差しし、もう1度バソコン本体の 
電源を入れる 


新しい八ードウエアとして認識されていない 

次の手順でウィヴードを実行してください。 

① 墜 

[コント□-ルバネル]を開さ、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[関連項目]の[八ードウエアの追加]をクリックする 

m 

[コント□ールバネル]を開さ、[八ードウエアの追加と削除]をダブルク 
リックする 

② [巧へ]ボタンをクリックずる 

画面の指示に従って操作してください。 




タッチパッドと PS/2 マウスび同時に使用でさない 




ポインテイング装置を同時に使用でさるよラに設定されていない 


なの手順で設定を変更してください。 

ただし、マウスによって同時使用でさない場合ちあります。 

① 剛 

[コント□-ルバネル]を開さ、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[ま芝 HW セットアップ]をク1」ックずる 

Hoo 

[コント□—ルバネル]を開き、[ま芝 HW セットアップ]を夕'プルクリック 
する 

② [ポインティング装置]タブで[ポインティング装置]を[内部/外部を同 
時使用]に設定ずる 

③ [OK] ボタンをクリックする 
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〇周辺機器についてのトラブル 

周辺機器については「3章本体の機能」ちあわせてご覧ください。 

( a フ□ッピーディスク、フ□ッピーディスクドライブについて 

/ピーディスク内蔵モデ J レのみ。 


本フ□ツヒ 


r ファイルび作れません」というエラーメッセージが表示された 


ルートディレクトリに作成でさるファイル数を超えた 

新しくフォルダを作って、そこにファイルを作成してください。 
ルートデイレクト U に作成できるファイル数には制限びあります。 


ファイルが開けない（読み込みエラーやディスクエラーび表示される） 

心 フ□ッピーディスクに何5かの問題がある 

フ□ッピーディスクを次の手順でチェックしてください。 

① ES 

[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックする 

1100 

[マイコンピュータ]を開く 

② [3 .已インチ FD] をもク U ックし、表示されたメニューか6 [プ□バティ] 
をク IJ ックずる 

③ [ツール]タブで[エラーチェック]の[チェックする]ボタンをクリック 
する 

④ 墜； 

[ディスクのチェック]画面で[不良なセクタをスキャンし、回復ずる]を 
チェックする 

P000 

[チェックディスク]画面で[不良なセクタをスキャンし、回復する]を 
チェックする 

⑥[開始]ボタンをク U ックずる 

フ□ッピーディスクのチェックを開始します。 




フ□ッピーディスクドライブが故障している 

他のフ□ッピーディスクで試してみてください。 


フオーマツ トに時間びかかる 


未 フォー マッ トのフ □ッ ピー ディスクを フォー マッ トしている 

Windows では、初めてフォーマットするフ□ッピーディスクの場合、時 
間びかか0ます。 



















FDD / CD-ROM LED び消えない 


Q 


データを処理している 


大量のデータを処理しているとさは、時間びかかります。 LED び消'えるま 
で待ってください。 

どラしてち消えないとさは電源を切り、再超動してください。この場合、 
保存していない作成中のデータは消去されます。 

再起動後、作業を行い、 LED び消'えない場合は、電源を切り、お近くの保 
守 サービスに 連絡してください。 




フ□ッピーディスクか5システムび起動しない 


フ□ッピーディスクドライブか5起動するように設定されていない 

なの操作を行ってくださし、。 

起動ドライブを一時的にフ□ッピーディスクドライブに変更する 
キーを巧したまま電源スイッチを巧して、表示されたアイコンの中からフ 
□ッピーディスクドライブを WPH キーで逞択し 、 I Enter I キーを巧ずと、 
起動ドライブを一時的にフ□ッピーディスクドライブに変更でをます。 

-フ□ッピーディスクドライブか6起動するようにユーティリティで設定する 

① 墜 

[コント□-ルバネル]を開き、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[ま忌 HW セットアップ]をク U ックする 

Ml 

[コント□-ルバネル]を開き、[ま芝 HW セットアップ]をダブルクリッ 
クずる 

② [0S の起動]タブで [0S の起動]を [FDD] が最初になるよラに設定 
する 

③ [0K] ボタンをク U ックする 


(P CD/DVD. ドライブについて*) 

* ドライブ内蔵モデルのみ。また、内蔵されているドライブの種類は、ご購入のモデルによって異なります。 




CD / DVD にアクセスでをない 


fiLx 


ディスクトレイがさちんとしまっていない 


r カチッ」と音びするまで巧し込んでください。 

防 CD / DVD のセツト。「3章 8-3 CD / DVD のセツトと取り出し」 
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!■ ル\ CD/DV □び走ちんとセットされていない 

ラベルびついている方を上にして、水平にセットしてください。 

ディスクトレイ内に異物がある 

異物びあったら取り除いてください。何かはさまっていると、故障の原因 
になります。 


CD / DVD がミちれている 

ミちれているようなら、乾燥した巧で拭いてください。それでもちれび落ち 
なければ、水か中性洗剤で湿らせた巧でなを取ってください。 




ドライブが CD/ DVD を認識していない 

FDD / CD-ROM LED び点滅している間は、まだ認識されていません。 
消巧するまで待って、ちう1度アクセスしてください。 


CD / DVD をセツトしても自動的に起動しない 




自動起動に対応していない CD / DVD を挿入している 

自動起動に対応していない CD / DVD の場合は、自動超動でさません。 
『 CD / DVD に付属の説明書』などでお認してください。 

自動起動に対応している CD / DVD の場合は、超動している全てのアプ 
U ケーシヨンを終了し、 CD / DVD をセツトし直してくださし、。 

自動起動していない CD / DVD はなの手順で起動することびできまず。 
CDfnCP 


[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックする 

QgOO 

デスクトップの[マイコンピュータ]をダブルク U ックずる 
②ドライブのアイコンをダブルク U ックずる 

正しく動作する CD / DVD ちあるび、動作しない CD / DVD ちある 


心 


使用環境の設定が必要な CD / DVD を使用している 

各 CD / DVD によって異なる使用環境を設定しなければならない場合び 
あります。『各 CD / DVD に付属の説明書』を読んで、それぞれの CD / 
DVD に合った環境を設定してください。 CD - R 、 CD - RW は、メディアの 
特性や書を込み時の特性により、読み取れないちのちあります。 















CD / DVD が取り出せない 


1け\ バソコン本体の電源が入っていない 

電源を入れてから、イジェクトボタンを巧してくださし、。 

故障などで電源が入らない場合は、ドライブのイジェクトホールを先の細い 
丈夫なちの（例えばク U ップを伸ばしたちの）で巧してください。 

巧れた破片びバソコン内部に入ると、故障の原因になります。電源び入ら 
ないとさしソ外はこの処置をしないでください。特に、パソコンの動作中は 
絶対にしないでください。 



( QPC 力ードについて） 




PC 力ードの挿入び認識されない 




PC 力ードを奥までしっかり差し込む 


0®^ PC 力ードの取り付け。「3章9 PC 力ードス□ット」 




PC カードの挿入は認識されるびデバイスとして認識されない 



PC 力ードのコント□-ラモードが正しく設定されていない 


日 IOS セットアップを起動し 、 [PC CARD ] のに ontraller Mode ] の設 
定を変更してくださし、。 

I ® ■詳細について。「4章2 BIOS セットアップ」 


Gk 


MS - DOS 上で使用しよラとしている 


本製品は Windows 専用モデルです。 MS - DOS モードで PC 力ードを使用 
するためのドライバは提供しておりません（一部の PC カードを除く）。 
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なの点をネットワーク管理者に確認してください。 

- Windows のネットワーク設定を確認する 
-相手先のネットワーク機器 （ HUB ) などの設定を確認する 
-ケープルの状態を確認する 




US 己; 


対応機器について 


USB 対応機器び使えない 


0 


USB 対応機器がシステムに対応していない 

US 己対応機器によっては、使用できるシステム （0 S ) び限られている場 
合びあります。使用でさるシステムについては 『 USB 対応機器に付属の説 
巧書』をご覧くださし、。 

正しく接続されていない 

ケーブルが、パソコン本体と USB 対応機器に正しく接続されているかど 
うかお語してください。 
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デノ（イスとして認識されるび使用でさない 


旧 Q が不足している 

使用しないデバイスを使用不可にしてください。 

の取 

[コント□—ルバネル]を開さ、[バフォーマンスとメンテナンス]をク1」ッ 
ク-[システム]をク IJ ックずる 

Hioo 

[コント□-ルパネル]を開さ、[システム]を夕’ブルク U ックする 

② [八ードウエア]タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ックずる 

③ [デバイスマネージャ]で使用しないデバイスを夕‘ブルク U ックする 

④ 表示される項目か5使用しないデバイスをちク U ックし、[無効]をクリッ 
クずる 

確認のメッセージび表示されます。 

⑥[はい]ボタンをク U ックずる 

⑥ [デバイスマネージャ]を閉じる 
[システムのプ□パテイ]画面に戻りまず。 

⑦ [ OK ] ボタンをク U ックずる 


度 LAN 機能び使えない J 

ネットワークに接続できない 


ネットワークの設定が正しくない 



困つたとをは 
















ドライバび正しくインス I -ールされていない 


A — ドウエアウィヴードを実行してください。 

の剛 

[コント□-ルバネル]を開さ、[プリンタとその他の八ードウエア]をク 
リック-[関連項目]の[八ードウエアの追加]をクリックする 

勵阳 

[コント□ールバネル]を開さ、[八ードウエアの追加と削除]をダブルク 
リックする 

②[巧へ]ボタンをクリックする 

画面の指示に従って操作してください。 


Windows を再起動する 




休止状態か5復帰後、正常に動作しない 



休止状態に対応していない USB 対応機器を接続している 


USB 対応機器を USB コネクタからはずし、もう]度接続してください。 


( Q 赤外線通信について） 




赤か線通信びでさない 


心 


赤外線通信びでをる環境になっていない 


なのことをお認してください。 

-通信先とバソコン通信ま度を同じにする 
-ホが線ポート間の障害物を取り除く 
-ホが線ポートの巧れをおとす 
-ホが線ポートの設定を正しく設定する 




赤か線通信はできるび、データび正しく送5れない 


0 \ 


正しく通信でさる環境になっていない 


なのことを行ってみてください。 

-通信先とバソコン通信速度を同じにする 
-通信先との畦離を近付ける 

-直射日光や堂光なの当たる場所か5バソコンを離す 
-ホが線を出す装置をバソコン本体か S 離す 
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〇音量について 

( P スピーカか5音び聞こえない) 

Ok . スピーカか5音び聞こえない 




へッドホン出力端子にへッドホンが巧してある 

へッドホン出力端子からへッドホンを取りはずしてください。 

パソコン本体にあるボ U ュームダイヤルで音量を調節する 


音量の設定が「5ユート」になっている 

尼面+匿^キーを巧す、または次の手順で設定を変更してください。 

醜： 

① [コント□-ルパネル]を開き、[サウンド、音声、および才ーディオデバイ 
ス]をク IJ ックずる 

② [サウンドと才ーディオデバイス]をク U ックする 

[ヴウンドとオーディオデバイスのプ□パティ]画面び表示されまず。 

③ [音量]タブの[デバイスの音量]で[ミユート]にチェックがついている場 
合は、チェックをはずず 

④ つまみをドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。 

P000 

① タスクバーの[音量]アイコンをク U ックずる 

② にユート]にチェックがついている場合は、クリックし、チェックをはずす 

③ つまみを上下にドラッグして調整ずる 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。 


サウンドドライバがインス I ルされていない 

サウンドドライバをインス I -ールしてくださし、。 

詳しくは、アプ U ケーシヨン CD - ROM をセットして表示される画面をご 
覧くださし、。 

















店おかし な音び聞こえる） 

Qk . 甲高い音びする 


^外部マイクとスピーカとでノ\ウ U ングを起こしている 

使用するソフトウェアによっては、この現象び超さることびありまず。 
なの操作を行ってくださし、。 

-バソコン本体のボリュームダイヤ j レで音量を調節する 
-使用しているソフトウェアの設定を変える 
- Windows 上か6音量の設定を調整ずる 


〇調子びおかしい！ 

(〇 休止状態にな5ない） 

Clk . スタンバイ状態になってしまう 


1け\休止状態び有効になっていない 

なの手順で「ま芝省電カユーティ U ティ」の設定をお認してくださし、。 

の的取 

[コント□—ルパネル]を開さ、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ク-[ま芝省電力]をク U ックする 

厕咖 

[コント□ールバネル]を開き、[ま芝省電力]を夕'プルクリックずる 

② [休止状態]タブで[休止状態をサポートする]をチェックする（[^) 

③ [適用]ボタンをクリックする 

④ [電源設定]タブで利用したい省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク 
リックする 

⑤ [動作]タブでそれぞれのメニューか6 [休止状態]を還択する 

⑥ [0 K ] ボタンをク U ックする 

スタートアップに休止状態の巧げになるアプリケーシヨンソフトび登録さ 
れている 

スタートアップからアプ U ケーシヨンソフトの登録をはずし 、 Windows 
を再起動してくださし、。 
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テレビ-ラジオに障害び出る) 

dk . テレビ、ラジオの調子びおかしい 


化 


何6かの原因がある 
なの操作を行ってくださし、。 

-テレビ、ラジオの室内アンテナのち向を変える 

-テレビ、ラジオに巧ずるバソコン本体の方向を変える 

-パソコン本体をテレビ、ラジオか己離ず 

-テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使ラ 

-コンセントと機器の電源プラグとの間に巿販のフイルタを入れる 

-受信機に屋外アンテナを使ラ 

-平行フイーダを同軸ケーブルに替える 


パソコン①動作びおかしい 


セーフモー ドで起動した 




周辺機器のドライバやアプリケーシヨンが原因で不具合を起こしている 
なの手順でノ V — ドディスクをチェックしてください。 

① [マイコンピュータ]を開く 

② に：）ドライブをク U ックする 

③ メニューパーか S [ファイル]-口□パティ]をク U ックする 

④ [ツール]タブの[エラーチェック]で[チェックする]ボタンをクリック 
する 

⑥[ディスクのチェック]画面で[不良セクタをスキャンし、回復する]を 
チェックする 

⑥[開始]ボタンをク U ックずる 

チェックをパソコンを巧超動し、通萬起動するか確認してください。 
上記の操作を行ってを正常に超動しない場合は、ま芝 PC ダイヤルへご連 
絡くださし、。 

防セーフモードについて。 『 Windows のヘルプ』 


バッテ U パックは充電したのに、すぐ巨 attery LED びオレンジ色に点滅 
する 


バッテリバックの充電機能び低下している 

別売りのバッテ U バックと交換してください。 

















充電したはずのバッテリパックを使用しても、パソコンの Battery LED 
がオレンジ色に点巧し、バッテ IJ びフル充電状態を示さない 



長時間バッテリパックを使用していなかった 


バッテ U バックは使わずにいてを充電量び少しずつ減っていさます。をラ 
] 度充電してください。充電してち状態び変わらない場合は、バッテリ 
パックの充電機能びほ下してし、る可能性びありまず。新ししり（ッテ I 」パッ 
クと交換してくださし、。 

それでも状態び変わらない場合は、故障していると考えられます。お近く 
の保守ヴービスにご連絡ください。 




使用中に処理び遅くなる 


I け\ CPU の温度が上がった 

CPU は高温になると、自動的に処理速度を下げます。しばらく作業を中止 
すると、巳 PU の温度び下がり、自動的に処理速度び元に戻ります。 




使用中に操作でをなくなった 



バソコンの調子がおかしい 


なの操作を行ってくださし、。 

-電源スイッチを4砂 L ソ上巧し続ける 
電源び強制切断されまず。もラ1度電源スイッチを押してください。この 
場合、保存されていないデータは消'失します。 

-すべての電源を抜いて、再起動する 

① AC アダプタをはずしてか6、バッテ U をはずす 
電源び OFF になります。 

② バッテリを取り付けてか S 、 AC アダプタを取り付ける 

③ ちラ1度電源スイッチを巧ず 




設定した曰付と時刻び合つていない（進む/遅れる) 


時計用バッテリび充電されていない 

パソコン本体に AC アダプタを接続し、時計用パッテ1」を充電してください。 
詳細について〇「3章已 -2 -時計用バッテ U 」 



時計用バッテリの充電機能が低下している 

お近くのな守ヴービスにご連絡ください。 
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( P その他調子びおかしし、^ 


調子びおかしい 


化\ 


応答しないアプ U ケーシヨンを強制終了する 

「アプリケーシヨンび使えない - Q アプリケーシヨンび操作できなくなった」 
アプ U ケーシヨンを終了しても調テびおかしい場合は、次の操作を行って 
<ださい。 


強制終了し、再起動する 

強制終了のち法は、次のとおりでず。この場合、作業中の保存していない 
データはミ肖去されます。 

rw 

① に互 D + 匹！ E + CEiD キーを巧す 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

② メニューパ'—の[シャットダウン]をク U ックずる 


タッチパッドやマウスで操作できない場合は、圆+四キーを巧してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をク U ックする 

タッチ)い ドやマウスで操作できない場合は、22キーを巧してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコンの電源を入れる 

O00V 

① に互 D + 匹！ E + CEiD キーを巧す 

[Windows のセキュ U ティ]画面び表示されます。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 


タッチパッド'やマウスで操作でをない場合は、圆+囘キーを押してください。 
シャットダウン画面び表示されます。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [ OK ] ボタンをク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、 mm キーで[シャットダウ 
ン]を還択し、 En お「 I キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコンの電源を入れる 


ウイルスに感染している 

ウイルスチェックソフトでウイルスチェックを行い、ウイルスが発見され 
た場合は駆除してくださし、。 
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Q 不明なメッセージび出た！ 

ご使用のシステムやアプ U ケーシヨンソフトの説明書をご覧になつてをねからない場 
合、次の点をごお認ください。 




「Password =」と表示される 


已バスワードが設定されている 

設定したノくスワードを入力し、 I Enter I キーを巧してくださし、。 

パスワードを忘れた場合は、キーフ□ッピーディスクを使用してください。 
キーフ□ッピーディスクびない場合は、お使いの機種をご確認を、お近く 
の保守サービスにご連絡ください。ち償にてパスワードをお除いたします。 
またそのとさ、身分証明書（お客様ご自身を確認でさる物）の提示び必要 
とな0ます。 

にをパスワード、キーフ□ッピーディスク。「4章3パスワードセキュ U テイ」 




r 入力されたパスワードび間違っています」と表示される 


心 


入力した入カモードの状態により、大文字/ル文字を誤って入力した 


巧而巧 + で雨 S Lo か英数 I キーを巧して入力の状態を切り替え、ちラ]度 
入力してください。 




厂 Previous resume from hibernate failed . Would you like to try 
again [ Enter = Y ， Esc = N ] ?」と表示された 


心 


休止状態が無効になった 


電源を切る前の状態は再現でさません 。 Enter I キーを巧してください。ち 
ラ]度同じメッセージび表示された場合は、尼^キーを巧してください。 




使用中突然「このプ□グラムは不正な処理を行ったので…」というメッ 
セージび表示された 



ソフトウエアの内部処理がラまくいかなかった 

画面の指示に従い、[閉じる]ボタンをク U ックし、バソコンを再超動して 
<ださい。 
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0 




コマンドプ □ ンプト（度宝 0) または MS-DOS プ □ ンプト（區画！）が全 
画面表示されている 

次のち法を行ってください。 

■ ち法 1- コマンドプ □ ンプトまたは MS-DOS プ□ンブト画面をウインドウ 
表示に切り替える 


①I Alt l+fEnter I キーを巧す 

■ 方法 2 - コマンドプ □ ンプトまたは MS-DOS プ□ンプト画面を終了する 

① 因のの田とキーを巧ず 

② I Enter I キーを 巧ず 

「KBC ERROR 」 と表示された 


PS/2 マウス、および PS/2 キーボードび接続されている 

パソコン本体の電源を切り、 PS/2 マウス、および PS/2 キーボードを取 
りはずしてからをう]度起動させてください。 

それでち同じエラーび表示されるようであれば、本体の故障のおそれびあ 
ります。お近くの保守ヴービスにご連絡くださし、。 
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次のよラなメッセージが表示された 

- 厂 Remove disk or other medias. Press any key to rest 己け」 

- [Insert system disk in drive. Press any key when ready 」 

- 厂 Non-System disk or disk error Replace 己 nd press 己 ny key 
when re 己 dy 」 

- 「Invalid system disk Replace the disk, and then press any key 」 
- 「 Boot: Couldn't Find NTLDR 円 ease Insert another disk 」 

- 厂 Disk I/O error Replace the disk, and then press any key 」 

- rCannot load DOS press key to retry 」 


化 


フ □ ッピーディスクドライブか 5 フ □ ッピーディスクを取り出し、何か 
キーを 押す 


「Boot sequence is changed 」 と表示された 


泣 




システム起動の順番び変更された 

指定したドライブか b 起動を開始しまず。 
しばらくお待ちください。 


rC :¥ WINDOWS >_」 や rc：¥>_j と表示された 




困つたとをは 




















Qk . [Bad 


X X X X 


xxxx 」 と表示された 


^ 時計用バッテリが不足しています。 

巨の S セットアップを標準設定の状態にしてください。 

なの手順で行ってくださし、。 

①正五キーを巧す 

BIOS セットアップの画面び表示されます。 

詳細についてり「4章 2-3 BIOS セットアップの画面」 

⑤正团+因キーを巧す ( [ H 而 i 司 キー機能) 

③ 正团+因キーを巧す(同巧 1 キー機能) 

確認のメッセージび表示されます。 

④ 旺]キーを押す 

標準設定のが態にし、 BIOS セットアップび終了しまず。 

パソコンは再起動されます。 

⑤ AC アダプタを接続した （ Power のに D を緑色に点灯させた）状態で数時 
間放置しておく 

防詳細について〇「3章已 -2 -時計用バッテ U 」 




「 WARNING : XXX XX 」 と表示された 



尼 nter ] キーを何回か巧してください。 




上記じ(かのメッセージび表示される 


心 


ご使用のシステムやアプ U ケーシヨンソフトの説明書をご覧ください。 


〇異常やが障の場合 

Qk . 異常な臭いや過熱に気づいた！ 


fHx 


バソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセント 


か5巧いてください。安全を確認してバッテ U バックをバソコン本体か5 
取りはずしてか5販売店または保守ヴービスにご連絡ください。 

なお、ご連絡の際には;夕のことをお知 S せください。 

-使用している機器の名称 
-ご購入年月曰 

-現在の状態（できるだけ詳しくご連絡ください） 

修理の問い合わせにについて。『東芝 PC ヴポートのご案内』 
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操作できない原因びどラしてちわか5ない 


Ox 


東芝 PC ダイヤルにご連絡ください。 
ご連絡の際には次のことをお知5せください。 
-使用している機器の名称 
-ご購入年月曰 
-現在の状態 


〇まち PC ヴポートのご案内 


ま芝パソコンをより快適にお使いいただくための、サポート窓口、サービス制度につい 
ては本製品に同捆の『ま芝 PC サポートのご案内』をご覧くださし、。 











付録 


1 製品仕様 . 182 

2 各インタ フエー スの仕様 . 191 

3 技術基準適合について . 196 





の製品仕様 


Q 基本仕様 



機種 

口'™ Book Satellite 1 S70 シ U -ズ 

プ□セッヴ 

巳 PU *1 

「 PC 診断ツール」を参照 

メモ U 

ROM 

已 12 K 臣（フラッシュ ROM ) 、 

ACPI 1 . Ob、APM 1.2、円 u 旨 and Play 1.0 a 

RAM*i 

「 PC 診断ツール」を参照 

ビデオ RAM 

32 MB (システムメモ U 128 M 日の場合）ちしくは、 

日 4 MB (システムメモ1」2己 6 M 日じ(上の場合） 

表示機能 

表示装置*1 

冷陰極管サイドライトち式 ] 己型 TFT / 1 4. 1型 TFT 

グラフィック表示*1 

横] 4日日 X 縦10曰0 ] 画面/横1日24 X 縦7日 8 ] 画面 

入力装置 

キーボード 

0 ADG 1 0日 A キータイプ準拠 

87キー（文字キー、制御キーの合計） 

ポインティング 
デ八'イス 

タッチパッド内蔵 

補助記憶装置 

フ□ッピー 
ディスク 
ドライプが 

1台内蔵 

2 DD . または 2 HD 型フ□ッピーディスクを使用 

720 KB (2 DD ) /1.2 M 目、 1.44 MB (2 HD ) 

八ードディスク 
ドライブ *3 

2.已型1台装備 

ドライブ *4 

CD - R 日 M ドライブ ] 台内蔵、最大24倍速 

8 cm 、 1 2 cm の CD 对応、マルチセッション 

CD - R / RW ドライブ1台内蔵 

CD :最大24倍速 

CD-R :最大24倍速 

CD-RW (マルチスピード）：最大4倍速 

Hi 卽 -Speed 対応 CD-RW :最大10倍速 

8 cm 、 1 2 cm の CD 对応、マルチセッション 

マルチドライブ ] 台内蔵 

CD :最大24倍速 

CD-R :最大24倍速 

CD-RW (マルチスピード）：最大4倍速 

Hi 卽 -Speed 対応 CD-RW :最大10倍速 

DVD-ROM :最大8倍速 

8 cm 、 1 2 cm の CD 对応、マルチセッション 

インタ 

フェース 

RS -232 C 

1個装備 

非同期11日. 2 kbps まで対応（八ードウエア仕様） 

プリンタ 

1個装備 ( ECP ) 

PS /2 

1個装備 

RGB 

1個装備 

USB 

4個装備 USB 2. C 3 準拠 

PC 力ード 

2個装備 PC Card Standard 準拠 
(TYPE n X 2、または TYPE IE x 1) Card 日 us 対応 

LAN 

1 個装備 ] 日日目 ase - TX /10 臣 ase-T 

無線 LAN * 已 

1個装備 IEEE 802 . 1 ] b 準拠1 ] Mbps まで巧応 

モデム*日 

1個装備 
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機種 

口 '™ Book Satellite 1870 シ U -ズ 

インタ 

フェース 

サウンド 

ライン入力 

1個装備（¢3.已 mm ステレオミニジャック） 

マイク入力 

1個装備（¢3.已 mm モノラルミニジャック） 

へッドホン出力 

1個装備（¢3.已 mm ステレオミニジャック） 

内蔵スピーカ（ステレオ）装備 

ビデオ出力 

1個装備 （RC A ピンジャック） 

赤外線通信機能 

] ポート装備 IrDAl . l 準拠 

カレンダ機能 

曰付、時計機能を標準装備 
充電型電池によるバックアップ 

電源 

AC アダプタ 

AC 100 V 〜24 0 V (已 OHz 、 または已 OHz) AC アダプタ 

バッテ|」*1 

バッテリパック LM 曰 n 1日. 8 V /4 己日日 mAh 
バッテ U パック Li - Ion 1日. 8 V /3 日日日 mAh 

最大消費電力 

約日日 W 

ィ规環境氣牛 

温度：已ご〜3已で湿度： 20%~80 %Rh 

外形寸法（突起部除 <) 

327 ( 幅 ）X 28日.曰(與行 ）X 43. 1/已0.4屆さ ) mm (1 曰型） 

31己(幅 ）X 280万(奥行 ）X 43. 1 /48.己睛さ ) mm ( 1 4. 1型） 

質量 

約 3.3 k 旨* 7 /約 3.4 k 宫が （1 己型） 

約 3. Ik 呂 *7/ 約 3.2 k 呂が （14.1 型） 


ホ 1 ご購入のモデルによって異なります。 

*2 フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

*3 八ードディスク容量は、八ードディスクドライブのプ□パティで確認できます。プ□パティを表示 
するには、[マイコンピュータ]か5八ードディスクドライブのアイコンをちク U ックし、表示さ 
れるメニューか5 [プ□パティ]をク U ックします。 

ホ4ドライブ内蔵モデルのみ。また、ドライブの種類はご購入のモデルによって異なります。 

* 己無線 LAN 内蔵モデルのみ 
本色モデム内蔵モデルのみ 
*7 標準バッテ U パック装着時 
*8 オプションバッテ U パック装着時 


(〇仕様にっぃて J 

本製品の仕様は国内向けです。国外で本製品を使用する場合は、電源に合った電源コー 
ドをお買いまめください。 

AC アダプタと'消費電力の仕様は次のとおりです。 



人力： AC 100 V ~240 V 、1.2 〜 0'6 A 、 已0/己 OHz 
出力： DC 1 已 V 、已 A 

最大消費電力： 60 W (電源スイッチオン時） 

最ル消費電力：約] .3 W (スタンバイ時） 

約0.已 W (電源スイッチオフ時） 


パソコンの電源を切った後に、電源コードを抜くと消費電力はゼ□になります。 
本機器は、 r 機器の1」サイクルに適した設計」となっています。 




















OPC 診断ツール 

「 PC 診斷ツール」で本製品の CPU 、 OS 、 ディスプレイなどに関する情報を確認するこ 
とびでさます。 

(〇 起動方法') 

1 

[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[東芝ユーテイリテイ]- [ PC 診断 

ツール]をクリックする 

厕〇甫 

[スタート]-[プ□グラム]-[東芝ユーティリティ]- [ PC 診断ツール] 

をクリックする 

PC 診断ツールび起動します。 

2 [基本情報の表示]ボタンをクリックする 

本製品の基本情報び表示されます。 

PC 診断ツールについて、詳しくは PC 診断ツールのヘルプをご覧ください。 

ヘルプの起動方法 j 
1 PC 診断ツールを起動する 
2 [ヘルプ]ボタンをクリックする 












o かお寸法回 
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□〔固〔 
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-2roo.5- 


(突起部を含まず) 
(単位 mm ) 
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Q ヴポートしているビデオモード 

ディスプレイコント□ーラによって制御される画面の解像度と表示可能な最大色数を定 
めた規格をビデオモードと呼びます。 

本製品でサポートしている英語モード時のすべてのビデオモードを次に示します。 

モードナンパ'は一般に、プ□グラマびそれぞれのモードを識別ずるのに用いられます。 
アプ U ケーシヨンソフトびモードナンパ'によってモードを指定してくる場合、そのナン 
パ'び図のナンバと一致していないことびあります。この場合は解像度とフォントサイズ 
と色の数をちとに遺おし直してください。 


ビデオ 

モード 

形式 

お像度 

フオント 
ヴイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート (Hz) 

0.1 

VGA テキスト 

40X2 已字 

8X8 

16/256K 

70 

2,3 

80X2 已宇 

8X8 

16/256K 

び , 1* 

40X2 己字 

8X14 

]6/2 已己 K 

〇本 0* 

80X2 己き 

8X14 

16/256K 

0+,1 + 

40X2 已宇 

80)X16 

16/256K 

2+,3+ 

80X2 已字 

80)X16 

16/256K 

4, 已 

VGA 

グラフィックス 

320X200 ドッ 

8X8 

4/2 已 6K 

白 

640X20 日ドッ [- 

8X8 

2/2 己色 K 

7 

VGA テキスト 

80X2 已字 

80)X14 

モノクロ 

7+ 

80X2 己字 

80)X16 

モノク〇 

□ 

VGA 

グラフィックス 

320X200 ドッ K 

8X8 

] 色 /2 已己 K 

E 

扫 40x200 ド'ッ h 

8x8 

16/256K 

F 

640X3 巳 0 ドッ [- 

8X14 

モノク〇 

10 

640X3 已〇ドッ [- 

8X14 

]6/2 已己 K 

11 

640X480 ド’ッ K 

8X16 

2/2 已 6K 

色 0 

12 

640X480 ドッ [- 

8X16 

16/256K 

13 

320X200 ドッ K 

8X8 

2 已 6/2 己色 K 

70 
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ビデオ 

モード 

形式 

お像度 

フオント 
サイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート ( Hz ) 

— 

SVGA 

グラフイツクス 

640 X 480 ドッ K 

— 

2已6/2曰色 K 

60/7已/8己/10曰 

— 

80 0 X 色00ドッ 1- 

— 

2已6/2己色 K 

— 

1024 X 7 己8ドット 

— 

2已6/2己色 K 

— 

] 280 X 1024 ドッい1 

— 

2已巨/2己色 K 

— 

] 400 X 10已〇ド'ッい1 

— 

2已6/2己色 K 

色0/7己 /S 已 

— 

] 巨00 X ] 200ド'ッ 1- が 

— 

2已6/2己色 K 

— 

] 曰 20 X 1440 K ッ h * が 

— 

2已6/2己色 K 

色0 

— 

640 X 480 ドッ[- 

— 

64 K / 色 4 K 

己0/7已/8己/10曰 

— 

8曰 0 X 600 ドッ[- 

— 

巨 4 K / 色 4 K 

— 

1024 X 7 巨8ドット 

— 

目 4 K / 色 4 K 

— 

]280 X ] 日24ドッい1 

— 

目 4 K / 色 4 K 

— 

] 400 X ]曰已〇ド'ッい1 

— 

64 K / 色 4 K 

色0/7已/8已 

— 

] 己00 X ] 200ド'ッ 1- が 

— 

64 K / 色 4 K 

— 

] 曰 20 X 1440 K ッ が 

— 

目 4 K / 色 4 K 

色0 

— 

640 X 480 ドッ[- 

— 

16 M /16 M 

巨0/7已/8己/100 

— 

8曰 0 X 600 ドット 

— 

16 M /16 M 

— 

1024 X 7 己8ドット 

— 

16 M /16 M 

— 

]280 X ] 日24ドッい1 

— 

16 M /16 M 

— 

] 400 X 10已〇ド'ッい1 

— 

16 M /16 M 

60/7己/8已 

— 

] 巨00 X ] 200ド'ッ[-が 

— 

16 M /16 M 

— 

] 白 20 X 1440 K ッド 

— 

16 M /16 M 

色0 


*1 : LCD (液晶ディスプレイ）サイズび1024 X 7日8の場合、実際の画面 （1024 x 768) 内に 
仮想スク U - ン表示します。 

*2: LC □の場合、実際の画面 （10 吕 4 X 7白8または1400 X 1050) 内に、仮想スク U — ン表示 
します。 

本製品のディスプレイは、640 X 480ドットのモードを選択してち、1024 X 7已8 
ドットのタイミングで動作しています。そのため、 VGA 専用の CRT ディスプレイとの 
同時表示はできません。同時表示をする場合は、 SVGA の CRT ディスプレイを使用し 
て < ださし、。 
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[マイコンピュータ]をもクリックして[管理]をクリックする 

画面左側のツリーか5 [システム情報]-[八ードウ1アリソース]をダブ 
ルクリックする 

調べたい項目をクリックする 


メモ U マップ 

: 〇モリ] 

I / O ポートマップ 

: [ I / O ] 

旧 Q 使用リソース 

: [ IRQ ] 

DMA チヤネル 

: [ DMA ] 



[スタート]-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[システムツール]- 
[システム情報]をクリックする 

画面左側のツリーか5 [八ードウエアリソース]をクリックする 
調べたい項目をクリックする 


メモ IJ マップ 

: 〇モリ] 

I / O ポートマップ 

: [ I / O ] 

旧 Q 使用リソース 

: [ IRQ ] 

DMA チヤネル 

: [ DMA ] 


Windows 2000の場合) 


〇八ードウエアリソース 

メモ U マップ、 I / O ポートマップ、旧 Q 使用リソース、 DMA チャネルは次の方法で確 
認でさます。 

ご使用の環境（八ードウェア/ソフトウェア）によって変更される場合びあります。 

(〇 Windows XP の場合） 


〇内蔵モデムについて 



也 


あらかじめ内蔵モデムび取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの 
作業は必要ありません。また、モデムを取りはずした状態で本製品を使用しないでくだ 
さい。 

警告 •本文中で説明されている部分 u がは絶対に分解しないでください。内部には高電圧部、 
分が数をくあり、万一触るとを険です。 ) 


化 ま意-内蔵モデムの取り付け/取りはずしを行う場含は、必ず電源を切り、 AC アダプタの、 

プラグを抜き、バッテリパックを取りはずしてか5作業を行ってくださし、電源を入 
れたまま取り付け/取りはずしを巧うと感電、故障のおそれがあります。 

-電源を切った直後には、巧蔵モデムの取り付け/取りはずしを行わないでください。 
内部が熱くなっているため、やけどのおそれがあります。内蔵モデムの取り付け/取 
りはずしは、電源を切った後30分！; Lb たってか5、行ラことをおすすめします。 

•内蔵モデムを強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 


12 3 


1 2 3 


















迄) 

お原目い 


•モデムの取り付け、取りはずし、 PTT ラベルの確認しソがの目的で内蔵モデムカバーを開けな 
し、で < ださい。 

• パソコン内部にネジや異物を残さないでください。 


( P モデムボードの取り付け/取りはずし） 


取り付け 

①データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 
③バソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ バソコン本体を裏返して、バッテリバックを取りはずす 

④ 本体裏側の内蔵モデムカバーのネジ1本をはずし、カバーを取りはずす 
⑥ モデムボー ドのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムボードに取り付ける 

⑦ モデムボードをバソコン本体に取り付ける 

⑨手順己ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順4ではずしたカバーをはめ、ネジ1本でとめる 

⑩ バッテリバックを取り付ける 

取りはずし 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② バソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ バソコン本体を裏返して、バッテリバックを取りはずす 

④ 本体裏側の内蔵モデムカバーのネジ1本をはずし、カバーを取りはずす 
PTT ラベルを確認することびでさます。 

⑥モデムボードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムボードか5取りはずす 

⑦ モデムボー ドをバソコン本体か5取りはずす 

⑨手順己ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順4ではずしたカバーをはめ、ネジ1本でとめる 

⑩ バッテリバックを取り付ける 
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@ るインタ フエ ースの仕様 


0PRT インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意 ほ 

信号ち向 

1 

-STROBE 

PD □〜 7 のデータを書さ込むための同期出力信号 

0 

2 

PDO 

PD □のデータを送信する信号 

I/O 

3 

PD 1 

PD 1 のデータを送信する信号 

I/O 

4 

PD 2 

PD 2 のデータを送信する信号 

I/O 

己 

PD 3 

PD 3 のデータを送信する信号 

i /0 

6 

PD 4 

PD 4 のデータを送信する信号 

I/O 

7 

PD 已 

PD 己のデータを送信する信号 

i /0 

8 

PD 6 

PD 目のデータを送信する信号 

I/O 

9 

PD 7 

PD 7 のデータを送信する信号 

I/O 

10 

-ACK 

-STROBE に対するデータ受信完了信号 

1 

11 

BUSY 

データ受信でさるかどラかを示すステータス信号 

1 

12 

PE 

用紙切れを知らせるステータス信号 

1 

13 

SELCT 

セレクト/デイセレクトが態を示すステータス信号 

1 

14 

- AUTFD 

自動用紙送り機構用信号 

0 

]已 

-ERROR 

アラーム状態を示すステータス信号 

1 

16 

- PINT 

初期状態に戻す信号 

0 

17 

-SUN 

未使用 

0 

18 

GND 

信号グランド 


19 

GND 

信号グランド 


20 

GND 

信号グランド 


21 

GND 

信号グランド 


22 

GND 

信号グランド 


23 

GND 

信号グランド 


24 

GND 

信号グランド 


2 已 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 

13 1 

(0000000000000/ 

〇 \ / 〇 
\ 000000000000 

吕己 14 

D-SUB 2 己ピン><ス 


信号名 ：一びついているのは、負論理の信号です。 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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O COMMS インタフエース 


ピンま号 

信号名 

意 

味 

信号方向 

1 

CD 

受信キャリア検出 

1 

2 

RXD 

受信 データ 

1 

3 

TXD 

送信 データ 

0 

4 

DTR 

データ 端末 レディ 

0 

己 

GND 

信号グランド 


6 

DSR 

データたツトレディ 

1 

7 

RTS 

送信要ホ 

0 

8 

CTS 

送信 可 

1 

9 

Cl 

被呼表 

1 

コネクタ図 



1 5 




\ o o o o o ) 
。 \ 00001 

〇 




6 9 




D-SUB 目ピンオス 



信号ち向り）：パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 

〇 PS/2 インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意 ほ 

信号方向 

1 

M 0 USDT 

マウスデータ 

I/O 

2 

EXTKBDT 

キーボードデータ 


3 

GND 

グランド 


4 

VCC 

己 V 


己 

M 0 USCK 

マウスク□ック 

I/O 

6 

EXTKBCK 

キーボードク□ック 

I/O 

コネクタ図 



户6口5み 







S 二 DIN 目ピン:><ス 



信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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付録- 2 各インタフ； L — スの仕様 


〇 RGB インタフエース 



信号名 ：一びついているのは、負論理の信号です。 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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o モデムインタフェース 

* モデム内蔵モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意ほ 

信号方向 

1 

墨 

ノーコンタクト 


2 

墨 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

己 

墨 

ノーコンタクト 


6 

墨 

ノーコンタクト 


コネクタ図 


1吕34已已 




II 

II 






信号ち向り）：パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 

〇 LAN インタ フエー ス 


ピン番号 

信号名 

意は 

信号方向 

1 

TX 

送信 データ （+) 

0 

2 

-TX 

送信 データ （一） 

0 

3 

RX 

受信 データ （+) 

1 

4 

Unussd 

未使用 


己 

Unussd 

未使用 


6 

-RX 

受信 データ （一） 

1 

7 

Unussd 

未使用 


8 

Unussd 

未使用 


コネクタ図 


1234已日78 



11111111 



信号名 ：一びついているのは、負論理の信号です。 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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付録- 2 各インタフ； L — スの仕様 


〇 USB インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意は 

信号方向 

1 

VCC 

+ 己 V 


2 

-Data 

マイナス データ 

I/O 

3 

+Data 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 


M V 、 V 

1) Cl 

|| || || || 

12 3 4 

A K A K 



信号名 ：一びついているのは、負論理の信号です。 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体からの出力 
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を技術基準適合について 


( P 瞬時電圧低下について） 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬 
時電圧ほ下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を 
上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


(〇電波障書自主規制について） 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス 
B 情報ほ術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、電波障害を引さ超 
こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


( P 高調波巧策について） 

本装置は r 高調波ガイドライン適合品」です。 


(〇国際 エネルギースター プ□グラムに ついて) 


当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業者として、本製品 
び国際エネルギースタープ□グラムの対象製品に関ずる基準を満たし 
ていると判断します。 



※巧象日 S は Windows 2日日0 、 Windows XP Pro 


省電力設定について吃「3章已-己東芝省電カユーティリティ」 


196 

















FCC information 

Product name : DynaBook Satellite 1870 series 
Model number : PS 187 

FCC notice "Declaration of Conformity Information " 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and,il not installed and used in accordance with the instructions, 
may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

。 Reorient or relocate the receiving antenna. 

。 Increase the separation between the equipment and receiver. 

U Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 


WARNING: Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
t 打 IS equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer’s or external monitor port, PS/2 mouse/ 
keyboard port, parallel port, USB port, serial port and microphone jack. Changes or modifications 
made to this equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA 
could void the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2 . This device must accept any interference received, including interference that 
may cause undesired operation. 

Contact 

Address: TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone: (949) 583-3000 
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EU Declaration of Conformity 


TOSHIBA 



TOSHIBA declares, that the product: PS 187* conforms to the following Standards: 

Supplementary Information: "The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73/23/EEC the EMC Directive 89/336/EEC and/or the 
R&TTE Diretctive 1999/05/EEC." 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. Responsible 
for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 




付録- 3 技術基準適合について 


(〇モデム使用時の注意事項) 

* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、次のを意事項をお守りください。 

内蔵モデムは、財団法人電気通信端未機器審査協会により電気グ、 
通信事業ま第50条]項に基づを、技術基準適合認定を受けた 
ちのです。 W 


参使用地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、イギリス、 
イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギ1」シャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 
スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 
ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガ1」 一、 
バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、フランス、ブルガリア、ベルギー、 
ポーランド、ポルトガル、香港、マルタ、マレーシア、南アフ1」力、モ□ッコ、 
ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルク、レバノン、□シア 

(2003 年3月現在) 


なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域ではご使用になれま 
せん。ごま意ください。 

内蔵モデムび使用でをない地域では、その地域で許認可を受けているモデムをご購入く 
ださい。 

内蔵モデムに接続する回線が PBX 等を経由する場合は使用できない場合びあります。 
上記のま意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責任を 
負えませんのであらかじめご了を願います。 


参自動再発信の制限 



内蔵モデムは2回を超える再発信 （ U ダイヤル）は、発信を行わず 『BLACK USTED 』 
を返します（『日 LACK USTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回 LU 
下または再発信間隔を]分上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端未） 
自動再発信機能は吕回(内（但し、最初の発信から3分しソ内)」に従っています。 

) -雷雲び近づいてさたとさは、モジュラープラグを電話回線用モジュラージャックか5抜いてく 
So ださい。電話回線に落雷した場合、内蔵モデムやバソコン本体び破壊されるおそれびあります。 
-内蔵モデムを使用する場合は、ご使用になる巧域にあわせてモデムの化域設定び必要でず。 
03=「3章1 1- 電話回線への接続」 
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Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision "CTR2r’] for pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different countries/regions 
the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful operation on every 
PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 


Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has been 
tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EU 201121. 


Germany 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


- ATAAB AN005,AN006,AN007,AN009,ANO10 and 
DE03, 04,05,08,09,12 ， 14，17 

- ATAAB AN005 ， AN006 and GROl,02,03,04 

- ATAAB ANOOl ， 005,006,007,01 1 and P03, 04,08，10 

- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 

-ATAAB AN002 


All other countries/regions - ATAAB ANOO 3,004 


Specific swkch settings or software setup are required for each network, please refer to the relevant 
sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 

Pursuant to FCC CFR 4*7, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and give them 
the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to be 
installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main system label. 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC RJllC. 




付録- 3 技術基準適合について 


Type of service 


Your modem is designed to be used on standara-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented systems) is 
prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you have any questions 
about your telephone line, such as how many pieces of equipment you can connect to it, the telephone 
company will provide this information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their equipment, 
operations, or procedures. If these changes might affect your service or the operation of your 
equipment, the telephone company will give you notice in writing to allow you to make any changes 
necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 


If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately remove it 
from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the telephone company 
notes a problem, they may temporarily discontinue service. When practical, they will notify you in 
advance of this disconnection. If advance notice is not feasible, you will be notified as soon as 
possible. When you are notified, you will be given the opportunity to correct the problem and 
informed of your right to file a complaint with the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 


Disconn 白 ction 


If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, please call 
the telephone company and let them know of this change. 

Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use a computer 
or other electronic device to send any message via a telephone fax machine unless such message 
clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted page or on the first page of the 
transmission, the date and time it is sent and an identification of the business, other entity or 
individual sending the message and the telephone number of the sending machine or such business, 
other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem, you should complete the setup of your 
fax software before sending messages. 
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Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE: The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification means that 
the equipment meets certain telecommunications network protective, operational and safety 
requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment Technical Requirements 
document(s). The Department does not guarantee the equipment will operate to the user’s 
satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected to the 
facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be installed using an 
acceptable method of connection. 


The customer should be aware that compliance with the above conditions may not prevent 
degradation of service in some situations. 

Repairs to certified equipment should be coordinated by a representative designated by the supplier. 
Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment malfunctions, may 
give the telecommunications company cause to request the user to disconnect the equipment. 
Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of the power 
utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are connected together. 
This precaution may be particularly important in rural areas. 

Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should contact the 
appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 

2 The user manual of analog equipment must contain the equipment，s Ringer Equivalence Number 
(REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 
For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE: The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device provides an 
indication of the maximum number of terminals allowed to be connected to a telephone interface. 
The termination on an interface may consist of any combination of devices subject only to the 
requirement that the sum of the Ringer Equivalence Numbers of all the devices does not exceed 5. 


3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack type(s): 
USOC RJllC. 


CANADA: 1353 11026 A 




付録- 3 技術基準適合について 


Notes Tor Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. This 
modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel standards 
when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would result in 
you modem being operated in a non-compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 

AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the modem 
being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit in force for 
t 打 IS equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for the connection of 
no 打 - permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 


- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of responsibility for 
the correct operation of that device under all operating conditions. In particular the higher speeds 
at which this modem is capable of operating depend on a specific network implementation which 
is only one of many ways of delivering high quality voice telephony to customers. Failure to 
operate should not be reported as a fault to Telecom. 


- In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ it is compatible with the modem at the other end of the call and 

b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end of the 
call-e.g., accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 



- This equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to other Telecom 
customers. 
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- Some parameters required for compliance with Telecom’s PTC 

Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The associated 
equipment shall be set to operate within the following limits for compliance with Telecom 
Specilications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 minute 
period for any single manual call initiation, and 

b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between the end of one 
attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 

- Immediately disconnect this equipment should it become physically damaged, and arrange for its 
disposal or repair. 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS10=less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default o f 15 recommended) 
ATS 11=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value 3 or 4. 
This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem answers. This 
confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (which occurs between the first and second ring cadences) is not 
destroyed. 

- The preferred method of dialing is to use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and more reliable 
than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic dialing, your communications 
program must be set up to record numbers using the following translation table as this modem does 
not implement the New Zealand "Reverse Dialing" standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used，the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level and because of this there may be 
circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard Telepermitted 
telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 




付録- 3 技術基準適合について 


- It IS recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during electrical 
storms. 


- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before the power 
connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and services such 
as FaxAbility. 


NOTE THAT FAULT CALLOUTS CAUSED BY ANY OF THE ABOVE CAUSES MAY INCUR A 
CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the specifications 
of these products which might affect compliance with the relevant PTC Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description as 
stated on the Telepermit label artwork. The Telepermit may not be assigned to other parties or other 
products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number of 
Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the attached 
sheet. 


The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers and 
service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom network. 


The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales literature, 
as required in PTC 100. 


The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is payable 
where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand Specifications. $112.50 
is charged for each variation when submitted at the same time as the original. 

An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 
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TEAC CD-ROM ドライブ CD -224 E 


安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 注局 

1. 本装置はレーヴーシステムを使用していまず。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がされています。 

本装置はヨー n ッパ共通のレーヴー規格 EN 目日82巳 
で"クラス1レーヴー機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の售体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで<ださい。感電の原因に 
なります。信頼性、安全性、性能の保証をすることが 
でさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあり 
ます。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起因する二;欠的な損失、 
障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故 
障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性があるシ 
ステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION - INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN DO NOT STARE INTO BEAM OR 
VIEW DIRECTLY WITH OPTICAL 
INSTRUMENTS 

VORSICHT- UNS に HT 巳 ARE LASERSTRAHLUNG ， 

WENN ABDECKUNG GEOFFNET N に HT 
IN DEN STRAHL BLICKEN AUCH NIGHT 
MITOPTECHEN INSTRUMENTEN 
VARNING - OSYNUG LASERSTRALNING NAR 

DENNA DEL AR OPPNAD STIRRA EJ INI 
STRALEN OCH BETRAKTA EJ STRALEN 
MED OPHSKA INSTRUMENT 
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付録- 3 技術基準適合について 


TEAC CD - R/RW ドライブ CD - W 224 E 


安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 注局 

1 . 本装置はレーヴーシステムを使用していまず。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパな通のレーヴー規格 EN 巨082巳 
で"クラス1レーヴー機器"に分類されています。 

レーヴー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないで<ださい。 

と分解および改造をしないで<ださい。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の保証をす 
ることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用するシステムに 
は、これらの誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性やな 
全性に関ずる十分な配慮び必要でず。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体へ 
の危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使巧のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

已.ご使巧中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

、 

ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER INVISIBLE EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 


VORSICHT 

UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 


ADVARSEL 

USYNLIG LASERSTRAlING VED ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALING. 


A 曰 VARSEL 

USYNLIG LASERSTRALING NAR DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR STRALEN. 


VARNING 

OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 


VARO! 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO SATEESEEN. 

ノ 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


/— Location of the required label 




THIS PRODUCT COMPLIES WITH 
DHHS RULES 21 CFR CHAPTER 
1 ， SUBCHAPTER J APPLICABLE 
AT DATE OF MANUFACTURE. 


MANUFACTURED: 


Manufactured by 
TEAC Corporation 
3-7-3, Naka-Cho, 
Musashino-shi, 
Tokyo, Japan 
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TEAC CD-RW/DVD-ROM ドライブ DW-224E 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 注局 

1 . 本装置はレーヴーシステムを使用していまず。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーヴー規格 EN 已082巳 
で"クラス1レーヴー機器"に分類されています。 

レーヴー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の讀体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで<ださい。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の保証をす 
ることびでをなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用するシステムに 
は、これらの誤りや故障に起因する二な的な損失、障害および事故を防止するために、安全性やな 
全性に関ずる十分な配慮び必要でず。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体へ 
の危害や物質的損害を誘発ずる可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 


ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER INVISIBLE EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 


VORSICHT 

UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG GE 日 FFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 


A 曰 VARSEL 

USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALING. 


A 巳 VARSEL 

USYNLIG LASERSTRALING NAR DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR STRALEN. 


VARNING 

OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 


VARO! 

NAKYMATON AVATTAESSAOLETALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO SATEESEEN. 



CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


/— Location of the required label 


THIS PRODUCT COMPLIES WITH 
DHHS RULES 21 CFR CHAPTER 
1 ， SUBCHAPTER J APPLICABLE 
AT DATE OF MANUFACTURE . 


MANUFACTURED : 


Manufactured by 
TEAC Corporation 
3-7-3, Naka - Cho , 
Musashino - shi , 
Tokyo , Japan 
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付録- 3 技術基準適合について 


Panasonic CD-R/RW/DVD-ROM ドライブ UJDA740 

(マルチドライブ） 

安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 江局 

1 . 本装置はレーヴーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッパ巧通のレーヴー規格 EN 己082巳 
で"クラス1レーヴー機器"に分類されています。 

レーヴー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因に 
なります。信頼性、安全性、性能のな証をすることび 
でさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあり 
ます。従って、本装置を使用するシステムには、これ 
らの誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および 
事故を防止するために、安全性やな全性に関する十分 
な配慮び必要でず。本装置の故障、取り出されたデー 
夕の誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステムには、本装置を 
使用しないでください。 

4. ご使巧のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

已.ご使巧中に異常び生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


/ 

CLASS 1 LASER PRODUCT 

\ 

、 

LASER KLASSE 1 

ノ 


CAUTION 

VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION ' 
WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

RAYONNEMENT LASER VISIBLE ET INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU FAISCEAU. 

VORSICHT 

SiCHTBARE UND UNS に HTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED 
ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STFiAUNG. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNNGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRAlNING NAR 
DENNADELAR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG 

VARO ! 

NAKYVAJA NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 

\ 

SATEESEEN. 


^— Location of the required label 
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記号 E 


gg キーを使ったショートカツトキー ...... 已7 

End.... 

… .....56 


A 


Enter キ ー.... 

.. 曰 3 



Esc キー ...... 

...........52 

AC アダプタ . 


...48 

Ext Keyboard "Fn".... 

120 

Alt キー . 


. 曰2,曰 3 

F 


Arrow Mode LED 


. 曰 3 


AT コマンド ........... 


...99 

FDD/CD-ROM LED. 

.. 46 

Auto Power On ... 


.]] 白 

Floppy Disk... 

119 


B 


FLOPPY DISK I/O ..… ............. … 

119 



Fn キー ..... 

. 曰2 

目 ackSpace キ ー.. 


. .曰3 

Fn キーを使った特殊機能キー ........ 

. 曰已 

BATTERY. 


.. 112 

H 


Battery LED. 


. ..46. 62 


Battery Save Mode. 

.. 112 

Hard Disk Mode .. 

120 

BOOT PRIORITY 


. 115 

HDD. 

118 

Boot Priority ........ 


. 115 

HDD Priority. 

11已 

Break キー . 


. .己3 

HDD の起動 ..... 

........ 106 

Built-in LAN. 


. 121 

Home... 

. 曰6 


C 


Caps Lock LED. 已 2 

Caps L 曰 ck 英数キー. .... 曰2 

CD/DVD のセット.. ...84 

CD/DVD の取0出し . 8白 

CD-ROM... 118 

CD の取り扱い ... 142 

C 日 MMS コネクタ .........95 

Confi 畳 Free. 75 

CONFIGURATION. 117 

Controller Mode.119 

CPU Cache ...116 

CPU 周波数の設定 ... 106 

CRT ディスプレイの接続 . 97 

Ctrl キー .. . . 曰2.曰3 

D 


I/O PORTS. 

Ins キー…… . . ... 

Internal P 曰 intin 旨 Device 

L 

LAN コネクタ . 

LAN のウェイクアップ...... 

LEGACY EMULATION ... 

Level 2 Cache... 

LINE IN 端子 ..... 

M 

MEMORY. 

MS-IME. 

N 


DC IN LED.. . .13, 46 

Del キー . 曰 3 

Device Config ...117 

Disk LED...... 46 

DISPLAY...114 

DRIVES I/O...118 

DVD の取り扱い ... 142 

Dynamic CPU Frequency Mode.116 


Network Boot Protocol.................11 已 

Not Registered.....114 

Numeric Mode LED. 曰 3 

□ 

OS の起動 ...106 

OTHERS.11 已 


0039 己706已 s 8 
151 90219 1已 
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.….119 
13, 46 

..... 114 


P 日 intin 呂 Devices 

Power LED. 

Power On Display 
Power-up Mode ... 

PrtSc キ ー .. 

PRT コネクタ . 

PS/2 コネクタ ....... 


Re 呂 istered 
RGB コネクタ 


Serial.. ...118 

Shift キ ー .... 52. 53 

Space キー .... 52, 曰 3 

SysRq キー ... 53 

System Date.....112 

SYSTEM DATE/TIME.112 

System Time...112 

下 

Tab キー ..52 

Total....112 

TV Type......115 


P 

Panel Power On/Off 

Parallel... 

Parallel Port Mode ... 

PASSWORD. 

Paus 巨キー . 

PC CARD. 

PC Card... 

PCI BUS. 

PCI Bus... 

P 仁 I LAN. 

PC カードス □ ット ...... 

PC カードの取り付け... 
PC カードの取りはずし 
PC カードを□ックする 
PERIPHERAL. 




PeUn 


5R 


u 

USB K 巨 / Mouse Le 旨 acy Emulation 


....... 120 

US 目 - FDD Legacy Emulation.121 

US 目キーボード/マウス 

レガシーサポート . 107 

US 目コネクタ . 95 

US 目フ□ッピーディスク 

レガシーサポート . 107 

W 

Win キー . 已 2 

ア 

アプ U ケーシヨン CD-ROM. 130 

アプ U ケーシヨンキー .........53 

ア □ 一状態 ... ..... 已 6 

インスタントセキュ U ティ機能 .................. 己已 

て 

液晶ディスプレイの取り扱い . 140 

才 

オーバレイキー ... 53. 56 

力 

外部キーボードの Fn キー割り当て ..……106 

書き込み可能状態 . 77 

書を込み禁止状態 . 77 

カタカナ / ひ 6 がなキー ..... 巳 3 

画面のお手入れ . 140 

漢字キー . 己 2 

漢字変換 . 58 

キ 

キーボード . 46 

キーボードによるスタンバイ復帰 . 106 

キーボードの取り扱い … ... 139 

起動時の表示装置 . 105 

休止が態 . 40 

ク 

クリック ........49 


5 3 5 5 
15 9 9 


4己 
1 9 
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780439899167909 R 
1121511112488915 
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廃棄*譲渡について ...................... 

ノ（スワードとして使用できる文字 

パソコン本体の取り扱い .. 

バックライト用董光管..…… ........... 

バッテ U 駆動 ... 

バッテ U 駆動で使用でさる時間... 
バッテ U 充電量が減少したとき... 

バッテ U 充電量を確認する . 

バッテ U の充電時間 ... 

バッテ U の充電ちま ...................... 

バッテ U の取りはずし/取り付け 

バッテ U パック .. 

バッテ U を長持ちさせるには....... 

パネルスイッチ機能 ... 

半/全キー . 


ノ（ーテイシヨンを設定する . 134 

八ードウエアリソース........ . 189 


A - ドディスクの内容をすべて消去する 


夕 


タッチパッド ...... 4日 

タッチパッドオン/オフ機能..… ................. 曰0 

タッチパッドの取り扱い..…… ................... 140 

タッピング ... 49 

ダブルクリック ... 49 

ッ 

通風子し . 46 

データのバックアップについて . 142 

ディスプレイ .... .46 

ディスプレイ LED .........84 

ディスプレイ開閉ラッチ . 12, 46 

デバイスの設定 ..... 104 

テレビの接続..…… .........97 

電源コード . 48 


ヴ 

再セットアップ . 130 

シ 

システムインジケータ .... 4日 

[省電力]アイコン . 62 

消耗品…….. . 143 

ス 

スーパーバイザパスワード..… . 127 

数字□ック状態 ... 曰6 

スク□-ル . 49 

スク□ール□ック状態 ..... 曰6 

スタンバイ . 38 

スピーカ . 46 

セ 

赤外線ポート ..47 

セキュリティ□ック ..........96 

セキュリティ□ック-スロット… . 96 

セットアップ （Windows 2000) . 22 

セットアップ （Windows XP ). 16 

ソ 

増設 ><モ11ス□ット . 48 


電源コードの取り扱い . 139 

電源コネクタ ... 47 

電源スイッチ .. 34, 46 

電源を入れる （1 回目） ... 14 

電源を入れる （2 回目拟降） ...........34 

電話回線への接続..…… ... 98 

卜 

東芝 HW セットアップ . 104 

東芝省電カユーティ U ティ . 68 

特殊機能キー . 已7 

時計用バッテ U . 65 

ドライプ . 47 

ドラッグアンドド□ップ .... 4目 

ナ 

内蔵 LAN . 107 

日本語入カシステム . 58 

入カモード..…… ... ..........58 

ネ 

ネットワークブートプ □ トコル . ..106 


J\ 


4290143243己1732 
423466666666645 
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左ボタン..…. . 49 

ビデオ出力端子 . 95 

ビデオモード . 187 

フ 
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フォーマット .. .78 

プ U ンタポートモード ... 105 
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フ□ッピーディスクの取り出し . 79 
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ポインティング装置 . 105 
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保守部品 . 143 
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IL 

ユーヴ登録 . 30 

ユーヴノ（スワードの削除 . 12曰 
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ユーヴパスワードの変更……… . 126 
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U 
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